
 
 

 

 

短期大学基準協会の第三者評価における 

短期大学の優れた取り組み等について 

 

 

一般財団法人短期大学基準協会 
 
 
１．短期大学基準協会の認証評価は、短期大学評価基準に基づく評価、すなわち短期大学

の水準を満たしているか否かの評価に加え、短期大学の個性を尊重し、短期大学教育の

向上・充実に資する評価を合わせて実施しています。したがって評価結果である「機関

別評価結果」や「領域別評価結果」(第 1 評価期間)の判定とは別に、短期大学教育の向上・

充実を図る観点から、「三つの意見」として、「特に優れた試みと評価できる事項」、「向

上・充実のための課題」、「早急に改善を要すると判断される事項」を付し、短期大学の

主体的な改革・改善を助長しています。 
第１評価期間の各年度に付された「意見」の領域別の状況をみると「特に優れた試み

と評価できる事項」においては評価領域Ⅱ(教育の内容）、評価領域Ⅴ(学生支援）、評価領

域Ⅶ（社会的活動）に関して毎年度多くが取り上げられ、年々高い割合を示してきてい

ます。このことは、本協会の評価の特徴が教育を中心とした評価であること、各短期大

学がこれらに積極的に取り組んでいること、短期大学の在り方として重要な地域に密着

した活動を行っていることなどを示しているといえます。中でも、学習の動機付けから

キャリア形成に至る学生の支援に関する積極的な評価が最も多くなっています。 
  「向上・充実のための課題」及び「早急に改善を要すると判断される事項」について

６年間の評価を概観してみますと、特徴的な事象は評価領域Ⅸ（財務）です。意見の数

が平成 19年度評価の 5％から平成 22年度評価は 28％と急激に増加しています。これは、

近年の短期大学の財務状況を如実に表しているといえます。評価領域Ⅱ（教育の内容）

も各年度高い割合を示しています。特に 19 年度は 28％と高くなっていますが、それは設

置基準の改正とも関連してシラバス記載事項の充実やＦＤ活動の充実を促す指摘が多く

あったからですが、その後状況は改善されています。評価領域Ⅳ（教育目標の達成度と

教育の効果）についても同様な傾向がみられます。評価領域Ⅵ（研究）はおおむね 10％
前後ですが、18 年度は 16％と研究活動の活性化を期待するものが多くありました。 

資料２－２ 
中央教育審議会大学分科会 

大学教育部会短期大学ＷＧ（第２回） 
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評価領域 17 年度 18 年度 19 年度 20 年度 21 年度 22 年度 
建学の精神・教育理念  9% 11%  9% 10% 11%  8% 
教育の内容 18% 13% 14% 16% 15% 18% 
教育の実施体制 11% 9%  9%  9% 10% 11% 
教育目標の達成度・効果 10% 11% 10% 12% 11% 10% 
学生支援 14% 14% 18% 19% 18% 21% 
研究 12% 9%  8%  7%  5%  6% 
社会的活動 15% 13% 17% 14% 16% 16% 
管理運営  3%  6%  5%  6%  5%  4% 
財務  4%  6%  4% 3% 3% 3% 
改革・改善  4%  8%  6%  4%  6%  3% 
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評価領域 17 年度 18 年度 19 年度 20 年度 21 年度 22 年度 
建学の精神・教育理念  2%  5%  4%  2%  6%  5% 
教育の内容 18% 13% 28% 20% 19% 16% 
教育の実施体制 13% 11% 13% 14%  8% 12% 
教育目標の達成度・効果 13% 14% 12% 10%  6%  6% 
学生支援 11% 11%  9% 10%  8%  7% 
研究 10% 16% 12%  6% 10% 10% 
社会的活動  5%  6%  2%  2%  2%  2% 
管理運営  9% 10% 11% 14% 14%  8% 
財務 16%  8%  5% 20% 24% 28% 
改革・改善  3%  5%  4%  4%  5%  5% 
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「特に優れた試みと評価できる事項」として最も多く評価された「学生支援」の具体的な

例としては、以下のようなものがあります。 
 
○ レベルに応じた選択授業や再試験のための補習授業を行うなど、個々の学生に対応し

た学習支援が積極的に実践されている。特に入学時における、基礎学力不足を補うため

の授業体制として、学生 3 人に対して教員 1 人を配置し、短期間で専門科目になじめる

ように配慮している。 
 
○ 学長面談は、学習環境や大学生活全般に対する学生の意見や要望を率直に聴く場とし

て多くの学生に利用されており、駐輪場の改善や売店・自販機の充実など、具体的な改

善につながっている。 
 
○ 社会人学生の受け入れについては、4 年以上の社会人経験のある学生には授業料の半額

減免を行い、秋季入学制度も実施するなどの具体的で意欲的な支援を実施している。ま

た、社会人入試制度を説明したパンフレットを作成し、広報活動も活発である。 
 
○ 全学生のキャンパスライフ・カルテを作成して、入学から卒業までの情報を記録して

いる。入学後に取得した資格・検定、ボランティア活動、サークル活動、学生生活状況、

表彰・その他、卒業後の進路、チューターの所見などを記載したこの資料は、学生の教

育すべてにいかされている。 
 
○ 入学試験合格者で入学の意思を表明した者に対して入学前説明会を開催し、教育方針と学

習目標への理解を深め、入学までの期間を怠りなく過ごさせる工夫がみられる。また、入学後フ

レッシュマン・セミナー等をつうじて、確認と定着を図っている。 
 
○ 教職員一体の支援や短期大学の財政的支援を背景に、学友会等の学生の主体的な活動が

活発であり、学生のほぼ全員がクラブ活動に参加している。地域社会での継続的なボランティア

活動を展開しているサークルが、ここ数年続けて地元の市から表彰されるという実績を残してい

る。 
 
○ 「学習カルテ」によって学生個々の学習状況を把握し、アドバイザーが指導する体制になって

いる。保健室、学生心理相談室との連携にあっても、アドバイザー教員の役割は大きい。 
 
○ 各学科のフレッシャーズガイドは、大学で学ぶことの意義、授業のとり方、資格の取得、マナー、

キャンパスライフ、2 年間で目指すことなどが入学生にとって分かりやすく書かれている。そのほ

か、カリキュラム、図書館利用法、キャリアデザインなどが含まれ、入学時に丁寧な学生生活指

導をすることにより、カレッジ・ライフを有効かつ有意義にデザインすることができる。卒業後のキ

ャリアを考える上でも、大変有効である。 
 
○ 退学、休学、留年等の問題のある学生及びその保護者に対して、担任を中心に副担任、

学科長、専攻主任、教務、学生相談センターと連携して対応しており、どの学科、専攻

も退学者が極めて少ない。 
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○ 学科・専攻ごとに学生 30 人に 1～2 名の専任教員がアドバイザーとして配置されてい

る。日常的な学習相談や生活上の相談、就職支援や編入学指導等、学生に対する個別支

援が組織的に、またきめ細かく行われ、学生の退学や休学、留年等が最小限に抑止され

ており、安定した学園生活が保たれている。 
 
○ 図書館内に学生が履修する科目に関連した図書をそろえたシラバス・ルームを設け、

学生の履修選択や学習効果向上に寄与している。 
 
○ 初年次教育、リメディアル教育、キャリア教育と手厚い教育を行っている。キャリア

教育分野では全入学予定者に対して職業に対する意識を醸成・形成させるため、キャリ

ア・カウンセリングを実施している。基礎教育センターを設け、基礎学力の不足してい

る学生のみならず、学生個々人の多様な目的に応じて学力のアップを支援している。 
 
○ ピアノの補習を入学前から実施し、入学後は、授業時間外においても多くの時間を設

定している。教員の並々ならぬ熱意を感じる。編入学についても、編入学指導委員会を

設けて大学の説明から個別の受験指導まで系統的に支援している。そのため大学院まで

進むなど、編入学先からの評価も高い。 
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２．平成 24 年度からは、短期大学評価基準を従来の 10 の評価領域から、4 基準に改定し

ました。平成 24 年度の三つの意見を概観しますと、「特に優れた試みと評価できる事項」

については、第 1 評価期間と同様、「学生支援」（学習上の悩みや健康等様々な問題に

適切な指導助言を行うための体制を整備し、学生に対するきめ細やかな指導に役立てて

いる など）が 51 件（27％）で最も多く、次いで「教育課程」（学生自身が学習目標を

設定し、学生が自らの学習成果を確認できる仕組みを取り入れている など）が 24 件

（14％）と多くなっています。 
 
 

 
評価テーマ別にみた 三つの意見の数（平成 24 年度） 
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特
に
優
れ
た
試
み
と
評
価
で
き
る
事
項
（
短
期
大
学
基
準
協
会
）

評
価
領
域
Ⅱ
　
教
育
の
内
容
（
H
1
7
～
H
2
2
）

N
o
評
価

年
度

（
1）
優
れ
た
試
み

1
17

教
養
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
（
通
年

1単
位
）
を
開
講
し
、
担
当
教
員
と
学
生
と
の
人
間
的
接
触
の
機
会
を
設
け
て
相
談
に
応
じ
ク
ラ
ス
担
任
、
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
と
し
て
の
機
能
を
持
た
せ
て
い
る
。

2
17

同
僚
相
互
に
よ
る
授
業
参
観
、
教
員
研
究
発
表
会
、
学
生
と
の
フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ
等
多
岐
に
わ
た
る
教
育
改
善
の
努
力
が
継
続
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。

3
17

卒
業
研
究
の
必
修
化
と
そ
の
全
員
に
よ
る
発
表
会
等
、
高
等
教
育
研
究
改
革
推
進
経
費
の
予
算
計
上
や
テ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
授
業
の
公
開
等
、
教
育
方
法
の
改
善
・
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

4
17

海
外
研
修
を
必
修
と
し
て
お
り
、
国
際
的
理
解
の
涵
養
に
努
め
て
い
る
。

5
17

教
育
目
標
の
達
成
の
た
め
全
教
員
が
共
通
の
認
識
と
理
解
を
す
る
こ
と
に
、
大
き
な
精
力
を
注
い
で
い
る
。
そ
う
し
た
基
盤
づ
く
り
の
た
め
に
、
い
ち
早
く

FD
活
動
、
さ
ら
に
は
ス
タ
ッ
フ
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト

（
SD
）
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

6
17

卒
業
生
に
よ
る
授
業
評
価
を
実
施
し
公
表
し
て
い
る
。

7
17

2年
次
当
初
に
基
礎
学
力
テ
ス
ト
を
実
施
し
、
自
己
認
識
を
高
め
る
配
慮
を
し
て
い
る
。

8
17

必
修
科
目
「
○
○
（
大
学
名
）
教
育
Ⅰ
」
で
は
、
シ
リ
ー
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
を
通
し
て
、
感
性
の
教
育
を
行
っ
て
い
る
。

9
17

○
○
学
科
（
学
科
名
）
で
は
、
学
生
が

8つ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
の
中
か
ら
自
分
の
進
路
に
あ
っ
た
フ
ィ
ー
ル
ド
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
学
生
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。

10
17

情
報
教
育
に
お
い
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
リ
テ
ラ
シ
ー
か
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ア
ー
ト
等
最
新
の
技
術
ま
で
多
岐
に
わ
た
る
科
目
が
開
設
さ
れ
て
い
る
。

11
17

国
際
理
解
教
育
と
し
て
○
○
大
学
(海
外
の
大
学
名
）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ
と
の
教
育
提
携
に
よ
る
相
互
訪
問
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

12
17

授
業
改
善
に
関
す
る
取
り
組
み
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
毎
月

1回
の
授
業
事
例
研
究
会
、
授
業
参
観
週
間
を
設
定
し
て
の
相
互
授
業
参
観
、
事
後
の
研
修
等
は
、
学
生
の
視
点
に
立
っ
た
授
業
づ
く
り
へ
の
効
果
的
な
活
動

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

13
17

教
養
教
育
を
教
育
全
体
の
ベ
ー
ス
と
考
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
員
が
真
摯
に
受
け
止
め
教
育
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

14
17

学
科
レ
ベ
ル
で
、
教
え
方
に
関
す
る
自
発
的
な
ア
イ
デ
ィ
ア
・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
り
、
学
生
の
動
機
付
け
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、
科
目
選
択
の
自
由
度
を
上
げ
る
努
力
を
し
て
い
る
。

15
17

教
養
教
育
を
、
「
人
を
敬
い
、
謙
虚
に
生
き
る
知
性
、
そ
し
て
自
信
に
満
ち
た
判
断
と
行
動
を
実
現
す
る
教
養
と
思
想
の
力
を
養
う
」
と
明
確
に
定
義
し
、
○
○
校
舎
で
は
現
代
文
明
論
、
総
合
教
育
、
外
国
語
、
体
育
科

目
、
加
え
て
専
門
の
基
礎
の
意
味
を
持
つ
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
、
自
己
表
現
、
問
題
解
決
科
目
等
、
静
岡
校
舎
で
は
現
代
文
明
論
、
総
合
教
育
、
外
国
語
、
体
育
及
び
自
由
履
修
科
目
等
、
多
く
の
科
目
を
開
設
し
て
い
る
。

16
17

○
○
学
科
（
学
科
名
）
の
科
目
自
由
選
択
制
は
、
学
生
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
制
度
で
あ
る
。
こ
の
制
度
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
学
生
の
科
目
選
択
が
安
易
に
流
れ
る
傾
向
を
生
む
が
、
こ
の
傾
向
を
ど
こ
ま
で
抑
制

し
、
自
由
な
科
目
選
択
の
中
で
学
生
に
力
を
つ
け
さ
せ
る
か
、
情
報
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
学
科
の
今
後
に
期
待
し
た
い
。

17
17

授
業
方
法
の

pl
an

, d
o,

 ch
ec

k,
 a

ct
io

n機
能
を
備
え
た
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
の
シ
ラ
バ
ス
は
学
生
に
と
っ
て
分
か
り
や
す
く
、
ま
た
利
便
性
が
あ
る
。
「

FD
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
」
に
よ
る
活
動
報
告
及
び
教
育
改
善
に
関
す
る

情
報
を
全
学
的
に
共
有
で
き
る
こ
と
は
、
教
育
レ
ベ
ル
の
向
上
に
効
果
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

18
17

よ
り
実
学
志
向
を
強
め
、
広
く
自
己
開
発
科
目
を
設
け
る
な
ど
、
資
格
取
得
を
支
援
す
る
た
め
の
授
業
時
間
割
上
の
工
夫
が
見
ら
れ
る
。

19
17

ネ
イ
テ
ィ
ブ
教
員
が
常
駐
す
る
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ラ
ウ
ン
ジ
を
設
置
し
、
学
生
が
い
つ
で
も
訪
ね
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
語
学
能
力
の
向
上
を
目
指
し
て
い
る
。

20
17

他
学
科
の
科
目
履
修
や
、
首
都
圏
西
部
大
学
単
位
互
換
協
会
加
盟
等
優
れ
た
試
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。

21
17

教
員
相
互
の
授
業
参
観
を
実
施
し
て
い
る
。

22
17

授
業
改
善
へ
の
組
織
的
な
取
り
組
み
状
況
と
し
て
、
「
教
育
内
容
改
善
委
員
会
」
に
よ
る
授
業
評
価
の
見
直
し
と
、
教
育
内
容
の
改
善
に
関
す
る
学
習
会
が
行
わ
れ
て
い
る
。

23
17

取
得
可
能
な
免
許
・
資
格
が
極
め
て
豊
富
で
あ
り
、
学
生
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

24
17

授
業
評
価
（
年

2回
）
の
結
果
は
、
図
書
館
で
公
表
さ
れ
て
い
る
。
学
生
の
授
業
に
対
す
る
満
足
度
も
概
ね
良
好
で
あ
る
。
ま
た
、
学
生
の
コ
メ
ン
ト
や
意
見
の
み
な
ら
ず
、
各
教
員
が
相
互
に
授
業
見
学
を
実
施
し
、
相
互

理
解
を
深
め
、
授
業
改
善
に
役
立
て
て
い
る
。

25
17

習
熟
度
別
に
よ
る
ク
ラ
ス
形
態
を
と
り
、
き
め
細
か
く
指
導
し
て
い
る
こ
と
は
好
ま
し
い
努
力
と
認
め
ら
れ
る
。

26
17

科
目
群
の
構
成
、
①
自
己
の
確
立
群
、
②
コ
ア
基
本
群
、
③
コ
ア
展
開
群
等
の
内
容
の
密
度
が
高
く
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
の
も
と
に
、
リ
エ
ゾ
ン
や
ク
ラ
ス
・
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
が
協
力
し
て
授
業
科
目

の
ク
ラ
ス
間
の
調
整
を
行
い
、
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
。
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特
に
優
れ
た
試
み
と
評
価
で
き
る
事
項
（
短
期
大
学
基
準
協
会
）

評
価
領
域
Ⅱ
　
教
育
の
内
容
（
H
1
7
～
H
2
2
）

N
o
評
価

年
度

（
1）
優
れ
た
試
み

27
17

教
育
効
果
を
、
個
々
の
学
生
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
実
践
努
力
に
見
る
べ
き
も
の
が
あ
る
。

28
17

大
阪
カ
レ
ッ
ジ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
併
設
の

2大
学
等
と
単
位
互
換
協
定
を
結
び
、
単
位
互
換
の
実
績
を
挙
げ
て
い
る
。

29
17

多
く
の
科
目
で
習
熟
度
別
小
ク
ラ
ス
制
度
を
採
用
し
て
お
り
、
学
生
の
習
熟
度
に
応
じ
た
適
切
な
教
育
が
な
さ
れ
て
い
る
。
習
熟
度
の
高
い
学
生
に
対
し
て
も
、

IE
Sプ
ロ
グ
ラ
ム
、

ES
L特
別
コ
ー
ス
等
、
能
力
を
最
大
限

に
伸
ば
す
た
め
の
教
育
施
策
が
と
ら
れ
て
い
る
。

30
17

社
会
の
変
化
に
対
応
し
て
、
保
健
科
・
歯
科
衛
生
士
コ
ー
ス
を

3年
制
に
改
組
す
る
等
、
改
革
・
改
善
へ
の
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。

31
17

保
育
科
と
保
健
科
に
お
い
て
は
、
い
く
つ
か
の
履
修
コ
ー
ス
を
設
定
し
、
各
種
の
免
許
や
資
格
取
得
へ
の
配
慮
が
な
さ
れ
る
と
と
も
に
、
卒
業
要
件
に
対
す
る
必
修
を
少
な
く
す
る
工
夫
や
系
列
任
意
単
位
の
設
定
に
よ

り
、
学
生
の
選
択
の
自
由
が
保
障
さ
れ
て
い
る
。

32
17

講
義
要
目
は
、
学
生
便
覧
と
一
体
型
で
、
コ
ン
パ
ク
ト
サ
イ
ズ
で
持
ち
運
び
や
す
く
、
活
用
し
や
す
く
工
夫
さ
れ
て
い
る
。

33
17

幅
広
い
分
野
に
及
ぶ
科
目
の
開
講
、
外
国
語
科
目
の
充
実
、
編
入
試
験
対
策
、
実
践
対
策
講
座
を
実
施
し
て
い
る
。

34
17

毎
年

1回
「
教
育
・
研
究
・
社
会
活
動
」
等
に
関
す
る
「
自
己
申
告
書
」
や
授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
を
踏
ま
え
た
「
授
業
改
善
報
告
書
」
を
各
教
員
が
作
成
す
る
等
、
具
体
的
に
授
業
改
善
に
努
め
て
い
る
。

35
17

常
勤
教
員
と
非
常
勤
教
員
と
の
交
流
会
を
全
学
科
・
専
攻
で
実
施
し
て
い
る
。

36
17

「
人
間
関
係
力
養
成
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
平
成
○
○
年
度
特
色

G
Pに
採
択
さ
れ
て
お
り
、
教
育
内
容
の
優
秀
さ
を
示
し
て
い
る
。

37
17

多
様
な
学
生
を
受
け
入
れ
、
そ
の
学
生
達
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
に
、
学
科
改
組
、
幅
広
い
選
択
科
目
の
設
置
、
フ
ィ
ー
ル
ド
＆
ユ
ニ
ッ
ト
制
の
採
用
、
セ
ミ
ナ
ー
＆
チ
ュ
ー
タ
ー
制
の
導
入
等
の
改
革
・
改
善
を
継

続
的
に
行
い
、
そ
の
教
育
内
容
が
受
験
生
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

38
17

授
業
に
関
す
る
改
善
に
は
力
点
を
置
き
、
継
続
的
な
努
力
が
認
め
ら
れ
る
。

39
17

授
業
担
当
者
間
の
意
思
の
疎
通
、
協
力
、
調
整
に
つ
い
て
、
平
成

11
年
度
よ
り
専
任
、
非
常
勤
を
問
わ
ず
、
組
織
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

40
17

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
総
合
学
科
の
ユ
ニ
ッ
ト
履
修
は
、
専
門
分
野
を
包
括
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
優
れ
た
履
修
方
法
で
あ
る
。
バ
イ
キ
ン
グ
方
式
を
学
際
的
視
点
か
ら
体
系
付
け
よ
う
と
す
る
工
夫
が
見
ら
れ
る

上
、
教
養
科
目
が
適
切
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。

41
17

兼
任
を
含
む
教
員
か
ら
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
検
討
の
企
画
を
募
集
し
て
改
善
を
図
り
、
ま
た

FD
委
員
会
通
信
を
発
行
し
、

FD
活
動
を
ス
ム
ー
ズ
に
展
開
し
て
い
る
。

42
17

単
な
る
知
識
・
技
術
の
伝
達
で
は
な
く
、
自
ら
求
め
る
そ
の
道
を
追
求
し
て
行
く
人
材
の
養
成
が
行
わ
れ
て
い
る
。

43
17

地
域
社
会
と
の
活
動
を
展
開
し
て
お
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

44
17

教
育
課
程
の
改
善
や

FD
研
修
会
等
を
行
い
、
そ
の
報
告
書
を
ま
と
め
、
学
生
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
よ
う
と
努
力
し
て
い
る
。

45
17

各
学
科
に
複
数
の
資
格
が
用
意
さ
れ
、
学
生
の
努
力
次
第
で
多
く
の
資
格
が
取
得
で
き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

46
17

栄
養
士
養
成
課
程
に
お
い
て
、
地
域
に
密
着
し
た
「
○
○
（
特
定
地
域
名
）
食
育
学
」
の
設
置
は
、
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
。

47
17

英
語
科
の
能
力
別
・
習
熟
度
別
ク
ラ
ス
の
効
果
が
英
検
等
の
資
格
取
得
に
効
果
を
あ
げ
、
食
物
科
で
は
学
生
面
接
、
先
輩
の
話
、
保
育
学
科
で
は
、
保
育
行
事
見
学
、
個
別
面
談
等
学
生
が
意
欲
を
も
っ
て
学
習
で
き
る
よ

う
な
工
夫
改
善
の
努
力
が
な
さ
れ
て
い
る
。

48
17

教
養
教
育
の
内
容
は
幅
広
い
分
野
で
な
さ
れ
て
い
る
。
特
に
「
地
域
子
育
て
支
援
」
、
「
読
む
聞
く
書
く
話
す
入
門
」
は
時
機
を
得
た
内
容
で
あ
る
。
ま
た
「
人
間
の
研
究
Ⅰ
・
Ⅱ
」
は
建
学
の
精
神
を
具
現
化
し
て
い

る
。

49
17

平
成
○
○
年
に
「
日
本
一
の
地
方
短
大
を
目
指
す
全
学
的

FD
の
取
組
」
の
名
称
で
特
色
あ
る
大
学
教
育
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
特
色

G
P）
に
採
択
さ
れ
た
こ
と
は
、
授
業
取
り
組
み
の
意
欲
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。

50
17

FD
活
動
の
一
環
と
し
て
学
科
ご
と
の
公
開
授
業
と
授
業
研
究
会
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

51
18

単
位
取
得
と
検
定
受
験
に
よ
る
資
格
取
得
な
ど
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
へ
の
積
極
的
な
取
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。

52
18

○
○
市
内
の
大
学
・
短
期
大
学
で
実
施
し
て
い
る
「
グ
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
制
度
」
に
加
盟
、
学
生
の
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
対
応
し
た
取
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

53
18

毎
年
、
公
開
授
業
月
間
を
設
け
、
授
業
公
開
を
実
施
し
、
終
了
後
、
検
討
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
継
続
的
な

FD
活
動
が
な
さ
れ
て
い
る
。
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特
に
優
れ
た
試
み
と
評
価
で
き
る
事
項
（
短
期
大
学
基
準
協
会
）

評
価
領
域
Ⅱ
　
教
育
の
内
容
（
H
1
7
～
H
2
2
）

N
o
評
価

年
度

（
1）
優
れ
た
試
み

54
18

教
育
目
的
・
目
標
を
具
体
的
に
実
施
す
る
科
目
と
し
て
の
「
マ
ナ
ー
演
習
」
を
は
じ
め
、
社
会
的
経
験
を
積
む
機
会
を
重
視
し
、
学
生
が
実
践
的
に
子
ど
も
と
関
わ
る
機
会
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
教
育
内
容
と

な
っ
て
い
る
。

55
18

フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
（

FD
）
、
ス
タ
ッ
フ
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
（

SD
）
や
教
員
間
の
交
流
に
よ
る
授
業
改
善
が
行
わ
れ
て
お
り
、
海
外
研
修
、

TO
EI

C受
験
対
策
、
福
島
市
内
の
四

年
制
大
学
・
短
期
大
学
と
の
単
位
互
換
や
情
報
処
理
教
育
な
ど
積
極
的
に
学
生
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
教
育
を
し
て
い
る
。

56
18

学
生
の
免
許
・
資
格
取
得
の
た
め
に
、
短
期
大
学
全
体
で
取
組
ん
で
い
る
。

57
18

授
業
は
少
人
数
規
模
中
心
で
行
わ
れ
、
学
生
の
学
習
条
件
整
備
に
積
極
的
で
あ
る
。

58
18

専
門
科
目
に
お
い
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
養
う
こ
と
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
教
養
教
育
の
充
実
、
特
に
学
習
の
基
礎
に
力
点
が
置
か
れ
て
い
る
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
内
容
全

体
が
、
学
生
ニ
ー
ズ
に
広
く
応
え
ら
れ
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

3年
に

1度
の
授
業
参
観
な
ど

FD
・

SD
委
員
会
は
活
発
に
活
動
し
て
い
る
。
さ
ら
に
授
業
改
善
に
対
す
る
積
極
的
な
取
組
み
に
優
れ
た
点
を
見

い
だ
せ
る
。

59
18

総
合
教
育
に
「
日
本
語
表
現
法
」
を
含
む
必
修
科
目
群
を
置
き
、
ま
た
、
選
択
の
総
合
科
目
群
は
ポ
リ
シ
ー
の
感
じ
ら
れ
る
設
定
に
な
っ
て
い
る
。

60
18

教
職
員
が
一
体
と
な
っ
て
、
「
日
本
一
の
短
期
大
学
を
目
指
す
」
取
組
み
が
教
育
改
善
な
ど
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。

61
18

英
語
と
情
報
演
習
を
現
代
の
短
期
大
学
生
の
修
得
す
べ
き
科
目
と
し
て
必
修
に
し
た
上
、
そ
の
学
習
歴
を
配
慮
し
つ
つ
、
非
常
な
努
力
を
し
て
学
習
さ
せ
て
い
る
。

62
18

優
れ
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
は
、
教
育
課
程
編
成
委
員
会
を
設
置
し
教
育
課
程
の
見
直
し
を
組
織
的
に
取
組
ん
で
い
る
こ
と
、
体
験
的
・
実
践
的
な
実
務
教
育
に
力
を
注
い
で
い
る
こ
と
、
シ
ラ
バ
ス
と
授

業
ガ
イ
ド
の
二
種
類
の
履
修
案
内
を
作
成
し
配
布
し
て
学
生
が
履
修
に
つ
い
て
深
く
理
解
で
き
る
仕
組
み
に
し
て
い
る
こ
と
、
音
楽
体
操
学
校
と
し
て
の
伝
統
を
継
承
す
る
「
創
作
オ
ペ
レ
ッ
タ
」
を
継
続
的
に

実
施
し
て
い
る
こ
と
、
受
講
生
が
一
名
で
も
授
業
を
開
講
し
て
学
生
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

63
18

副
教
材
の
作
成
、
情
報
機
器
の
使
用
の
ほ
か
、
授
業
を
映
像
で
記
録
し
、
学
生
の
再
聴
講
や
欠
席
学
生
へ
の
補
講
に
活
用
す
る
対
応
を
進
め
、
効
果
を
あ
げ
て
い
る
。

64
18

改
組
転
換
を
契
機
に
、
総
合
ガ
イ
ダ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
「
ス
タ
デ
ィ
・
ス
キ
ル
科
目
」
、
「
キ
ャ
リ
ア
・
デ
ザ
イ
ン
科
目
」
、
「
芸
術
文
化
科
目
」
を
開
講
し
て
い
る
。
各
期
に
目
標
設
定
を
し
て
い

る
。
個
人
レ
ッ
ス
ン
、
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
と
少
人
数
ク
ラ
ス
制
に
よ
る
、
き
め
細
か
な
教
育
を
提
供
し
て
い
る
。
「
高
校
生
の
た
め
の
演
劇
セ
ミ
ナ
ー
」
を
実
施
し
、
演
劇
を
志
す
高
校
生
の
底
辺
拡
大
を
支
援
し

て
い
る
。

65
18

少
人
数
教
育
に
よ
る
教
育
効
果
向
上
へ
の
努
力
が
な
さ
れ
て
い
る
。

66
18

看
護
の
基
礎
理
論
と
看
護
技
術
に
関
わ
る
科
目
で
は
、
科
目
間
の
内
容
の
重
複
や
漏
れ
を
避
け
る
た
め
、
科
目
担
当
教
員
の
意
見
を
調
整
し
て
「
看
護
教
育
に
関
す
る
技
術
マ
ト
リ
ク
ス
」
を
作
成
し
、
次
年
度

シ
ラ
バ
ス
作
成
に
活
用
し
て
い
る
。

67
18

看
護
学
教
育
に
は
理
論
と
実
践
が
必
須
で
あ
る
た
め
、
原
理
原
則
の
講
義
後
に
学
内
演
習
を
組
み
入
れ
る
と
い
う
優
れ
た
学
習
形
態
を
と
り
教
育
効
果
を
高
め
て
い
る
。

68
18

学
生
に
よ
る
授
業
評
価
は
全
国
の
大
学
に
先
駆
け
早
期
よ
り
毎
年
実
施
さ
れ
、
学
生
の
意
見
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、
教
育
方
法
の
改
善
に
努
力
し
て
い
る
。

69
18

当
該
年
度
で
最
も
高
い
評
価
を
受
け
た
授
業
（
教
員
）
を
表
彰
（

Te
ac

hi
ng

 o
f t

he
 Y

ea
r）
し
、
表
彰
さ
れ
た
教
員
は
全
教
員
に
対
す
る
教
授
法
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
授
業
の
公
開
と
教
授
法
研
究
会
を

開
催
し
、
継
続
的
に
教
育
力
の
向
上
に
努
め
て
い
る
。

70
18

人
間
総
合
学
科
は
、
学
生
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
免
許
・
資
格
取
得
を
軸
と
し
た
ユ
ニ
ッ
ト
を
設
定
し
て
体
系
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
編
成
さ
れ
て
い
る
。
幼
児
教
育
学
科
は
、
質
の
高
い

保
育
者
の
養
成
に
向
け
た
独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
構
成
が
と
ら
れ
て
い
る
。

71
18

ビ
ジ
ネ
ス
実
務
学
科
の
『
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
～
意
識
変
容
へ
の
挑
戦
～
』
な
ど
特
色
あ
る
短
期
大
学
教
育
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

72
18

文
部
科
学
省
の
平
成
○
○
年
度
特
色
あ
る
大
学
教
育
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
特
色

G
P）
、
平
成
○
○
年
度
現
代
的
教
育
ニ
ー
ズ
取
組
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
現
代

G
P）
に
採
択
さ
れ
る
な
ど
、
学
生
の
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
特
色
あ
る
教
育
に
取
組
ん
で
い
る
。

73
18

全
て
の
教
員
が
「
事
業
計
画
書
」
を
作
成
し
、
そ
の
結
果
を
学
内
に
公
表
し
て
い
る
。

74
18

食
物
栄
養
学
科
に
お
い
て
「
医
事
管
理
士
・
医
療
管
理
秘
書
士
」
の
資
格
取
得
科
目
を
設
置
し
て
い
る
。

75
18

建
築
・
イ
ン
テ
リ
ア
コ
ー
ス
の
、

1級
建
築
士
受
験
資
格
（
実
務
経
験

4年
）
を
は
じ
め
と
し
て
全
学
で

19
の
免
許
・
資
格
・
受
験
資
格
が
取
得
で
き
る
教
育
課
程
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
学
生
や
社
会
の
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
る
。
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特
に
優
れ
た
試
み
と
評
価
で
き
る
事
項
（
短
期
大
学
基
準
協
会
）

評
価
領
域
Ⅱ
　
教
育
の
内
容
（
H
1
7
～
H
2
2
）

N
o
評
価

年
度

（
1）
優
れ
た
試
み

76
18

カ
ナ
ダ
の
○
○
（
カ
レ
ッ
ジ
名
）
と
姉
妹
校
提
携
を
し
、
カ
ナ
ダ
語
学
研
修
、
海
外
幼
児
教
育
研
修
、
カ
ナ
ダ

4ヶ
月
留
学
、
海
外
研
修
旅
行
、
留
学
生
の
受
け
入
れ
な
ど
、
海
外
研
修
や
国
際
理
解
に
積
極
的
に

取
組
ん
で
い
る
。

77
18

専
任
教
員
が
年

1回
授
業
公
開
を
実
施
し
、
「
教
員
相
互
の
授
業
公
開
結
果
の
報
告
書
」
を
作
成
し
て
い
る
。

78
18

2年
間
に
わ
た
る
セ
ミ
ナ
ー
教
育
は
少
人
数
に
よ
る
ク
ラ
ス
体
制
で
、
最
終
的
に
卒
業
論
文
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
と
な
っ
て
お
り
、
学
生
が
積
極
的
に
参
加
で
き
る
教
育
内
容
で
あ
る
。

79
18

授
業
評
価
の
結
果
を
教
員
別
、
講
義
別
に
学
内
掲
示
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
公
開
し
、
講
義
の
改
善
・
向
上
に
役
立
て
て
い
る
。

80
18

実
務
教
育
、
職
能
教
育
が
充
実
し
て
お
り
、
学
生
に
わ
か
り
や
す
い
授
業
内
容
に
即
し
た
科
目
名
称
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
学
生
一
人
ひ
と
り
の
目
的
・
目
標
に
沿
っ
た
学
習
が
系
統
的
に
行

え
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
ま
た
、
コ
ー
ス
の
垣
根
を
低
く
し
、
学
生
が
学
び
た
い
学
科
目
を
学
習
で
き
る
点
は
評
価
で
き
る
。

81
18

教
養
教
育
に
お
け
る
「
音
声
表
現
」
、
「
身
体
表
現
」
、
「
造
形
表
現
」
な
ど
芸
術
系
の
科
目
の
設
置
、
「
情
報
機
器
の
操
作
」
と
い
う
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
た
科
目
を
設
置
し
、
創
意
と
工
夫
に
よ
る
学

生
の
自
己
表
現
能
力
の
伸
長
な
ど
に
役
立
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
は
高
く
評
価
で
き
る
。

82
18

○
○
市
の
「
○
○
市
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
校
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
へ
の
参
加
学
生
に
単
位
認
定
制
度
を
設
け
て
い
る
。

83
18

建
学
の
精
神
に
合
致
し
た
教
育
方
法
の
具
体
化
と
し
て
、
学
生
の
授
業
評
価
に
加
え
、
授
業
公
開
の
試
み
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
善
調
査
な
ど
は
評
価
で
き
る
。

84
18

完
成
度
の
高
い
「
履
修
ガ
イ
ド
」
が
充
分
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。
共
通
の
教
養
科
目
「
湊
川
の
あ
ゆ
み
」
は
注
目
で
き
る
。
高
等
学
校
と
の
連
携
、
留
学
生
対
象
の
日
本
語
教
育
が
評
価
で
き
る
。

85
18

学
生
に
よ
る
授
業
評
価
に
対
す
る
教
員
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ら
び
に

FD
を
実
施
し
、
さ
ら
に
、
授
業
担
当
者
な
ら
び
に
非
常
勤
講
師
間
で
意
思
疎
通
、
協
力
・
調
整
に
つ
い
て
改
善
が
図
ら
れ
る
な
ど
、
授
業

の
改
善
に
積
極
的
に
取
組
ん
で
い
る
。

86
18

全
体
に
少
人
数
の
ク
ラ
ス
編
成
に
な
る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
る
。
「
ソ
ル
フ
ェ
ー
ジ
ュ
Ⅰ
・
Ⅱ
」
の
授
業
に
お
い
て
習
熟
度
別
授
業
が
行
わ
れ
、
単
位
取
得
率
を
高
め
る
な
ど
教
育
効
果
を
上
げ
て
い
る
。

87
18

教
育
ツ
ー
ル
お
よ
び
授
業
法
の
共
有
活
動
、
習
熟
度
別
授
業
の
実
施
、
資
格
取
得
支
援
の
た
め
の
個
人
指
導
、
再
履
修
科
目
の
設
定
な
ど
教
育
効
果
向
上
の
努
力
が
組
織
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。

88
18

授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
学
生
の
満
足
度
に
配
慮
し
、
授
業
改
善
の
認
識
と
質
的
改
善
を
目
指
し
、
分
か
り
易
い
授
業
へ
の
不
断
の
努
力
を
し
て
い
る
。

89
18

一
般
教
養
科
目
の
改
善
を
行
い
、
学
生
実
態
へ
の
教
員
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

90
18

3学
科
と
も
、
導
入
科
目
か
ら
展
開
科
目
、
さ
ら
に
は
資
格
取
得
関
連
科
目
に
い
た
る
ま
で
、
充
分
な
数
の
専
門
科
目
を
提
供
し
、
免
許
・
資
格
の
取
得
が
重
要
な
教
育
目
標
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
、
明
確
に
打

ち
出
し
て
い
る
。

91
18

現
代
社
会
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
教
養
教
育
の
た
め
に
「
自
己
表
現
論
」
と
い
う
科
目
を
設
け
、
全
学
生
を
少
人
数
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
徹
底
し
た
教
育
指
導
を
行
っ
て
い
る
こ
と
は
、
優
れ
て
い
る
。

92
18

共
通
科
目
の
成
果
と
し
て
、
学
生
制
作
発
表
会
に
全
学
で
取
組
み
、
地
域
周
知
の
行
事
に
し
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
飯
塚
市
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
採
用
決
定
に
よ
り
、
学
生
が
誇
り
を
持
っ
て
社
会
に

巣
立
て
る
こ
と
は
「
敬
・
愛
・
信
」
の
教
育
理
念
の
具
現
化
と
し
て
評
価
で
き
る
。

93
18

G
oo

d 
Te

ac
hi

ng
賞
受
賞
の
教
員
に
よ
る
公
開
授
業
は
、
各
教
員
の
授
業
改
善
・
向
上
を
高
め
る
上
で
大
い
に
役
立
つ
。
ま
た
資
格
取
得
に
対
す
る
教
育
体
制
も
評
価
で
き
る
。

94
18

学
生
の
ニ
ー
ズ
を
見
極
め
、
社
会
ニ
ー
ズ
に
も
応
え
ら
れ
る
よ
う
絶
え
ず
改
善
の
努
力
が
な
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
食
物
栄
養
科
で
は
教
養
教
育
の
中
に
国
際
理
解
の
立
場
か
ら
台
湾
で
の
海
外
研
修
を
取
入
れ

た
り
、
栄
養
士
の
資
格
取
得
を
第
一
目
標
と
し
な
が
ら
も
中
学
校
教
諭
、
フ
ー
ド
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
、
司
書
教
諭
な
ど
の
資
格
・
免
許
も
取
得
可
能
な
課
程
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
調
理
技
術
確
立
の
た
め
の

「
基
礎
調
理
」
（
一
年
入
学
時
、
集
中
講
義
）
は
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
。
初
等
教
育
科
な
ら
び
に
保
育
科
の
「
研
究
会
活
動
」
は
ゼ
ミ
形
式
で
教
員
と
学
生
の
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

95
19

教
養
科
目
に
「
北
海
道
学
」
や
「
女
性
学
」
、
「
異
文
化
理
解
と
多
様
な
世
界
」
な
ど
を
開
設
し
、
そ
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
こ
と
は
、
学
生
へ
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
と
と
も
に
、
建
学
の
精
神
や
学
際

的
な
課
題
に
適
切
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。

96
19

少
人
数
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
制
の
指
導
教
員
を
中
心
に
き
め
細
か
な
学
生
指
導
を
行
う
と
と
も
に
、
農
業
体
験
の
実
習
や
「
○
○
祭
り
（
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
名
）
」
の
大
雪
像
の
デ
ザ
イ
ン
な
ど
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
活
動
を

実
施
し
て
い
る
こ
と
は
、
地
域
と
の
積
極
的
な
交
流
を
通
し
て
学
生
の
専
門
に
対
す
る
関
心
や
理
解
を
深
め
る
も
の
で
あ
る
。

97
19

国
際
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、
提
携
大
学
へ
の
研
修
や

JI
CA
の
研
修
事
業
委
託
を
引
き
受
け
て
い
る
。
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特
に
優
れ
た
試
み
と
評
価
で
き
る
事
項
（
短
期
大
学
基
準
協
会
）

評
価
領
域
Ⅱ
　
教
育
の
内
容
（
H
1
7
～
H
2
2
）

N
o
評
価

年
度

（
1）
優
れ
た
試
み

98
19

進
度
別
、
習
熟
度
別
少
人
数
ク
ラ
ス
を
設
け
、
教
育
の
効
果
に
配
慮
し
て
い
る
。

99
19

ア
イ
ヌ
語
や
ア
イ
ヌ
文
化
を
学
ぶ
授
業
を
開
設
し
、
地
域
の
伝
統
文
化
に
根
ざ
し
た
独
自
の
教
育
を
行
っ
て
い
る
。

10
0

19
英
語
嫌
い
の
克
服
と
酪
農
学
科
の
特
色
を
い
か
し
た
「
酪
農
英
語
」
科
目
の
設
定
と
そ
の
講
義
内
容
は
興
味
深
い
も
の
で
あ
り
、
英
語
教
育
の
新
た
な
試
み
で
あ
る
。

10
1

19
教
養
教
育
に
赤
十
字
分
野
「
赤
十
字
概
論
」
や
「
災
害
看
護
論
」
な
ど
を
設
け
、
「
赤
十
字
」
の
歴
史
と
伝
統
を
実
践
力
と
し
て
培
う
取
組
み
を
し
て
い
る
。

10
2

19
授
業
改
善
（
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
（

FD
）
活
動
な
ど
）
へ
の
取
組
み
が
活
発
で
あ
る
。
平
成

16
年
度
に
は
県
内
大
学
・
短
期
大
学
で
組
織
さ
れ
て
い
る
「
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

FD
○
○
」

の
当
番
校
と
し
て
第
一
回
目
が
実
施
さ
れ
、
平
成
○
○
年
度
ま
で
は

FD
推
進
委
員
会
が
担
当
し
、
平
成
○
○
年
度
に
は
「
教
育
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
」
が
設
立
さ
れ
、

FD
に
関
す
る
業
務
を
す
べ
て
と
り
行
う

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

10
3

19
地
域
の
幼
稚
園
や
保
育
所
、
行
政
機
関
と
連
携
し
た
「
○
○
（
地
域
名
）
幼
児
教
育
研
究
会
」
の
活
動
は
活
発
で
あ
る
。

10
4

19
授
業
評
価
結
果
で
高
い
評
価
を
受
け
た
教
員
に
よ
る
公
開
授
業
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に
、
授
業
に
つ
い
て
討
論
会
を
実
施
す
る
な
ど
、
授
業
改
善
に
向
け
て
積
極
的
な
努
力
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
内
容
を
報

告
書
に
ま
と
め
て
公
開
し
て
い
る
。

10
5

19
学
生
に
よ
る
授
業
評
価
が
実
習
用
と
講
義
用
に
分
け
て
実
施
さ
れ
、
そ
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
極
め
て
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

10
6

19
学
生
に
よ
る
授
業
評
価
の
み
な
ら
ず
、
教
員
間
の
授
業
相
互
参
観
を
行
い
、
授
業
改
善
に
い
か
し
て
い
る
。

10
7

19
両
科
の
学
生
全
員
に
よ
る
農
業
体
験
学
習
を
通
し
て
、
幅
広
く
生
命
と
深
く
関
わ
り
、
命
と
向
き
合
う
職
に
就
く
と
い
う
学
生
の
自
覚
を
促
し
て
い
る
。
体
験
的
農
園
経
営
が
行
わ
れ
、
今
の
若
者
に
希
薄
な
作

物
の
生
育
を
直
に
感
じ
る
企
画
を
実
施
し
て
い
る
。

10
8

19
学
長
自
ら
が
実
践
栄
養
学
演
習
を
担
当
す
る
な
ど
、
当
該
学
園
の
教
育
理
念
で
あ
る
実
践
栄
養
学
に
配
慮
し
た
専
門
教
育
課
程
が
編
成
さ
れ
て
い
る
。

10
9

19
教
養
科
目
と
し
て
「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
論
」
、
「
人
間
」
を
は
じ
め
、
生
命
、
人
間
、
社
会
な
ど
の
領
域
で
、
建
学
の
精
神
や
教
育
理
念
を
反
映
し
た
豊
富
な
科
目
が
開
講
さ
れ
て
い
る
。

11
0

19
平
成

18
年
度
特
色

G
Pに
採
択
さ
れ
た
「
子
育
て
広
場
」
に
お
け
る
地
域
社
会
で
の
実
践
を
活
用
し
て
、
独
自
性
を
発
揮
し
た
「
子
育
て
広
場
特
論
」
を
開
講
し
て
い
る
。

11
1

19
課
外
授
業
と
し
て
総
合
的
支
援
シ
ス
テ
ム
を
立
ち
上
げ
、
レ
ベ
ル
の
高
い
資
格
・
検
定
を
取
得
さ
せ
る
こ
と
で
学
生
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
向
上
さ
せ
て
い
る
。

11
2

19
習
熟
度
別
授
業
、
海
外
研
修
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
学
生
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
多
く
の
取
組
み
が
積
極
的
に
な
さ
れ
て
い
る
。

11
3

19
「
学
生
に
よ
る
授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
毎
年
行
い
、
そ
の
結
果
に
担
当
教
員
の
コ
メ
ン
ト
を
付
け
て
冊
子
に
し
て
公
表
し
て
い
る
こ
と
は
よ
い
試
み
で
あ
る
。

11
4

19
多
数
の
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
を
配
置
し
「
チ
ャ
ッ
ト
・
ラ
ウ
ン
ジ
」
を
設
置
し
、
授
業
と
は
違
う
自
由
な
雰
囲
気
の
中
で
学
生
が
自
発
的
に
学
習
で
き
る
学
び
の
場
を
提
供
し
て
い
る
。
そ
の
成
果
は
、
学

生
が
○
○
（
自
治
体
名
）
私
立
短
期
大
学
協
会
主
催
「
学
生
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
」
で

2年
連
続
優
勝
し
た
こ
と
に
も
結
び
つ
い
て
い
る
。

11
5

19
多
数
の
専
門
科
目
に
加
え
芸
術
系
・
外
国
語
系
を
含
む
幅
広
い
教
養
科
目
を
開
設
し
、
し
か
も
併
設
大
学
の
科
目
履
修
も
可
能
に
し
て
い
る
こ
と
は
、
学
生
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
と
と
も
に
自
発
的
学
習

意
欲
を
引
き
出
す
も
の
で
あ
る
。

11
6

19
教
養
科
目
を
「
日
常
生
活
の
広
が
り
の
中
で
実
際
に
活
用
で
き
る
能
力
」
と
積
極
的
に
位
置
づ
け
、
「
社
会
人
と
マ
ナ
ー
」
な
ど
の
自
己
表
現
科
目
群
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
専
門
科
目
に
つ
な
が
る
よ
う
工
夫
さ

れ
て
い
る
。

11
7

19
国
際
理
解
が
福
祉
の
観
点
か
ら
捉
え
ら
れ
、
ユ
ニ
ー
ク
な
授
業
科
目
「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
」
が
開
設
さ
れ
て
い
る
。
研
修
先
と
し
て
韓
国
の
児
童
養
護
施
設
が
あ
げ
ら
れ
て
い
て
、

「
韓
国
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
新
設
す
る
な
ど
、
国
際
理
解
教
育
の
内
容
、
水
準
を
高
め
る
努
力
が
な
さ
れ
て
い
る
。

11
8

19
保
育
学
科
に
お
い
て
、
○
○
市
と
共
催
の
「
○
○
子
育
て
支
援
（
イ
ベ
ン
ト
名
）
」
に
参
加
し
て
い
る
こ
と
は
、
学
生
に
と
っ
て
貴
重
な
実
践
教
育
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。

11
9

19
総
合
教
育
科
目
Ⅰ
と
し
て
、
「
開
明
講
座
」
、
「
教
養
講
座
」
が
設
定
さ
れ
、
総
合
教
育
科
目
Ⅱ
の
な
か
に
充
実
し
た
教
養
科
目
が
開
設
さ
れ
て
い
る
。
特
に
人
文
科
学
系
の

2分
野
に
多
数
の
科
目
が
配
当
さ
れ

て
い
る
。

12
0

19
教
授
シ
ス
テ
ム
開
発
室
の
設
置
に
よ
り
、
プ
ラ
ン
・
ド
ゥ
・
チ
ェ
ッ
ク
・
ア
ク
シ
ョ
ン
（

PD
CA
）
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
「
授
業
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
実
施
さ
れ
、
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
に
も
掲
載
し
て
意
識

高
揚
に
努
め
て
い
る
。
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特
に
優
れ
た
試
み
と
評
価
で
き
る
事
項
（
短
期
大
学
基
準
協
会
）

評
価
領
域
Ⅱ
　
教
育
の
内
容
（
H
1
7
～
H
2
2
）

N
o
評
価

年
度

（
1）
優
れ
た
試
み

12
1

19
専
攻
科
食
物
栄
養
専
攻
の
教
育
課
程
は
、
オ
ム
ニ
バ
ス
方
式
の
授
業
が
多
用
さ
れ
て
お
り
、
常
に
新
し
い
授
業
内
容
の
導
入
に
努
め
て
い
る
。
各
学
科
に
学
生
と
教
員
か
ら
な
る
「
教
育
課
程
懇
談
会
」
を
設
置

し
、
常
に
教
育
課
程
に
つ
い
て
自
己
点
検
し
て
い
る
。

12
2

19
授
業
の
相
互
参
観
、
授
業
評
価
報
告
会
、
兼
任
講
師
と
の
懇
談
会
、
講
演
会
な
ど
、
年
間
を
通
じ
て
多
岐
に
わ
た
る

FD
活
動
が
展
開
さ
れ
、
授
業
内
容
・
教
育
方
法
の
改
善
に
取
組
ん
で
い
る
。

12
3

19
授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
が
科
目
名
、
担
当
者
名
、
担
当
者
の
考
察
結
果
を
添
え
る
な
ど
、
透
明
性
の
高
い
形
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

12
4

19
学
生
が
体
系
的
に
履
修
で
き
る
よ
う
な
工
夫
が
さ
れ
て
お
り
、
教
育
課
程
表
で
科
目
が
分
野
別
・
ユ
ニ
ッ
ト
別
に
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
学
生
が
履
修
計
画
を
立
て
や
す
く
な
っ
て
い
る
。
履
修
指
導
に
つ
い

て
も
教
員
が
き
め
細
か
く
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

12
5

19
教
員
に
よ
る
自
己
授
業
点
検
報
告
が
行
わ
れ
て
お
り
、
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
（

FD
）
は
得
て
し
て
学
生
に
よ
る
授
業
評
価
だ
け
で
済
ま
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
が
、
当
該
短
期
大
学
で

は
、
担
当
教
員
も
授
業
を
自
ら
点
検
・
報
告
す
る
こ
と
で
授
業
改
善
に
対
す
る
取
組
み
を
促
す
工
夫
が
さ
れ
て
い
る
。

12
6

19
保
育
科
に
お
い
て
、
ほ
と
ん
ど
が
選
択
科
目
で
あ
る
こ
と
は
学
生
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
個
別
指
導
が
き

め
細
か
に
行
わ
れ
て
い
る
。

12
7

19
「
良
き
医
療
人
」
に
必
要
な
「
実
践
力
と
創
造
力
を
体
得
す
る
学
際
的
卒
業
研
究
」
が
特
色

G
Pに
採
択
さ
れ
、
優
れ
た
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。

12
8

19
開
学
以
来
継
続
さ
れ
て
い
る
学
科
共
通
必
修
科
目
「
ア
セ
ン
ブ
リ
」
は
、
将
来
の
医
療
人
と
し
て
の
職
業
意
識
を
高
め
る
と
と
も
に
、
学
科
・
学
年
を
越
え
た
学
生
間
の
協
調
性
な
ど
を
涵
養
す
る
の
に
役
立
っ

て
い
る
。

12
9

19
特
別
実
習
科
目
を
設
置
し
、
教
室
以
外
の
学
習
を
積
極
的
に
評
価
し
単
位
化
し
て
い
る
。

13
0

19
学
生
に
よ
る
授
業
評
価
の
結
果
を
も
と
に
、
全
教
員
が
「
授
業
改
善
計
画
書
」
を
、

FD
委
員
会
を
通
し
て
学
長
に
提
出
す
る
な
ど
、
授
業
改
善
へ
の
取
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。

13
1

19
学
生
の
教
育
に
あ
た
り
、
学
生
の
理
解
の
程
度
に
よ
っ
て
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
独
自
の
ユ
ニ
ー
ク
な
グ
ル
ー
プ
化
を
行
い
、
個
人
指
導
を
含
め
た
細
か
な
指
導
体
制
を
確
立
し
て
い
る
。

13
2

19
保
育
学
科
に
お
い
て
、
「
認
定
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
」
資
格
の
取
得
、
「
認
定
ピ
ア
ヘ
ル
パ
ー
」
受
験
資
格
の
取
得
を
目
指
し
た
講
座
の
開
講
は
、
「
子
ど
も
の
心
を
理
解
し
、
子
ど
も
と
同
じ
目
線
に
立
っ
た
対

応
が
で
き
る
保
育
者
の
養
成
」
の
教
育
目
標
の
実
現
と
、
学
生
の
新
た
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

13
3

19
加
工
食
品
全
般
に
わ
た
る
製
造
技
術
習
得
の
た
め
の
専
門
教
育
は
わ
が
国
唯
一
の
も
の
で
あ
り
、
充
実
し
た
施
設
設
備
を
有
し
、
高
度
な
技
術
教
育
を
行
っ
て
い
る
。

13
4

19
各
期
末
に
全
教
員
に
『
授
業
計
画
（
シ
ラ
バ
ス
）
』
に
記
載
し
て
い
る
内
容
と
実
際
の
授
業
に
乖
離
が
な
っ
た
か
を
検
証
す
る
た
め
の
「
授
業
実
施
報
告
書
」
を
提
出
さ
せ
、
そ
れ
を
印
刷
・
製
本
し
、
配
布
し

て
い
る
。

13
5

19
「
授
業
改
善
を
進
め
る
」
と
い
う
教
育
の
基
本
的
な
考
え
を
常
々
推
し
進
め
よ
う
と
い
う
努
力
が
、
「
授
業
改
善
事
例
報
告
」
を
提
出
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
冊
子
と
し
て
ま
と
め
教
員
研
修
会
に
お
い
て
役
立

て
る
な
ど
、
教
員
間
の
共
有
化
に
よ
り
、
授
業
改
善
へ
の
意
識
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

13
6

19
保
育
学
科
の
小
冊
子
「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
考
え
方
と
特
色
」
は
免
許
･
資
格
取
得
の
も
と
、
多
岐
に
わ
た
る
保
育
学
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
学
生
に
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
た
も
の
で
あ
る
。

13
7

19
教
養
科
目
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
は
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
し
か
も
学
生
に
は
よ
い
経
験
を
積
む
機
会
と
な
る
科
目
で
あ
る
。
｢
香
川
学
｣
は
地
域
の
歴
史
を
知
る
上
で
よ
い
機
会
と
な
る
。

13
8

19
平
成

2年
度
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る
全
職
員
研
修
会
や
平
成

18
年
度
か
ら
実
施
の
専
任
教
員
の
授
業
公
開
の
取
組
み
は
、
意
欲
的
な
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
（

FD
）
活
動
と
し
て
い
る
。

13
9

19
シ
ラ
バ
ス
が
丁
寧
で
わ
か
り
や
す
い
。
一
般
目
標
・
行
動
目
標
・
教
育
方
法
・
評
価
法
・
教
科
書
・
参
考
書
が
わ
か
り
や
す
く
記
載
さ
れ
、
各
回
の
授
業
テ
ー
マ
に
、
大
項
目
・
小
項
目
・
細
項
目
が
明
示
さ
れ

復
習
し
や
す
く
な
っ
て
い
る
。

14
0

19
「
要
介
護
者
の
口
腔
ケ
ア
」
を
実
践
で
き
る
歯
科
衛
生
士
、
介
護
福
祉
士
の
育
成
を
目
的
に
、
平
成

12
年
度
よ
り
両
学
科
の
相
互
乗
り
入
れ
が
開
始
さ
れ
、
そ
の
取
組
み
が
平
成
○
～
○
年
度
の
特
色
あ
る
大
学

教
育
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
特
色

G
P）
と
し
て
採
択
さ
れ
た
。

14
1

19
特
色
あ
る
大
学
教
育
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
現
代
的
教
育
ニ
ー
ズ
取
組
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
申
請
を
毎
年
行
っ
て
お
り
、
平
成

18
年
度
に
は
他
大
学
と
共
同
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
に
採
択
さ
れ
た
。

14
2

19
長
年
に
わ
た
っ
て
学
生
に
よ
る
授
業
評
価
を
全
科
目
に
対
し
て
行
っ
て
い
る
。
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特
に
優
れ
た
試
み
と
評
価
で
き
る
事
項
（
短
期
大
学
基
準
協
会
）

評
価
領
域
Ⅱ
　
教
育
の
内
容
（
H
1
7
～
H
2
2
）

N
o
評
価

年
度

（
1）
優
れ
た
試
み

14
3

19
「
特
別
演
習
」
と
い
う
科
目
を
設
け
て
、
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
制
度
を
よ
り
活
用
さ
せ
る
努
力
が
な
さ
れ
、
入
学
時
の
単
位
取
得
の
指
導
か
ら
就
職
の
指
導
ま
で
、
き
め
細
か
な
学
生
指
導
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
パ
ソ
コ
ン
や
英
会
話
な
ど
の
授
業
で
は
、
習
熟
度
別
に
ク
ラ
ス
分
け
を
し
て
、
個
々
の
学
生
の
レ
ベ
ル
に
合
っ
た
き
め
細
か
な
指
導
が
で
き
る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
授
業
に
お
い
て
は
一
般
的

に
少
人
数
教
育
を
行
っ
て
い
る
。

14
4

19
英
語
学
科

1年
生
の
全
寮
制
は
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
・
ス
ピ
ー
カ
ー
の
女
性
教
員
が
寝
食
を
と
も
に
し
て
指
導
に
当
た
る
な
ど
学
習
効
果
を
高
め
、
さ
ら
に
海
外
研
修
を
通
し
て
、
学
習
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
て

い
る
。

14
5

19
英
語
科
特
色

G
P（
平
成
○
○
年
採
択
）
が
、
国
際
化
教
育
を
鹿
児
島
の
精
神
風
土
の
中
で
培
っ
た
英
語
力
を
涵
養
す
る
実
践
と
し
て
、
現
在
も
継
続
さ
れ
て
い
る
。

14
6

20
各
学
科
共
通
の
専
門
科
目
と
し
て
「
開
放
科
目
」
を
開
設
し
、
選
択
の
幅
を
広
げ
る
と
と
も
に
、
免
許
・
資
格
取
得
に
と
ら
わ
れ
な
い
学
生
の
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
て
い
る
。

14
7

20
自
立
し
た
女
性
の
育
成
を
目
標
と
し
た
「
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
基
礎
」
「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
」
「
日
本
文
化
入
門
」
を
必
修
と
し
て
い
る
。

14
8

20
英
文
学
科
で
は
、

CA
SE

Cを
短
期
大
学
負
担
で
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
以
外
の
す
べ
て
の
必
修
科
目
と
選
択
科
目
の
一
部
を
習
熟
度
別
ク
ラ
ス
編
成
で
行
っ
て
い
る
。

14
9

20
経
営
学
科
で
は
、
特
色
科
目
と
し
て
「
エ
リ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
」
を
設
け
、
地
元
企
業
の
経
営
者
を
講
師
と
し
て
迎
え
て
実
践
教
育
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
三
つ
の
専
門
科
目
を
四
つ
の
分
野
に
分
け
習
熟
度

の
高
い
学
生
に
対
応
し
た
教
育
課
程
を
配
置
し
、
各
種
検
定
試
験
に
も
対
応
し
て
い
る
。

15
0

20
情
報
教
育
（
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
基
礎
・
応
用
）
は
多
く
の
講
座
を
開
講
し
、
「
振
替
受
講
シ
ス
テ
ム
」
に
よ
り

10
0パ
ー
セ
ン
ト
受
講
を
保
証
し
て
い
る
。

15
1

20
環
境
農
学
科
で
は
農
業
生
産
者
の
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
に
対
し
て
農
業
の
活
性
化
の
た
め
の
「
新
規
就
農
コ
ー
ス
」
を
創
設
し
即
戦
力
の
実
践
教
育
を
行
い
、
「
農
場
公
開
デ
ー
」
や
「
農
業
セ
ミ
ナ
ー
」
な

ど
地
元
と
密
着
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
効
果
を
あ
げ
て
い
る
。

15
2

20
経
営
経
済
科
で
は
独
自
の
「
特
別
専
攻
フ
ィ
ー
ル
ド
」
を
設
け
、
北
海
道
観
光
に
関
す
る
科
目
を
用
意
し
て
い
る
。

15
3

20
保
育
科
及
び
全
学
を
あ
げ
て
の
「
総
合
芸
術
（
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
活
動
）
」
は
創
造
的
総
合
学
習
と
し
て
の
性
格
を
持
ち
効
果
的
で
あ
る
。

15
4

20
英
文
学
科
の
特
色

G
P、
現
代

G
Pに
採
択
さ
れ
た
取
り
組
み
、
実
用
英
語
技
能
検
定
の
優
秀
な
学
校
と
し
て
の
「
文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞
」
の
受
賞
、
生
活
創
造
学
科
の
「
履
修
モ
デ
ル
」
の
設
定
な
ど
教
育
課

程
が
、
体
系
的
に
編
成
さ
れ
、
改
善
へ
の
努
力
も
不
断
に
さ
れ
、
社
会
的
評
価
も
受
け
て
い
る
。

15
5

20
看
護
学
科
に
お
い
て
は
学
生
の
看
護
実
践
能
力
を
高
め
る
た
め
に
「
総
合
判
断
育
成
演
習
Ⅱ
」
を
お
き
、
外
部
の
臨
地
実
習
指
導
者
と
と
も
に
教
育
が
行
わ
れ
て
い
る
。

15
6

20
現
代
教
養
講
座
の
中
の
必
修
科
目
と
し
て
、
学
校
生
活
を
充
実
し
た
も
の
に
す
る
た
め
に
、
新
入
生
に
「
大
学
生
で
あ
る
こ
と
の
自
覚
」
「
創
立
者
に
つ
い
て
の
理
解
」
「
学
園
の
教
育
理
念
の
理
解
」
「
学
習

作
法
の
修
得
」
「
公
民
と
し
て
の
自
覚
」
を
高
め
る
よ
う
全
教
員
に
よ
る
「
心
の
充
実
」
の
授
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。

15
7

20
多
様
な
専
門
科
目
群
を
用
意
し
、
そ
れ
ら
の
履
修
を
領
域
に
よ
っ
て
体
系
化
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
領
域
に
は
専
任
教
員
を
チ
ュ
ー
タ
ー
と
し
て
配
置
し
、
学
生
の
履
修
な
ど
の
相
談
に
応
じ
て
い
る
。
ま

た
、
こ
う
し
た
専
門
科
目
は
少
人
数
教
育
を
徹
底
し
、
授
業
の
形
態
も
講
義
一
辺
倒
に
な
ら
な
い
よ
う
、
工
夫
さ
れ
て
い
る
。

15
8

20
学
生
に
よ
る
授
業
評
価
を
各
期
の
半
ば
に
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
直
ち
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
授
業
改
善
計
画
に
生
か
す
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。

15
9

20
平
成

18
年
度
よ
り
学
生
の
教
養
教
育
支
援
の
た
め
に
『
私
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
ノ
ー
ト
』
の
作
成
を
開
始
し
た
が
、
こ
の
取
り
組
み
は
平
成
○
○
年
度
文
部
科
学
省
大
学
教
育
高
度
化
推
進
特
別
経
費
「
高
等
教

育
研
究
改
革
推
進
経
費
」
の
補
助
対
象
と
認
め
ら
れ
た
。
平
成
○
○
年
度
に
お
い
て
も
、
更
に
加
筆
し
内
容
を
充
実
さ
せ
て
教
育
的
効
果
を
あ
げ
て
い
る
。

16
0

20
当
該
短
期
大
学
の
免
許
・
資
格
な
ど
の
取
得
へ
の
配
慮
と
し
て
多
様
な
施
設
へ
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
健
康
栄
養
専
攻
、
健
康
ス
ポ
ー
ツ
専
攻
共
通
の
科
目
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。

16
1

20
人
間
生
活
学
科
で
は
、
専
攻
ご
と
に
「
特
別
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ
」
を
開
講
し
、

1泊
2日
の
研
修
で
あ
る
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
た
り
、
研
究
発
表
の
場
を
設
け
た
り
す
る
な
ど
、
主
体
的
に
行
動

し
、
周
囲
と
調
和
の
と
れ
る
人
材
育
成
を
目
指
す
姿
勢
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

16
2

20
個
々
の
授
業
に
お
い
て
最
低
到
達
ラ
イ
ン
（

M
in

im
um

 R
eq

ui
re

m
en

t）
を
設
定
し
、
そ
の
効
果
測
定
と
フ
ォ
ロ
ー
を
行
い
学
生
の
習
得
度
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

16
3

20
教
育
研
究
の
機
会
が
非
常
に
多
く
設
け
ら
れ
、
授
業
改
善
の
た
め
の
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
（

FD
）
活
動
は
非
常
に
活
発
で
あ
る
。
特
に
、
年
度
始
め
に
全
学
園
教
員
参
加
で
開
催
さ
れ
る
学

園
研
修
会
や
学
園
の
各
学
校
教
員
と
の
相
互
の
授
業
参
観
を
行
う
「
教
科
教
育
分
科
会
」
は
、
同
一
の
教
育
理
念
を
持
つ
学
園
と
し
て
の
共
通
意
識
を
持
つ
の
に
役
立
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
、
一
貫
教
育
の
利
点

を
生
か
し
て
い
る
。

16
4

20
海
外
留
学
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
短
期
派
遣
・
長
期
派
遣
な
ど
五
つ
用
意
さ
れ
て
お
り
、
非
常
に
充
実
し
て
い
る
。

16
5

20
毎
年
、
イ
ギ
リ
ス
・
イ
タ
リ
ア
な
ど
海
外
か
ら
音
楽
・
芸
術
関
係
の
教
授
な
ど
を
招
聘
し
、
学
生
へ
の
個
人
レ
ッ
ス
ン
や
公
開
講
座
、
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
す
る
な
ど
、
国
際
交
流
が
行
わ
れ
て
い
る
。
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特
に
優
れ
た
試
み
と
評
価
で
き
る
事
項
（
短
期
大
学
基
準
協
会
）

評
価
領
域
Ⅱ
　
教
育
の
内
容
（
H
1
7
～
H
2
2
）

N
o
評
価

年
度

（
1）
優
れ
た
試
み

16
6

20
「
ピ
ア
ノ
」
、
「
う
た
（
ア
カ
ペ
ラ
・
弾
き
語
り
）
」
の
能
力
を
習
熟
度
に
応
じ
て
確
実
に
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
年
間
を
通
し
て
「
音
楽
検
定
」
を
行
い
、
合
格
を
義
務
付
け
る
こ
と
で
、
能
力

ア
ッ
プ
に
効
果
を
あ
げ
て
い
る
。

16
7

20
「
着
ぐ
る
み
人
形
劇
『
ぐ
り
と
ぐ
ら
』
」
な
ど
の
公
演
は
市
民
に
も
公
開
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
出
演
者
で
あ
る
学
生
が
履
修
す
る
専
門
選
択
科
目
「
総
合
表
現
（
ぐ
り
と
ぐ
ら
）
」
な
ど
の
授
業
と
相
ま
っ
て
学

生
が
保
育
の
学
習
に
意
欲
的
に
取
り
組
む
契
機
と
な
っ
て
い
る
。

16
8

20
総
合
教
育
科
目
の
中
で
、
教
養
科
目
が
し
っ
か
り
と
位
置
付
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
「
人
間
・
キ
ャ
リ
ア
科
目
」
群
で
は
、
女
子
職
業
教
育
の
特
色
が
み
ら
れ
、
教
育
課
程
を
通
し
て
ど
の
よ
う
な
学
生
を
育
て

よ
う
と
し
て
い
る
か
、
教
育
目
標
が
明
確
で
あ
る
。

16
9

20
授
業
科
目
の
中
の
「
セ
ミ
ナ
ー
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
で
は
、
地
域
と
の
連
携
に
よ
っ
て
、
地
元
食
材
を
生
か
し
た
コ
ン
ビ
ニ
弁
当
を
開
発
す
る
な
ど
、
地
域
と
と
も
に
学
ぶ
ユ
ニ
ー
ク
な
教
育
が
展
開
さ
れ
て
い

る
。

17
0

20
総
合
文
化
学
科
で
は
、
学
生
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
多
種
多
様
な
科
目
を
設
置
し
つ
つ
、
フ
ィ
ー
ル
ド
制
を
採
用
し
、
魅
力
あ
る
科
目
履
修
の
幅
を
広
げ
て
い
る
。

17
1

20
「
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ユ
ニ
ッ
ト
制
」
を
取
り
入
れ
た
教
育
課
程
編
成
に
よ
り
、
多
数
の
科
目
が
幅
広
い
分
野
に
わ
た
り
設
置
さ
れ
て
お
り
、
学
生
の
興
味
を
引
き
出
し
学
習
意
欲
を
高
め
て
い
る
と
と
も
に
、
学
生

の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
も
十
分
こ
た
え
て
い
る
。

17
2

20
進
路
支
援
を
内
容
と
す
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
ベ
ー
ス
と
し
て
課
程
教
育
を
編
成
す
る
こ
と
で
、
学
生
が
専
門
科
目
の
実
社
会
に
お
け
る
有
用
性
を
実
感
し
、
目
的
意
識
を
も
っ
て
学
習
に
取
り
組
む
こ
と
が
可
能

と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
教
育
方
法
は
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
ベ
ー
ス
と
し
た
課
程
教
育
の
展
開
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
平
成

18
年
度
特
色
あ
る
大
学
教
育
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
特
色

G
P）
に
選
定
さ
れ
て
い
る
。

17
3

20
「
行
学
一
体
の
教
育
」
の
建
学
の
精
神
に
基
づ
い
た
科
目
編
成
と
し
て
、
実
践
を
重
ん
じ
て
い
る
。

17
4

20
学
科
の
特
性
か
ら
専
任
教
員
率
が
高
い
状
況
に
あ
る
と
と
も
に
優
れ
た
教
育
内
容
を
保
障
し
て
い
る
。

17
5

20
五
つ
の
履
修
コ
ー
ス
を
設
け
て
学
生
の
希
望
に
対
応
し
て
い
る
。

17
6

20
資
格
の
取
得
に
つ
い
て
は
二
級
自
動
車
整
備
士
だ
け
で
な
く
、
ガ
ス
溶
接
技
能
講
習
、
ア
ー
ク
溶
接
作
業
特
別
教
育
な
ど
、
他
の
資
格
取
得
に
向
け
て
も
配
慮
さ
れ
、
ま
た
、
学
生
の
ニ
ー
ズ
や
興
味
に
対
応
し

て
、
選
択
科
目
も
多
く
配
置
さ
れ
て
い
る
。

17
7

20
入
学
時
に
学
生
自
身
が
卒
業
ま
で
の
学
び
を
お
お
む
ね
把
握
で
き
る
よ
う
、

2年
間
の
履
修
登
録
を
行
わ
せ
、
担
任
教
員
が
指
導
・
確
認
し
、
ま
た
、
学
生
と
担
任
教
員
が
履
修
登
録
票
を
一
部
ず
つ
持
つ
な
ど
担

任
の
履
修
指
導
体
制
が
整
っ
て
い
る
。

17
8

20
国
土
交
通
省
の
自
動
車
整
備
士
養
成
施
設
（
二
級
課
程
）
の
指
定
を
受
け
た
認
定
短
期
大
学
と
し
て
の
専
門
科
目
が
充
実
し
て
い
る
。
特
に
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
を
取
り
扱
う
た
め
の
「
低
電
圧
取
扱
特
別
講
習
」

の
開
講
を
準
備
す
る
な
ど
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
を
取
り
入
れ
る
姿
勢
は
特
筆
さ
れ
る
。

17
9

20
多
く
の
免
許
・
資
格
、
当
該
短
期
大
学
独
自
の
認
定
証
が
用
意
さ
れ
、
各
種
発
表
会
や
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
学
生
の
ニ
ー
ズ
と
学
習
意
欲
を
高
め
る
工
夫
が
随
所
で
さ
れ
て
い
る
。

18
0

20
当
該
短
期
大
学
は
教
養
科
目
と
し
て
、
ま
た
「
環
び
わ
湖
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
単
位
互
換
制
度
」
に
参
加
し
、
び
わ
湖
の
特
徴
を
生
か
し
た
「
近
江
学
」
、
「
滋
賀
の
食
事
」
な
ど
を
単
位
互
換
科
目
に
設
定

し
、
遠
隔
授
業
な
ど
の
実
施
に
よ
り
学
生
が
修
得
し
て
い
る
。

18
1

20
授
業
内
容
、
教
育
方
法
及
び
評
価
方
法
は
シ
ラ
バ
ス
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
シ
ラ
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
「
教
員
相
互
授
業
参
観
」
、
「
担
当
教
員

e-
m

ai
l」
な
ど
の
項
目
が
盛
り
込
ま
れ
充
実
し
て
い
る
。

18
2

20
教
育
課
程
の
見
直
し
及
び
改
善
は
教
育
を
推
進
す
る
上
で
最
重
要
事
項
と
考
え
、
学
生
に
よ
る
授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
や
各
教
員
の
改
善
計
画
な
ど
を
記
述
し
た
「
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
及
び
考
察
」
を

踏
ま
え
、
授
業
改
善
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

18
3

20
平
成
○
○
年
度
に
は
「
遊
び
力
を
育
成
す
る
地
域
貢
献
型
の
保
育
者
養
成
」
が
現
代
的
教
育
ニ
ー
ズ
取
組
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
現
代

G
P）
に
採
択
さ
れ
た
。
こ
れ
は
学
生
の
「
遊
び
力
」
育
成
と
保
護
者
の
子

育
て
力
の
育
成
に
と
っ
て
意
義
が
あ
る
。

18
4

20
1、

2年
次
通
年
必
修
科
目
と
し
て
「
セ
ミ
ナ
ー
Ⅰ
･
Ⅱ
」
を
開
設
し
、
担
当
者
が

2年
間
に
わ
た
っ
て
学
生
の
学
習
・
生
活
・
就
職
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

18
5

20
FD
活
動
が
多
岐
に
わ
た
っ
て
展
開
さ
れ
、
全
学
的
・
組
織
的
に
授
業
や
教
育
方
法
の
改
善
に
役
立
て
て
い
る
。

18
6

20
入
学
時
、
基
礎
学
力
不
足
の
学
生
に
対
し
て
教
養
科
目
の
中
に
基
礎
科
学
科
目
群
を
用
意
し
、
習
熟
度
ク
ラ
ス
編
成
を
す
る
な
ど
、
学
力
の
充
実
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
「
少
人
数
教
育
」
を
掲
げ
た
二
級
自

動
車
整
備
士
養
成
施
設
の
認
定
科
目
で
は
、
単
位
未
修
得
者
に
対
し
て
、
再
履
修
ク
ラ
ス
を
設
け
て
対
応
し
て
い
る
。
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特
に
優
れ
た
試
み
と
評
価
で
き
る
事
項
（
短
期
大
学
基
準
協
会
）

評
価
領
域
Ⅱ
　
教
育
の
内
容
（
H
1
7
～
H
2
2
）

N
o
評
価

年
度

（
1）
優
れ
た
試
み

18
7

20
教
員
が
学
生
と
個
別
に
対
応
す
る
「
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
」
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
頃
か
ら
身
近
な
学
習
指
導
、
生
活
指
導
及
び
就
職
指
導
を
す
る
機
会
を
作
り
、
適
切
な
個
別
指
導
が
可
能
な
体
制
を
構

築
し
て
い
る
。

18
8

20
建
学
の
精
神
・
教
育
理
念
に
基
づ
く
教
育
目
標
を
実
現
す
る
た
め
に
、
「
キ
リ
ス
ト
教
保
育
」
、
「
キ
リ
ス
ト
教
学
」
、
「
キ
リ
ス
ト
教
人
間
学
」
の
三
つ
を
必
修
科
目
と
し
て
設
置
し
て
い
る
。

18
9

20
保
育
科
で
は
幼
稚
園
教
諭
二
種
免
許
及
び
保
育
士
資
格
取
得
が

10
0パ
ー
セ
ン
ト
に
近
く
、
専
攻
科
で
は
大
学
評
価
・
学
位
授
与
機
構
に
申
請
し
た
学
生
に
対
し
て
全
員
学
位
が
授
与
さ
れ
る
な
ど
、
教
育
課
程
が

体
系
的
に
編
成
さ
れ
、
そ
の
中
で
教
育
内
容
及
び
教
育
方
法
の
検
討
、
改
善
が
さ
れ
て
い
る
。

19
0

20
全
教
員
と
全
学
生
が
出
席
可
能
で
自
由
に
意
見
を
交
わ
す
こ
と
が
で
き
る
「
学
生
と
教
職
員
に
よ
る
授
業
に
つ
い
て
話
し
合
う
会
」
を
設
け
て
い
る
。
授
業
に
つ
い
て
直
接
に
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
機

会
は
学
生
に
と
っ
て
貴
重
で
あ
り
、
学
生
の
満
足
感
を
高
め
る
た
め
に
も
効
果
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
「
公
開
授
業
」
は
教
職
員
、
学
生
と
も
に
自
由
に
参
加
で
き
、
特
に
教
員
に
と
っ
て
自
ら
の
授
業
を
向
上
さ
せ
る
よ
い
機
会
と
な
る
。

19
1

20
併
設
四
年
制
大
学
と
連
携
し
て

30
0に
及
ぶ
共
通
教
育
科
目
が
開
講
さ
れ
て
お
り
、
教
養
教
育
が
充
実
し
て
い
る
。
ま
た
、
特
別
学
期
が
設
置
さ
れ
、
学
生
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

19
2

20
年
度
当
初
に
全
教
員
に
教
育
・
研
究
計
画
書
の
提
出
を
求
め
る
一
方
、
年
度
末
に
は
実
績
報
告
書
を
提
出
さ
せ
る
な
ど
、
教
員
相
互
の
目
的
意
識
向
上
に
努
め
て
い
る
。

19
3

20
当
該
短
期
大
学
で
は
履
修
指
導
に
お
い
て
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
学
科
や
教
務
課
か
ら
の
指
導
・
周
知
だ
け
で
な
く
、
全
学
生
の
「
履
修
状
況
一
覧
表
」
を
基
に
教
務
委
員
を
中
心
と
し
て
教
員
が
指
導

す
る
な
ど
、
き
め
細
か
い
指
導
が
行
わ
れ
て
い
る
。

19
4

20
茶
道
文
化
へ
の
取
り
組
み
は
注
目
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
伝
統
文
化
の
継
承
、
人
間
教
育
の
一
環
、
素
養
と
し
て
の
知
識
や
技
術
の
伝
授
を
目
的
と
し
て
、
全
学
科
の
課
外
授
業
と
し
て
開
講
し
、
こ
れ
を
単
位

化
し
て
い
る
。

19
5

20
国
際
理
解
教
育
と
し
て
海
外
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。
緑
地
環
境
学
科
で
は
国
際
感
覚
を
備
え
た
有
為
な
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
「
国
際
環
境
デ
ザ
イ
ン
演
習
」
を
選
択
科
目
と
し
て
設
置
し
、
保
育
学
科
で

は
国
際
感
覚
の
育
成
を
目
的
に
、
現
地
の
幼
稚
園
・
福
祉
施
設
で
の
研
修
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
成
果
が
当
地
の
新
聞
に
紹
介
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
研
修
の
魅
力
や
意
義
を
理
解
す
る
参
加
学
生
が
多
く
今
後

も
続
け
て
ほ
し
い
。

19
6

20
専
門
教
育
に
関
す
る
独
自
の
取
り
組
み
と
し
て
、
学
生
が
将
来
就
き
た
い
職
種
に
関
連
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
履
修
す
る
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
」
が
あ
る
。
企
業
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
最
新
技
術
を
身
に
つ

け
る
こ
と
を
目
指
し
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。

19
7

20
多
様
な
学
生
に
対
す
る
学
習
支
援
と
し
て
、
ゼ
ミ
担
当
教
員
と
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
が
連
携
し
、
き
め
細
か
い
指
導
が
行
わ
れ
て
い
る
。

19
8

20
教
職
員
に
よ
る
「

FD
・

SD
推
進
委
員
会
」
や
兼
任
教
員
と
の
意
思
の
疎
通
を
図
る
た
め
の
「
講
師
懇
談
会
」
の
開
催
な
ど
、
教
職
員
が
一
体
と
な
り
授
業
改
善
に
向
け
努
力
し
て
い
る
。

19
9

20
幼
児
教
育
学
科
で
は
「
ピ
ア
ヘ
ル
ピ
ン
グ
」
、
他
の
学
科
で
は
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
」
な
ど
を
開
講
し
、
今
日
の
人
間
関
係
に
必
要
な
授
業
科
目
を
整
え
て
い
る
。
人
間
関
係
で
つ
ま
ず
く
保
育
者
が
増

え
て
い
る
今
日
の
状
況
を
考
慮
す
る
と
、
学
生
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

20
0

20
○
○
（
地
域
名
）
に
根
ざ
し
た
｢
地
域
活
性
化
の
担
い
手
｣
を
育
成
す
る
た
め
の
基
礎
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
「

W
E　

LO
VE
○
○
（
地
域
名
）
！
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
（
平
成
○
○
年
度
、
文
部
科
学
省
「
現
代
的
教

育
ニ
ー
ズ
取
組
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
選
定
）
を
開
発
・
実
践
し
て
お
り
、
学
生
の
大
半
が
県
内
に
就
職
す
る
当
該
短
期
大
学
に
は
、
郷
土
を
愛
し
、
豊
か
に
す
る
こ
と
の
で
き
る
人
材
の
育
成
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。

20
1

20
授
業
改
善
策
を
推
進
し
、
よ
り
迅
速
で
効
果
的
な
学
生
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
目
指
し
た
「
学
生
に
よ
る
授
業
評
価
に
お
け
る
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
・
シ
ス
テ
ム
」
（
文
部
科
学
省
「
平
成

19
年
度
教
育
・
学
習

方
法
改
善
支
援
」
の
補
助
金
対
象
と
な
っ
て
い
る
取
り
組
み
）
を
導
入
し
て
い
る
。

20
2

20
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
一
般
教
養
科
目
と
し
て
、
各
学
科
の
学
生
を
対
象
に

1年
前
期
に
開
講
し
て
い
る
。
授
業
で
、
研
修
先
の
希
望
調
査
・
マ
ッ
チ
ン
グ
・
事
前
指
導
・
事
後
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

60
ケ
所
に

及
ぶ
研
修
先
の
訪
問
は
、
就
職
指
導
部
会
の
教
員
及
び
学
生
支
援
課
が
担
当
し
、
研
修
期
間
中
の
学
生
指
導
や
企
業
か
ら
の
情
報
収
集
に
あ
た
っ
て
い
る
。
評
価
は
、
研
修
の
記
録
・
レ
ポ
ー
ト
・
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
で
行
っ
て
い
る
。

20
3

21
食
物
栄
養
科
に
お
い
て
、
調
理
が
で
き
る
栄
養
士
と
い
う
社
会
か
ら
の
要
請
に
こ
た
え
、
ダ
ブ
ル
ス
ク
ー
ル
制
度
に
よ
り
当
学
園
の
設
置
す
る
専
門
学
校
で
調
理
師
資
格
等
も
取
得
で
き
る
よ
う
に
し
、
ま
た
こ

れ
に
係
る
経
費
の
減
額
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
、
夕
食
の
提
供
等
の
便
宜
を
図
っ
て
い
る
。

20
4

21
一
般
に
開
放
し
て
い
る
保
育
科
の
「
子
育
て
支
援
室
」
の
取
り
組
み
は
、
社
会
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
て
い
る
と
と
も
に
、
学
生
に
と
っ
て
、
保
育
士
の
資
質
能
力
形
成
に
効
果
的
な
体
験
活
動
と
し
て
ふ
さ
わ
し

い
場
を
備
え
て
い
る
。

-
 1

5
 -



特
に
優
れ
た
試
み
と
評
価
で
き
る
事
項
（
短
期
大
学
基
準
協
会
）

評
価
領
域
Ⅱ
　
教
育
の
内
容
（
H
1
7
～
H
2
2
）

N
o
評
価

年
度

（
1）
優
れ
た
試
み

20
5

21
教
育
課
程
は
、
学
生
が
幅
広
い
ニ
ー
ズ
を
持
つ
人
間
総
合
学
科
、
教
育
・
保
育
に
特
化
し
た
ニ
ー
ズ
を
持
つ
こ
ど
も
学
科
と
も
に
、
学
生
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
て
い
る
。

20
6

21
授
業
評
価
だ
け
で
な
く
、
講
演
会
、
授
業
公
開
、
事
例
集
の
作
成
及
び
卒
業
予
定
者
と
の
懇
談
等
、
多
様
で
積
極
的
な
授
業
改
善
の
努
力
が
さ
れ
て
い
る
。

20
7

21
「
公
開
授
業
ウ
ィ
ー
ク
と
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
タ
イ
ム
」
と
銘
打
ち
、
約

1週
間
、
す
べ
て
の
授
業
を
対
象
に
公
開
授
業
を
実
施
し
、
さ
ら
に
各
学
科
･
各
専
攻
の
指
定
科
目
の
参
観
を
義
務
付
け
て
い
る
。
各
指
定
参

観
の
授
業
公
開
者
と
参
観
者
は
、
別
の
日
時
に
分
科
会
形
式
で
実
施
す
る
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
タ
イ
ム
に
集
ま
り
、
参
観
者
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
シ
ー
ト
や
授
業
公
開
者
の
授
業
の
ア
イ
デ
ィ
ア
や
指
導
案
を
も
と
に

討
議
を
行
い
、
具
体
的
な
授
業
改
善
の
手
立
て
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

20
8

21
毎
年
、
各
科
目
に
つ
い
て
、
学
生
に
よ
る
記
名
・
無
記
名
を
選
択
で
き
る
授
業
評
価
が
行
わ
れ
、
結
果
は
授
業
担
当
者
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
学
生
の
授
業
評
価
結
果
に
対
し
て
教
員
が

反
省
点
を
整
理
し
た
り
、
意
見
を
述
べ
た
り
で
き
る
場
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

20
9

21
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
（

FD
）
の
た
め
の
教
員
セ
ミ
ナ
ー
と
、
年

2回
発
行
の

FD
レ
タ
ー
に
よ
っ
て
、
教
員
の
教
育
活
動
へ
の
意
識
向
上
を
積
極
的
に
図
っ
て
き
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な

FD
に
関
す
る
情
報
の
共
有
と
知
識
の
蓄
積
を
図
る
取
り
組
み
が
さ
れ
て
い
る
。

21
0

21
地
域
の
子
育
て
支
援
事
業
へ
の
参
加
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
義
務
付
け
る
な
ど
し
て
、
授
業
と
学
外
で
の
活
動
を
う
ま
く
取
り
入
れ
て
実
践
的
な
保
育
士
養
成
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

21
1

21
45
年
の
歴
史
を
持
つ
「
学
園
教
育
充
実
研
究
会
」
は
、
学
園
全
体
で
授
業
改
善
を
図
る
研
修
機
会
と
し
て
定
着
し
て
お
り
、
毎
年
各
学
科
・
専
攻
の
教
員
が
持
ち
回
り
で
授
業
実
践
発
表
を
行
い
、
こ
れ
を
通
じ

て
当
該
短
期
大
学
を
含
む
学
園
全
体
の
教
育
の
改
善
に
寄
与
し
て
い
る
。

21
2

21
全
学
生
対
象
に
国
語
表
現
「
統
一
テ
ス
ト
」
と
し
て
「
文
字
・
成
語
テ
ス
ト
」
、
「
小
論
文
テ
ス
ト
」
、
「
対
話
テ
ス
ト
」
を
実
施
し
、
規
定
回
数
の
合
格
を
単
位
認
定
の
条
件
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
書
く
能

力
、
話
す
能
力
不
足
の
学
生
に
は
、
「
書
写
演
習
」
、
「
会
話
演
習
」
を
課
す
こ
と
に
よ
り
、
基
礎
学
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

21
3

21
人
間
福
祉
学
科
で
は
、
教
員
同
士
で
授
業
参
観
を
行
い
、
授
業
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

21
4

21
学
生
に
よ
る
「
授
業
改
善
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
結
果
を
活
用
し
た
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
（

FD
）
活
動
に
よ
り
、
教
員
の
授
業
に
対
す
る
取
り
組
み
の
変
化
が
み
ら
れ
、
学
生
の
授
業
評
価
も
あ

が
っ
て
い
る
。

21
5

21
建
学
の
精
神
・
教
育
理
念
が
反
映
さ
れ
た
必
修
の

3科
目
を
は
じ
め
と
し
て
、

48
科
目
の
教
養
科
目
が
開
設
さ
れ
、

9人
も
の
教
養
教
育
を
担
当
す
る
専
任
教
員
が
配
置
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
充
実
し
た
教
養
教
育

が
行
わ
れ
て
い
る
。

21
6

21
平
成

18
年
度
の
学
科
改
組
に
よ
り
、
学
生
の
ニ
ー
ズ
を
組
み
入
れ
た
コ
ー
ス
設
定
な
ど
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
を
果
敢
に
断
行
し
、
学
科
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
る
。

21
7

21
卒
業
時
の
全
国
共
通
試
験
へ
の
対
策
と
、
介
護
福
祉
士
国
家
試
験
（
実
技
試
験
）
に
準
じ
た
介
護
技
術
に
関
す
る
実
技
試
験
の
実
施
と
、
卒
業
時
能
力
の
認
定
へ
の
取
り
組
み
は
、
平
成

24
年
度
か
ら
実
施
さ
れ

る
介
護
福
祉
国
家
試
験
を
見
据
え
た
も
の
で
、
学
生
の
学
習
を
補
完
す
る
も
の
で
内
容
が
充
実
し
て
い
る
。

21
8

21
週
の
う
ち

2日
を
短
期
大
学
で
学
び
、

3日
を
施
設
等
の
現
場
で
実
践
す
る
形
の
学
び
と
実
習
が
交
互
に
行
わ
れ
る
学
習
形
態
で
、
学
内
で
学
ぶ
理
論
と
実
習
に
お
け
る
実
践
が
互
い
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
高
い
学
習
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

21
9

21
介
護
福
祉
実
践
研
究
レ
ポ
ー
ト
の
作
成
指
導
が
実
質
的
に
卒
業
論
文
と
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、

2年
間
の
学
び
が
集
大
成
さ
れ
て
い
る
。
成
果
を
発
表
す
る
こ
と
で
学
生
同
士
、
学
生
と
教
職
員
間
と
の
学
び
の

関
係
が
再
認
識
さ
れ
る
な
ど
の
効
果
が
期
待
で
き
る
。

22
0

21
学
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
証
し
と
も
い
え
る
「
教
員
授
業
実
施
の
心
得

10
章
」
は
、
授
業
に
取
り
組
む
教
員
の
姿
勢
を
正
し
、
教
員
相
互
の
授
業
参
観
が
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。

22
1

21
従
来
の
学
科
コ
ー
ス
制
に
替
え
て
ユ
ニ
ッ
ト
制
を
導
入
し
、
学
科
内
容
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
学
生
の
多
様
な
進
路
選
択
の
機
会
の
提
供
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

22
2

21
コ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
と
し
て
の
基
本
科
目
で
あ
る
「
基
本
演
習
」
「

TO
EI

Cイ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
Ⅰ

A・
Ⅰ

B・
Ⅰ

C・
Ⅰ

D
」
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
演
習
Ⅰ
･
Ⅱ
」
に
つ
い
て
は
、
習
熟
度
別
の
ク
ラ
ス
編
成
を
行
っ
て
い

る
。
特
に
「
基
本
演
習
」
で
は
、
定
期
的
に
理
解
度
確
認
の
た
め
の
試
験
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
よ
っ
て
ク
ラ
ス
編
成
を
決
定
し
て
い
る
。

22
3

21
「
教
育
実
践
検
討
会
」
に
お
け
る
各
教
員
の
授
業
報
告
は
、
そ
の
内
容
か
ら
見
て
、
授
業
公
開
に
近
く
、
各
教
員
の
授
業
技
術
の
向
上
に
つ
な
が
る
企
画
で
あ
る
。

22
4

21
講
義
概
要
と
と
も
に
学
生
に
配
布
さ
れ
て
い
る
学
生
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
は
、
建
学
の
精
神
、
年
間
の
学
生
生
活
の
流
れ
、
履
修
方
法
の
説
明
、
資
格
取
得
の
た
め
の
説
明
が
分
か
り
や
す
く
明
示
さ
れ
て
い
る
。

22
5

21
基
礎
科
目
の
充
実
と
し
て
、

1年
次
前
期
は
専
門
領
域
を
限
定
し
な
い
こ
と
に
よ
り
学
生
は
様
々
な
表
現
領
域
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
後
期
以
降
各
自
が
選
択
す
る
専
門
領
域
に
お
い
て
個
々
の
専
門
領
域

を
見
極
め
、
よ
り
高
度
な
知
識
・
技
術
を
集
中
的
に
習
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

-
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特
に
優
れ
た
試
み
と
評
価
で
き
る
事
項
（
短
期
大
学
基
準
協
会
）

評
価
領
域
Ⅱ
　
教
育
の
内
容
（
H
1
7
～
H
2
2
）

N
o
評
価

年
度

（
1）
優
れ
た
試
み

22
6

21
基
礎
学
力
が
不
足
す
る
学
生
に
対
し
て
は
、
必
要
に
応
じ
、
授
業
終
了
後
や
土
曜
日
に
サ
ポ
ー
ト
授
業
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
進
度
の
速
い
学
生
に
対
し
て
は
、
技
術
力
に
応
じ
、
難
易
度
の
高
い
作
品
を
制

作
さ
せ
る
こ
と
で
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

22
7

21
人
間
文
化
学
科
・
幼
児
保
育
学
科
と
も
、
様
々
な
資
格
が
取
得
で
き
る
よ
う
教
育
課
程
の
中
で
十
分
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
。

22
8

21
共
通
科
目
に
お
い
て
は
、
建
学
の
精
神
に
基
づ
い
て
、
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
」
、
「
生
活
経
営
学
」
、
「
生
活
者
経
済
学
」
な
ど
、
女
性
の
「
自
主
自
律
」
を
具
体
化
す
る
た
め
の
科
目
が
積
極
的
に
取
り
入
れ
ら

れ
て
い
る
。

22
9

21
学
生
に
よ
る
授
業
評
価
は
平
成

11
年
度
よ
り
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
多
く
の
項
目
に
お
い
て

4.
0（

5点
満
点
）
ポ
イ
ン
ト
以
上
の
評
価
を
得
て
い
る
。
学
生
た
ち
が
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
う
か

が
え
る
。

23
0

21
両
科
と
も
に
実
習
先
の
関
係
者
を
招
い
て
意
見
や
情
報
を
交
換
す
る
実
習
懇
談
会
を
開
催
し
、
現
場
の
意
見
を
授
業
内
容
に
反
映
さ
せ
る
努
力
を
し
て
い
る
。

23
1

21
歯
科
衛
生
科
で
は
授
業
終
了
時
に
学
生
自
身
に
専
門
知
識
や
技
術
の
達
成
度
の
自
己
評
価
を
行
わ
せ
、
技
術
の
習
熟
度
を
高
め
る
体
制
が
と
ら
れ
て
い
る
。

23
2

21
2学
科
に
お
い
て
、
教
養
科
目
に
共
通
す
る
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
セ
ミ
ナ
ー
」
と
「
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
」
で
、
学
生
の
生
活
、
学
習
を
方
向
付
け
、
卒
業
後
の
就
職
に
向
け
て
の
意
識
付
け
と
実
際
の
就
職

試
験
、
面
接
へ
の
対
策
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

23
3

21
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
に
お
い
て
は
、
科
目
の
選
択
自
由
度
が
非
常
に
高
い
。
ま
た
、

YE
Sプ
ロ
グ
ラ
ム
の
導
入
に
よ
り
、
社
会
人
基
礎
力
の
向
上
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
食
物
栄
養
学
科
で
は
、
教
養

科
目
で
、
講
義
だ
け
で
な
く
演
習
や
ス
ポ
ー
ツ
実
習
、
海
外
研
修
な
ど
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
設
備
の
整
っ
た
実
験
室
に
お
い
て
、
レ
ベ
ル
の
高
い
実
験
も
行
わ
れ
て
い
る
。
実
践
的
な
専
門
科
目

を
展
開
し
つ
つ
、
教
養
教
育
に
も
比
重
を
か
け
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

23
4

21
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
（

FD
）
活
動
は
、
各
委
員
を
中
心
に
、
教
職
員
が
協
働
し
て
行
わ
れ
、
現
場
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
た
め
に
組
織
的
に
連
携
し
つ
つ
、
活
発
に
活
動
を
展
開
し
て
い

る
。

23
5

21
シ
ラ
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
形
式
の
統
一
、
評
価
方
法
の
提
示
、
授
業
科
目
一
覧
表
と
行
事
予
定
表
が
講
義
要
項
に
添
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
学
生
が
見
や
す
く
、
取
り
組
む
姿
勢
が
明
確
に
な
っ
て
い
る
。

23
6

21
生
産
シ
ス
テ
ム
ス
テ
ー
ジ
と
い
う
、
工
場
等
の
現
場
経
験
を
持
つ
社
会
人
の
み
を
対
象
と
し
た
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
を
専
門
に
行
う
ス
テ
ー
ジ
を
設
置
し
、
地
域
社
会
の
要
望
に
対
応
し
て
い
る
。

23
7

21
共
通
科
目
と
し
て
「
地
域
創
造
学
」
を
開
講
し
、
地
域
の
行
政
、
企
業
、
福
祉
な
ど
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
人
材
を
外
部
講
師
と
し
て
招
き
、
学
生
の
地
域
社
会
に
対
す
る
認
識
と
、
そ
の
一
員
と
し
て
の
自
覚

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。

23
8

21
八
ヶ
岳
山
麓
と
い
う
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
立
地
条
件
を
生
か
し
、
特
色
あ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
「
自
然
観
察
」
の
科
目
で
は
実
際
に
自
然
の
中
で
、
観
察
や
調
査
な
ど
の
実
習

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
「
体
育
実
技
」
で
は
乗
馬
や
ス
ケ
ー
ト
を
体
験
す
る
な
ど
、
教
育
理
念
に
掲
げ
る
「
学
生
の
個
性
と
可
能
性
を
伸
ば
す
」
実
学
教
育
が
行
わ
れ
て
い
る
。

23
9

21
教
員
は
担
当
す
る
授
業
科
目
の
授
業
概
要
、
担
当
経
験
、
教
育
研
究
業
績
等
を
記
し
た
「
授
業
科
目
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
」
を
学
長
に
提
出
し
、
こ
れ
を
学
長
が
経
験
や
適
性
に
つ
い
て
判
断
し
た
上
で
科
目
の

担
当
適
任
者
で
あ
る
か
決
定
す
る
仕
組
み
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

24
0

21
授
業
の
相
互
評
価
や
理
事
会
役
員
に
よ
る
授
業
参
観
を
実
施
す
る
な
ど
、
授
業
改
善
に
対
す
る
取
り
組
み
と
そ
の
進
捗
状
況
を
点
検
し
て
い
る
。

24
1

21
平
成

20
年
度
よ
り
専
任
・
兼
任
全
教
員
参
加
の
下
、
学
生
の
学
習
や
生
活
状
況
及
び
問
題
点
の
抽
出
、
そ
の
改
善
策
の
検
討
な
ど
を
行
う
研
究
会
を
実
施
し
て
い
る
。

24
2

21
専
門
科
目
外
の
資
格
が
取
得
で
き
、
学
生
の
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
ら
れ
る
科
目
開
設
を
行
っ
て
お
り
、
学
生
が
意
欲
的
に
学
ぶ
環
境
が
整
っ
て
い
る
。
ま
た
、
両
学
科
共
通
の
総
合
演
習
で
は
、
少
人
数
ゼ
ミ
で
専

任
教
員
全
員
が
担
当
し
、
現
場
ニ
ー
ズ
を
見
据
え
た
特
色
あ
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

24
3

21
履
修
科
目
の
選
択
は
、
シ
ラ
バ
ス
及
び
学
生
生
活
の
手
引
と
し
て
配
布
さ
れ
る
「
短
大
生
活
ナ
ビ
」
で
適
切
に
判
断
で
き
る
よ
う
工
夫
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
チ
ュ
ー
タ
ー
制
に
よ
る
個
人
相
談
指
導
も
行
わ

れ
、
入
念
な
確
認
と
指
導
が
な
さ
れ
て
い
る
。

24
4

21
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
科
の
「
各
種
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た
社
会
人
基
礎
力
の
育
成
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
平
成

19
年
の
現
代
的
教
育
ニ
ー
ズ
取
組
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
現
代

G
P）
に
選
定
さ
れ
て
い
る
。
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
型
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
実
施
、
各
種
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た
情
報
の
発
信
な
ど
を
行
い
、
学
生
へ
の
教
育
に
効
果
を
あ
げ
て
い
る
。

24
5

21
「
基
礎
演
習
」
、
「
特
殊
演
習
」
に
お
い
て
、
保
育
科
の
専
任
教
員
全
員
が
教
育
に
当
た
り
、

13
名
以
下
の
学
生
を
対
象
に
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
形
式
の
少
人
数
教
育
を
実
践
し
て
、
建
学
の
精
神
で
あ
る
「
人
物
」
教

育
と
「
技
倆
」
の
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

24
6

21
授
業
参
観
の
実
施
や
学
科
・
専
攻
会
議
で
の
授
業
改
善
検
討
会
の
開
催
な
ど
、
学
生
の
授
業
評
価
と
結
び
つ
い
た

FD
活
動
の
組
織
的
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

-
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特
に
優
れ
た
試
み
と
評
価
で
き
る
事
項
（
短
期
大
学
基
準
協
会
）

評
価
領
域
Ⅱ
　
教
育
の
内
容
（
H
1
7
～
H
2
2
）

N
o
評
価

年
度

（
1）
優
れ
た
試
み

24
7

21
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
の
「

W
eb
シ
ラ
バ
ス
」
が
有
効
に
利
用
さ
れ
て
お
り
、

2回
の
講
義
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
反
映
し
た
実
効
シ
ラ
バ
ス
と
な
っ
て
い
る
。

24
8

21
文
部
科
学
省
の
学
生
支
援

G
Pで
、
国
際
交
流
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
地
域
の
中
で
世
界
を
感
じ
る
」
が
選
定
さ
れ
、
「
学
内
に
お
け
る
国
際
化
」
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
。

24
9

21
華
道
、
茶
道
を
教
養
科
目
に
取
り
入
れ
、
日
本
文
化
に
根
ざ
し
た
専
門
職
の
人
材
養
成
を
目
指
し
、
世
界
を
視
野
に
い
れ
て
羽
ば
た
け
る
人
材
養
成
を
目
的
と
し
て
、
各
科
で
は
教
育
内
容
に
即
応
し
た
実
習
が

実
施
さ
れ
て
い
る
。

25
0

21
学
生
が
自
主
的
に
学
習
で
き
る
よ
う
な
取
り
組
み
が
さ
れ
て
お
り
、
学
生
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
国
際
教
養
学
科
・
国
際
教
育
コ
ー
ス
に
お
い
て
学
生
の

ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
、
幼
稚
園
教
諭

2種
免
許
状
の
取
得
へ
の
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。

25
1

21
学
生
に
よ
る
授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は
、
学
科
ご
と
の
集
計
結
果
の
グ
ラ
フ
及
び
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
対
す
る
学
科
の
見
解
、
具
体
的
な
改
善
策
を
ポ
ス
タ
ー
に
し
て
公
表
し
て
い
る
。

25
2

21
3学
科
と
も
、
約

40
人
ク
ラ
ス
、
約

30
人
ク
ラ
ス
を
基
本
に
、
授
業
・
実
習
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

10
人
以
下
の
ゼ
ミ
を
設
定
し
、
ゼ
ミ
指
導
教
員
が
担
当
し
て
い
る
。
少
人
数
に
よ
る
「
ク
ラ
ス
制
」
と

「
ゼ
ミ
制
」
を
教
育
の

2本
の
柱
と
し
て
、
個
別
指
導
に
も
対
応
し
、
教
育
の
成
果
を
高
め
る
努
力
を
し
て
い
る
。

25
3

21
年

2回
の
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
、
年

3回
の
教
授
会
に
お
け
る
授
業
の
改
善
・
充
実
を
主
題
と
し
た
「
フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ
」
、
教
員
に
よ
る
授
業
の
自
己
点
検
、
定
期
的
な
授
業
参
観
の
組
織
的
実
施
な
ど
、
活
発

な
授
業
改
善
へ
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

25
4

21
教
員

PD
CA
と
い
う
教
育
改
善
の
た
め
の
独
自
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
て
い
る
。
そ
れ
は
授
業
改
善
の
み
な
ら
ず
、
研
究
、
社
会
活
動
、
委
員
会
等
の
活
動
、
学
生
支
援
活
動
を
含
み
、
各
項
目
に
お
い
て
専

任
教
員
は
計
画
、
実
践
、
点
検
、
そ
し
て
更
な
る
改
善
の
た
め
の
行
動
を
意
欲
的
に
と
っ
て
い
る
。

25
5

21
女
性
教
育
を
基
盤
と
し
た

6分
野
か
ら
な
る
教
養
科
目
の
設
定
と
教
授
内
容
は
、
建
学
の
精
神
に
則
し
て
工
夫
さ
れ
て
い
る
。

25
6

21
共
通
教
育
科
目
以
外
で

3学
科
の
専
門
教
育
科
目
の
中
か
ら
他
学
科
の
学
生
の
教
養
教
育
に
役
立
つ
科
目
を
選
出
し
、
こ
れ
を
「
開
放
科
目
」
と
し
て
提
供
し
て
お
り
、
縦
割
り
の
専
門
知
識
に
修
学
の
幅
を
広
げ

る
試
み
を
行
っ
て
い
る
。
当
該
短
期
大
学
の
「
ゆ
る
や
か
な
コ
ー
ス
制
」
と
い
う
考
え
方
が
底
流
に
あ
り
科
目
の
選
択
性
が
向
上
し
て
い
る
。

25
7

21
5～

6人
程
度
の
少
人
数
ク
ラ
ス
編
成
や
習
熟
度
別
ク
ラ
ス
編
成
に
よ
る
授
業
運
営
が
行
わ
れ
、
学
生
の
学
習
意
欲
喚
起
が
図
ら
れ
て
お
り
、
徹
底
し
た
少
人
数
教
育
が
図
ら
れ
て
い
る
。

25
8

21
建
学
の
精
神
・
教
育
理
念
を
教
育
課
程
に
浸
透
さ
せ
る
た
め
、
「
キ
リ
ス
ト
教
と
倫
理
」
、
「
キ
リ
ス
ト
教
と
文
化
」
、
「
知
る
こ
と
と
信
じ
る
こ
と
」
、
「
チ
ャ
ペ
ル
ア
ワ
ー
」
を
開
設
し
て
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン

ス
ク
ー
ル
と
し
て
カ
ト
リ
ッ
ク
精
神
に
基
づ
く
人
生
観
及
び
宗
教
的
情
操
の
高
揚
を
図
っ
て
い
る
。

25
9

21
高
等
教
育
機
関
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
和
歌
山
に
よ
る
単
位
互
換
制
度
の
実
施
、
「
観
光
を
主
軸
と
し
た
知
の
拠
点
形
成
の
た
め
の
戦
略
的
大
学
連
携
」
事
業
へ
の
参
画
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
単
位
化
、
茶
道
・

華
道
・
着
付
け
・
マ
ナ
ー
等
の
教
育
へ
の
取
り
組
み
、
地
域
と
連
携
し
た
教
育
へ
の
取
り
組
み
な
ど
、
積
極
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。

26
0

21
自
由
履
修
制
度
（

CM
P－
チ
ュ
ウ
タ
ン
マ
イ
ド
リ
ー
ム
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
を
発
足
さ
せ
、
他
学
科
の
開
講
科
目
を
履
修
で
き
る
制
度
を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
学
生
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
て
い
る
と
と
も
に
、

各
学
科
に
お
い
て
多
く
の
資
格
が
取
得
で
き
る
よ
う
教
育
課
程
が
編
成
さ
れ
て
い
る
。

26
1

21
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
に
お
い
て
は
国
際
理
解
教
育
の
一
環
で
海
外
研
修
制
度
を
設
け
単
位
認
定
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で

2年
次
後
期
か
ら
の
継
続
的
な
留
学
が
可
能
と
な
っ

て
い
る
。

26
2

21
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金
特
別
補
助
対
象
事
業
（
教
育
・
学
習
方
法
等
改
善
支
援
）
に
採
択
さ
れ
て
い
る
七
つ
の
事
業
は
教
育
と
郷
土
の
歴
史
と
文
化
に
結
び
つ
い
た
地
域
貢
献
に
つ
な
が
る
ユ
ニ
ー
ク
な
試

み
で
あ
る
。

26
3

21
公
開
授
業
を
行
い
、
教
員
間
で
相
互
評
価
を
行
っ
て
い
る
。
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
改
善
が
必
要
と
感
じ
ら
れ
る
科
目
に
つ
い
て
は
、
授
業
内
容
改
善
に
つ
な
が
る
個
別
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

26
4

21
教
育
内
容
を
充
実
す
る
た
め
に
幅
広
い
教
養
科
目
を
開
設
し
て
い
る
。
専
門
学
校
と
の
競
争
に
お
い
て
、
実
学
志
向
を
深
め
る
短
期
大
学
の
動
き
の
中
で
、
多
様
な
教
養
科
目
を
開
設
し
、
そ
の
持
続
を
努
力
す

る
こ
と
は
教
養
に
対
す
る
見
識
の
深
さ
の
表
れ
で
あ
る
。

26
5

21
学
生
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
、
多
数
の
専
門
科
目
に
加
え
、
複
数
の
外
国
語
系
を
含
む
教
養
科
目
の
受
講
が
可
能
で
あ
る
。
設
置
す
る
学
科
の
関
係
で
講
義
科
目
が
多
く
な
っ
て
い
る
が
、
選
択
科
目
で
演

習
と
講
義
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
て
い
る
。
ま
た
、
数
多
く
の
資
格
取
得
へ
の
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。

26
6

21
生
活
創
造
学
科
の
基
礎
学
力
向
上
対
策
と
し
て
、
社
説
・
コ
ラ
ム
・
エ
ッ
セ
イ
等
の
「
書
き
写
し
」
を
実
施
す
る
と
と
も
に
添
削
指
導
し
て
い
る
。
ま
た
地
元
百
貨
店
と
の
提
携
に
よ
り
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ジ

ネ
ス
論
演
習
」
を
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
し
て
開
講
し
て
い
る
。

26
7

21
全
学
的
及
び
学
科
ご
と
の
組
織
的
な

FD
活
動
に
よ
る
授
業
改
善
の
取
り
組
み
を
は
じ
め
、
非
常
勤
講
師
を
含
む
関
係
教
員
の
会
合
に
よ
る
教
科
ご
と
の
調
整
や
、
学
生
の
意
見
も
協
議
す
る

FD
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

開
催
な
ど
に
よ
り
、
き
め
細
か
な
授
業
改
善
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

3学
科
と
も
継
続
的
に
教
育
課
程
の
見
直
し
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

26
8

21
免
許
・
資
格
取
得
講
座

(4
講
座

)、
公
務
員
・
就
職
・
四
年
制
大
学
編
入
学
講
座

(5
講
座

)な
ど
就
職
等
の
た
め
の
対
策
が
充
実
し
て
い
る
。
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特
に
優
れ
た
試
み
と
評
価
で
き
る
事
項
（
短
期
大
学
基
準
協
会
）

評
価
領
域
Ⅱ
　
教
育
の
内
容
（
H
1
7
～
H
2
2
）

N
o
評
価

年
度

（
1）
優
れ
た
試
み

26
9

22
現
在
の
学
生
の
状
況
を
踏
ま
え
、
「
日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ
」
を
必
修
科
目
と
し
て
開
講
し
て
い
る
。

27
0

22
教
育
課
程
の
免
許
や
資
格
等
の
取
得
に
向
け
て
、
積
極
的
に
授
業
体
制
へ
の
配
慮
を
行
い
、
学
生
の
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
て
い
る
。
習
熟
度
別
授
業
も
導
入
し
、
学
生
に
対
し
て
の
細
や
か
な
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

27
1

22
「
授
業
計
画
（
シ
ラ
バ
ス
）
」
の
評
価
方
法
で
は
、
知
識
力
、
応
用
力
、
展
開
力
の
区
分
ご
と
に
評
点
の
ウ
ェ
イ
ト
を
明
記
し
て
い
る
。

27
2

22
授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
に
利
用
さ
れ
て
い
る

IT
化
教
育
支
援
シ
ス
テ
ム
は
、
併
設
大
学
と
共
同
開
発
し
た
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
携
帯
電
話
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
利
用
し
た
授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
る
。
各
教
員
は
同
シ

ス
テ
ム
に
て
担
当
科
目
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
、
授
業
改
善
に
生
か
せ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
学
生
か
ら
事
務
局
が
欠
席
連
絡
を
受
け
た
場
合
に
は
、
全
教
員
に
電
子
メ
ー
ル
を
送
信
す
る
欠
席
者
の

チ
ェ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
は
、
学
習
支
援
と
し
て
も
生
活
支
援
と
し
て
も
機
能
し
て
い
る
。

27
3

22
建
学
の
精
神
の
生
活
信
条
に
つ
な
が
る
「
現
代
作
法
学
」
が
開
講
さ
れ
、
女
性
の
人
格
の
育
成
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

27
4

22
教
養
教
育
の
取
り
組
み
と
し
て
、
「
看
護
の
そ
こ
力
」
を
つ
け
る
教
育
と
し
て

6科
目
を
設
け
て
い
る
。
特
に

2年
次
に
実
施
さ
れ
る
「
自
由
活
動
旬
間
」
は
、
建
学
の
精
神
「
人
間
愛
と
奉
仕
の
心
」
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
看
護
を
行

う
基
本
の
姿
勢
を
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、
学
生
の
自
主
的
な
グ
ル
ー
プ
学
習
活
動
を
教
員
が
支
え
る
仕
組
み
は
、
学
習
成
果
を
あ
げ
教
育
目
的
の
達
成
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

27
5

22
学
生
を
対
象
に
し
た
教
育
重
点
目
標
と
、
そ
こ
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
教
員
側
の
教
育
活
動
重
点
事
項
の
取
り
組
み
や
、
授
業
改
善
と
事
務
・
管
理
の
充
実
を
目
的
と
し
た
教
職
員
研
修
会
な
ど
の

FD
活
動
は
、
優
れ
た
試
み
で
あ

る
。

27
6

22
当
該
短
期
大
学
で
は
、
「
キ
リ
ス
ト
教
人
間
学
」
を
設
け
る
と
共
に
、
授
業
内
容
と
関
連
さ
せ
た
授
業
外
の
活
動
と
し
て
、
「
○
○
祭
（大
学
行
事
）
」
で
の
子
ど
も
対
象
の
催
し
も
の
参
加
、
「
音
楽
発
表
会
」
参
加
、
週
一
回
教
員
と

共
に
行
う
清
掃
活
動
な
ど
で
、
人
間
性
の
教
育
を
行
っ
て
い
る
。

27
7

22
「
FD
・
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
委
員
会
」
を
学
内
に
設
置
し
、
課
題
の
分
析
、
教
員
相
互
の
授
業
公
開
等
で
研
鑽
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
山
形
地
区
の

FD
組
織
「
FD
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
つ
ば
さ
」
と
「
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
や
ま
が
た
」
に
加
盟

し
、
他
校
と
の
情
報
交
換
に
取
り
組
む
な
ど
積
極
的
な
姿
勢
が
み
ら
れ
る
。

27
8

22
全
教
員
に
よ
る
全
学
的
な

FD
活
動
が
実
施
さ
れ
、
充
実
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

27
9

22
全
学
生
に
よ
る
「
授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
」
と
各
ク
ラ
ス
学
生

10
名
に
よ
る
「
聴
き
取
り
調
査
」
を
実
施
す
る
と
共
に
、
公
開
の
研
究
授
業
を
そ
の
都
度
行
い
、
教
育
向
上
に
役
立
て
て
い
る
。

28
0

22
「
作
新
学
院
女
子
短
期
大
学
部

FD
勉
強
会
」
を
毎
月
定
期
的
に
開
催
し
、
授
業
運
営
に
関
す
る
教
員
間
の
問
題
の
共
有
や
工
夫
あ
る
取
り
組
み
の
紹
介
、
学
生
に
よ
る
授
業
評
価
の
結
果
の
活
用
方
法
の
検
討
等
、
授
業
改

善
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

28
1

22
入
学
直
後
に
行
わ
れ
る

1泊
2日
の
校
外
研
修
に
シ
ラ
バ
ス
を
持
参
さ
せ
、
履
修
に
関
す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
行
う
な
ど
、
多
く
の
時
間
を
割
い
て
丁
寧
に
説
明
・
助
言
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
誤
解
に
よ
る
登
録
ミ
ス
や
履
修
放
棄
を
未

然
に
防
ぐ
工
夫
を
行
っ
て
い
る
。

28
2

22
生
活
科
学
科
は
、
資
格
取
得
の
た
め
の
指
導
が
徹
底
し
て
い
て
無
欠
席
の
学
生
が
大
部
分
と
な
っ
て
い
る
。

28
3

22
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
科
に
お
け
る
教
育
課
程
で
は
、
豊
富
な
授
業
が
用
意
さ
れ
、
学
生
が
自
ら
キ
ャ
リ
ア
を
デ
ザ
イ
ン
で
き
る
よ
う
な
選
択
肢
を
た
く
さ
ん
置
く
な
ど
、
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
る
。

28
4

22
専
門
教
育
を
発
展
さ
せ
、
学
生
自
身
が
自
主
的
に
研
究
す
る
場
と
し
て
ゼ
ミ
形
式
の
「
研
究
部
」
を
設
定
し
、
授
業
外
活
動
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
る
。

28
5

22
す
べ
て
の
専
門
実
技
に
お
い
て
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
授
業
を
課
し
て
お
り
、
こ
れ
を
「
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
人
間
教
育
」
の
一
環
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
。

28
6

22
教
育
力
向
上
を
期
待
し
て
、
専
任
教
員
間
で
の
情
報
交
換
会
や
兼
任
教
員
と
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
関
す
る
勉
強
会
を
実
施
し
て
い
る
。

28
7

22
一
般
教
育
科
目
に
「
マ
ナ
ー
と
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」
と
い
う
特
色
あ
る
基
幹
科
目
を
設
置
し
、
学
生
の
社
会
人
基
礎
力
向
上
に
努
め
て
い
る
。

28
8

22
FD
委
員
会
が
主
体
と
な
っ
て
、
授
業
公
開
週
間
を
設
定
し
学
内
の
教
員
に
公
開
す
る
な
ど
、
積
極
的
な
授
業
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

28
9

22
学
生
に
よ
る
授
業
評
価
と
教
員
の
自
己
点
検
・
評
価
を
、
開
学
の
平
成

11
年
度
以
降
継
続
し
て
実
施
し
、
平
成

20
年
度
に

FD
委
員
会
が
整
備
さ
れ
、
平
成

21
年
度
か
ら
は
、
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
を
授
業
の
中
間
時
点
に
も
実
施

し
、
そ
の
結
果
を
後
半
の
授
業
に
生
か
す
な
ど
授
業
改
善
を
図
っ
て
い
る
。

29
0

22
教
育
目
的
、
教
育
目
標
を
学
生
に
周
知
す
る
機
会
と
し
て
、
新
入
生
対
象
に

2泊
3日
の
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。
学
生
は
、
研
修
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
、
内
容
を
グ
ル
ー
プ
で
ま
と
め
て
発
表
す
る
こ
と
で
、

2年
間
で
身
に
つ

け
る
能
力
に
つ
い
て
体
験
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

29
1

22
学
生
の
履
修
状
況
に
つ
い
て
教
員
間
の
情
報
共
有
が
よ
く
行
わ
れ
て
い
る
。
特
に
兼
任
講
師
に
対
し
て
年
度
開
始
前
に
全
体
説
明
会
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
出
席
管
理
を
中
心
に
、
専
任
教
員
と
常
に
連
絡
が
と
れ
る

よ
う
体
制
を
整
え
て
い
る
。
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特
に
優
れ
た
試
み
と
評
価
で
き
る
事
項
（
短
期
大
学
基
準
協
会
）

評
価
領
域
Ⅱ
　
教
育
の
内
容
（
H
1
7
～
H
2
2
）

N
o
評
価

年
度

（
1）
優
れ
た
試
み

29
2

22
学
生
の
学
習
効
果
に
鑑
み
て

1時
間
（
60
分
）
授
業
を

1授
業
時
間
と
し
て
授
業
時
間
の
確
保
に
努
め
て
い
る
。

29
3

22
講
義
科
目
に
至
る
ま
で
小
規
模
で
適
正
な
ク
ラ
ス
編
成
の
実
践
が
徹
底
さ
れ
て
い
る
。

29
4

22
授
業
評
価
結
果
を
受
け
て
授
業
改
善
に
関
す
る
具
体
的
方
策
が
　
専
任
教
員
及
び
兼
任
教
員
の
全
教
員
か
ら
提
出
さ
れ
、
冊
子
と
し
て
公
開
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
全
員
参
加
に
よ
る
懇
談
会
を
開
催
し
て
、
共
通
理
解
を
図
っ

て
い
る
。

29
5

22
初
年
度
教
育
と
し
て
、
全
学
生
を
対
象
に
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
設
け
、
基
礎
学
力
向
上
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
基
礎
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
、
キ
ャ
リ
ア
学
習
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
全
学
科
教
員
が
指
導
に
あ
た
り
教
育

目
的
・
教
育
目
標
の
達
成
に
向
け
て
努
力
し
て
い
る
。

29
6

22
平
成

20
年
度
よ
り
、
専
任
教
員
全
員
が
授
業
公
開
に
参
加
し
、
授
業
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

29
7

22
外
部
講
師
に
よ
る
課
外
講
座
で
は
高
額
な
受
講
料
が
必
要
と
な
る
が
、
受
講
料
の

8割
を
短
期
大
学
が
負
担
し
学
生
の
負
担
軽
減
策
を
講
じ
て
い
る
こ
と
は
、
資
格
取
得
を
援
助
し
よ
う
と
い
う
当
該
短
期
大
学
の
姿
勢
を
よ
く
表

し
て
い
る
。

29
8

22
基
礎
教
育
科
目
の
中
に
外
国
の
言
語
と
文
化
と
し
て
、
英
語
・
ド
イ
ツ
語
・
イ
タ
リ
ア
語
の

3か
国
語
を
開
設
し
、
語
学
の
習
得
に
加
え
て
異
文
化
理
解
に
力
を
注
い
で
い
る
こ
と
は
、
音
楽
短
期
大
学
の
特
性
に
合
っ
た
も
の
と
い

え
る
。

29
9

22
「
ソ
ン
グ
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
世
界
」
な
ど
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
即
応
し
た
科
目
を
開
設
し
て
い
る
。

30
0

22
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ウ
ィ
ー
ン
に
海
外
研
修
施
設
を
設
置
し
て
い
る
。
研
修
を
希
望
す
る
学
生
が
毎
年
参
加
し
、
ウ
ィ
ー
ン
国
立
音
楽
大
学
の
教
授
陣
や
ウ
ィ
ー
ン
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
演
奏
者
か
ら
、
直
接
、
講
義
や
実
技
指
導
を

受
け
て
い
る
。

30
1

22
体
育
科
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
幼
児
教
育
保
育
科
に
お
い
て
も
「
幼
児
体
育
に
秀
で
た
」
保
育
者
の
育
成
を
目
指
し
、
建
学
の
精
神
が
貫
か
れ
て
い
る
。

30
2

22
教
育
課
程
の
科
目
の
種
別
が
多
彩
で
、
授
業
科
目
も
豊
富
で
あ
る
。
特
に
、
「
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
科
目
」
と
し
て
コ
ー
ス
・
学
年
を
越
え
、
併
設
大
学
の
学
生
や
産
業
界
、
地
域
社
会
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
ト
す
る
企
画
は
、
学
生
に
と
っ
て

十
分
に
興
味
が
あ
る
も
の
で
、
人
間
教
育
と
し
て
も
期
待
で
き
る
。

30
3

22
両
学
科
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
打
ち
出
し
た
成
果
発
表
の
機
会
を
設
け
、
教
育
内
容
の
充
実
を
図
ろ
う
と
努
力
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
文
部
科
学
省
に
よ
る
「
質
の
高
い
大
学
教
育
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
（
教
育

G
P）
、
模
擬
店
舗
を

使
っ
た
体
験
学
習
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
、
創
作
実
習
展
、
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
へ
の
参
加
な
ど
、
授
業
時
間
外
の
取
り
組
み
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。

30
4

22
食
物
栄
養
学
科
に
お
い
て
は
、
栄
養
士
資
格
以
外
に
も
他
の
資
格
を
よ
り
多
く
取
得
さ
せ
る
た
め
、
必
修
科
目
を
「
食
物
基
礎
演
習
」
1科
目
と
し
て
い
る
。
学
生
の
要
望
に
応
じ
た
教
育
課
程
を
構
築
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
栄
養

士
の
資
格
向
上
を
図
る
た
め
に
、
マ
ナ
ー
教
育
を
実
践
し
て
い
る
。

30
5

22
生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科
に
お
い
て
は
、
地
元
商
店
街
や
企
業
を
初
め
、
地
域
と
か
か
わ
る
形
で
の
見
学
・
研
修
、
作
品
発
表
、
実
務
研
修
を
と
お
し
て
、
デ
ザ
イ
ン
の
実
践
と
提
案
が
さ
れ
て
お
り
、
単
に
授
業
の
み
で
な
く
、
教
育
内

容
の
向
上
が
図
ら
れ
て
い
る
。

30
6

22
教
員
相
互
に
よ
る
授
業
参
観
を
行
い
、
「
教
員
相
互
に
よ
る
授
業
参
観
授
業
者
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に
よ
っ
て
、
授
業
を
公
開
し
た
教
員
、
参
観
し
た
教
員
が
共
に
学
ぶ
機
会
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

30
7

22
看
護
実
習
委
員
会
に
各
実
習
病
院
の
管
理
者
等
を
参
加
さ
せ
、
施
設
間
の
指
導
内
容
の
統
一
を
図
る
と
と
も
に
学
内
演
習
に
病
院
の
看
護
師
を
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
（
TA
）
と
し
て
参
加
さ
せ
、
指
導
体
制
の
強
化
を

図
っ
て
い
る
。

30
8

22
教
員
と
学
生
の
両
者
が
行
う
授
業
評
価
、
教
員
相
互
の
授
業
参
観
、
理
事
・
評
議
員
に
よ
る
授
業
参
観
の
実
施
な
ど
、
授
業
改
善
に
組
織
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

30
9

22
地
域
総
合
科
学
科
と
し
て
展
開
さ
れ
る
考
古
学
、
歴
史
学
、
音
楽
、
原
子
力
発
電
に
係
る
安
全
学
等
の
講
座
は
、
地
域
と
し
て
の
○
○
市
及
び
○
○
地
域
に
関
す
る
貴
重
な
科
目
と
し
て
開
設
さ
れ
て
い
る
。

31
0

22
学
生
の
日
本
語
能
力
の
向
上
を
目
指
し
、
教
員
が
独
自
の
基
準
を
設
定
し
て
、
習
熟
度
別
ク
ラ
ス
を
設
置
し
て
い
る
。

31
1

22
シ
ラ
バ
ス
が
充
実
し
て
お
り
、
特
に
各
授
業
に
対
す
る
達
成
目
標
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

31
2

22
現
代
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
に
お
い
て
、
「
専
門
教
育
科
目
」
を
「
基
本
科
目
」
、
「
基
幹
科
目
」
に
区
分
し
、
四
つ
の
ス
テ
ー
ジ
科
目
に
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
を
九
つ
の
ユ
ニ
ッ
ト
科
目
に
細
分
し
、
専
門
知
識
の
養
成
を
図
る
と
と
も

に
、
学
生
の
科
目
選
択
の
自
由
を
保
障
し
て
い
る
。

31
3

22
現
代
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
の
習
熟
度
別
授
業
、
食
物
学
科
の
高
等
学
校
理
科
科
目
に
対
す
る
入
学
前
指
導
及
び
理
解
度
試
験
の
実
施
は
、
科
目
の
学
習
効
果
を
高
め
る
と
と
も
に
学
習
意
欲
を
喚
起
す
る
取
り
組
み
で

あ
る
。

-
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特
に
優
れ
た
試
み
と
評
価
で
き
る
事
項
（
短
期
大
学
基
準
協
会
）

評
価
領
域
Ⅱ
　
教
育
の
内
容
（
H
1
7
～
H
2
2
）

N
o
評
価

年
度

（
1）
優
れ
た
試
み

31
4

22
基
礎
分
野
科
目
に
建
学
の
精
神
、
教
育
の
理
念
を
取
り
込
ん
だ
科
目
「
人
と
宗
教
」
を
開
設
し
、
学
生
に
当
該
短
期
大
学
の
精
神
的
基
盤
を
明
確
に
す
る
配
慮
が
さ
れ
て
い
る
。

31
5

22
入
学
早
期
に
歯
科
衛
生
専
門
科
目
を
学
習
さ
せ
、
歯
科
衛
生
士
と
し
て
の
職
業
意
識
の
早
期
育
成
と
プ
ロ
意
識
の
確
立
に
努
め
て
い
る
。

31
6

22
面
接
授
業
に
お
い
て
、
す
べ
て
の
科
目
に
「
イ
ン
ト
ロ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
（
多
様
な
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
し
た
事
前
授
業
）
の
受
講
を
課
し
、
単
位
制
度
の
実
質
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

31
7

22
面
接
授
業
や
科
目
終
末
試
験
は
学
生
が
受
講
・
受
験
し
や
す
い
よ
う
に
全
国
各
地
で
実
施
し
て
お
り
、
働
き
な
が
ら
遠
隔
地
で
学
ぶ
学
生
に
配
慮
し
た
支
援
で
あ
る
。

31
8

22
教
育
課
程
が
基
礎
、
発
展
・
展
開
、
ま
と
め
と
分
か
り
や
す
い
三
つ
の
発
展
的
な
学
び
の
段
階
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
各
段
階
の
科
目
群
は
学
生
に
分
か
り
や
す
く
グ
ル
ー
プ
化
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
開
設
科
目
も
多
種
多
様
で
、

学
生
の
学
び
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
十
分
こ
た
え
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

31
9

22
生
活
文
化
学
科
で
は
、
日
本
文
化
演
習
、
茶
道
、
書
道
、
点
字
・
手
話
、

CG
演
習
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
体
験
、
健
康
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
、
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
・
ダ
ン
ス
・
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
・
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
（
AD

I）
、
オ
ペ
レ
ッ
タ
等
の

内
容
が
開
設
さ
れ
、
学
生
に
と
っ
て
学
ぶ
楽
し
さ
を
も
た
ら
す
と
と
も
に
、
伝
統
的
教
養
と
近
代
的
教
養
の
両
面
を
学
習
す
る
も
の
と
し
て
特
徴
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

32
0

22
専
任
教
員
は
指
定
さ
れ
た
期
間
内
に
一
つ
以
上
の
授
業
を
公
開
し
て
い
る
。
他
の
教
員
は
当
該
授
業
を
自
由
に
参
観
し
見
学
報
告
書
を
作
成
す
る
が
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
授
業
改
善
に
大
き
な
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

32
1

22
全
学
科
・
コ
ー
ス
の
シ
ラ
バ
ス
に
「
環
境
キ
ー
ワ
ー
ド
実
施
予
定
」
、
「
環
境
ポ
イ
ン
ト
（
貢
献
・
負
荷
）
」
を
導
入
し
、
全
教
科
あ
げ
て
学
生
の
環
境
問
題
へ
の
意
識
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

32
2

22
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
生
活
文
化
学
科

3コ
ー
ス
に
学
科
・
コ
ー
ス
必
修
と
し
て
、

1コ
ー
ス
は
選
択
科
目
で
設
定
さ
れ
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
の
学
生
が
受
講
し
て
い
る
。
実
施
に
お
い
て
は
受
け
入
れ
企
業
の
開
拓
、
ア
フ
タ
ー
ケ
ア

等
に
教
員
の
多
大
な
支
援
・
指
導
が
あ
り
、
そ
の
後
の
就
職
活
動
に
も
良
い
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

32
3

22
授
業
方
法
の
改
善
の
た
め
に
公
開
授
業
を
実
施
し
て
お
り
、
参
観
し
た
教
員
が
コ
メ
ン
ト
を
作
成
し
、
教
員
間
の
交
流
を
促
進
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

32
4

22
選
択
科
目
は
受
講
者
が

1人
で
あ
っ
て
も
開
講
し
て
お
り
、
学
生
の
学
習
意
欲
の
向
上
に
寄
与
し
て
い
る
。

32
5

22
1年
次
通
年
必
修
科
目
で
あ
る
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
ゼ
ミ
」
に
お
い
て
は
、
全
専
任
教
員
が
あ
ら
か
じ
め
内
容
を
協
議
し
、
共
通
の
指
導
書
を
作
成
し
て
指
導
に
当
た
っ
て
い
る
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
初
年
次
教
育
と
し
て
優
れ
て
い

る
。

32
6

22
全
コ
ー
ス
に
お
い
て
、
履
修
状
況
に
応
じ
た
華
道
免
状
、
茶
道
許
状
の
取
得
が
可
能
で
あ
る
こ
と
は
、
特
色
あ
る
魅
力
で
あ
る
。
選
択
科
目
と
し
て
も
、
い
け
ば
な
、
茶
の
湯
、
着
物
な
ど
、
京
都
に
関
す
る
共
通
科
目
が
開
講
さ

れ
、
当
該
短
期
大
学
に
ふ
さ
わ
し
い
特
色
を
示
し
て
い
る
。

32
7

22
早
い
時
期
か
ら

FD
活
動
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
、
授
業
内
容
の
見
直
し
や
改
善
の
努
力
を
し
て
い
る
。

32
8

22
シ
ラ
バ
ス
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
閲
覧
が
可
能
で
あ
り
、
加
え
て

CD
-R

O
M
で
も
配
布
さ
れ
、
学
生
の
理
解
に
役
立
つ
よ
う
努
め
て
い
る
。

32
9

22
「
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
京
都
」
の
単
位
互
換
制
度
に
参
加
し
、
平
成

17
年
度
以
降
、
当
該
短
期
大
学
を
特
徴
付
け
る
仏
教
と
保
育
関
連
の
授
業
科
目
を
毎
年

2科
目
開
講
し
て
い
る
。

33
0

22
国
際
看
護
学
を
必
修
科
目
に
置
き
、
外
国
の
医
療
事
情
を
実
際
に
視
察
す
る
機
会
を
与
え
て
い
る
こ
と
は
、
国
際
的
視
野
を
広
げ
、
今
後
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
促
す
こ
と
に
な
る
。

33
1

22
外
国
語
文
化
学
科
の
英
語
科
目
や
保
育
科
の
音
楽
（
器
楽
）
で
は
、
習
熟
度
別
授
業
を
行
っ
て
い
る
。

33
2

22
全
学
生
の
共
通
必
修
科
目
と
し
て
「
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
と
い
う
コ
ア
科
目
を
設
置
し
て
お
り
、
そ
の
科
目
の
中
で
建
学
の
精
神
を
学
生
に
周
知
し
て
い
る
。

33
3

22
建
学
の
精
神
に
基
づ
く
「
人
間
教
育
の
基
礎
」
分
野
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
「
特
別
演
習
Ⅰ

A・
B」
、
「
特
別
演
習
Ⅱ

A・
B」
、
「
人
権
教
育
の
研
究
」
を
全
学
生
対
象
の
必
修
科
目
と
し
て
い
る
。

33
4

22
教
養
教
育
科
目
の
「
教
養
ゼ
ミ
」
や
「
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
」
科
目
群
は
基
礎
学
力
の
補
填
と
短
期
大
学
教
育
の
質
の
保
証
と
し
て
先
進
的
な
試
み
で
あ
る
。

33
5

22
学
生
の
授
業
評
価
結
果
に
対
す
る
教
員
の
改
善
策
等
の
コ
メ
ン
ト
が
学
内
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
に
公
開
さ
れ
学
生
の
閲
覧
に
供
す
る
こ
と
で
、
教
員
・
学
生
双
方
の
授
業
改
善
へ
の
意
識
が
喚
起
さ
れ
て
い
る
。

33
6

22
「
西
宮
市
大
学
交
流
セ
ン
タ
ー
・
共
通
単
位
講
座
」
と
「
放
送
大
学
」
で
の
単
位
互
換
制
度
を
有
し
て
い
る
。
ま
た
、
児
童
教
育
学
科
で
は
「
ク
リ
ス
タ
ル
・
コ
ン
サ
ー
ト
」
（
音
楽
分
野
）
、
「
卒
展
」
（
美
術
分
野
）
、
「
オ
ペ
レ
ッ
タ
合
同
発

表
会
」
（
体
育
分
野
）
等
、
分
野
ご
と
に
学
習
成
果
を
発
表
す
る
機
会
を
設
け
る
な
ど
、
長
年
各
学
科
、
専
攻
・
コ
ー
ス
そ
れ
ぞ
れ
に
学
習
成
果
を
発
表
す
る
た
め
の
事
業
を
意
欲
的
に
展
開
し
て
い
る
。

33
7

22
2年
間
の
学
び
の
集
大
成
と
し
て
、
全
学
生
に
よ
る
小
論
文
集
を
発
行
し
て
い
る
。
専
門
知
識
や
実
習
体
験
を
踏
ま
え
た
学
生
自
身
の
学
び
を
振
り
返
ら
せ
、
そ
の
中
か
ら
、
優
秀
学
生
を
表
彰
し
て
い
る
。
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特
に
優
れ
た
試
み
と
評
価
で
き
る
事
項
（
短
期
大
学
基
準
協
会
）

評
価
領
域
Ⅱ
　
教
育
の
内
容
（
H
1
7
～
H
2
2
）

N
o
評
価

年
度

（
1）
優
れ
た
試
み

33
8

22
教
育
モ
ッ
ト
ー
を
「
清
楚
の
美
、
健
康
の
輝
き
」
と
設
定
し
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
演
習
、
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
、
子
ど
も
学
ゼ
ミ
を
中
心
と
し
た
有
機
的
な
科
目
の
組
み
立
て
に
努
め
、
授
業
評
価
の
結
果
を
活
用
し
、
成
果
を
上
げ
て

い
る
。

33
9

22
併
設
大
学
と
の
単
位
互
換
制
度
に
よ
っ
て
、
多
様
な
授
業
の
履
修
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

34
0

22
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
単
位
化
や
子
育
て
支
援
実
践
演
習
の
科
目
を
開
設
し
て
、
学
生
の
職
業
観
の
確
立
や
就
業
力
育
成
へ
の
取
り
組
み
が
さ
れ
て
い
る
。

34
1

22
教
養
教
育
に
重
点
を
置
い
て
、
学
生
の
学
習
す
る
能
力
を
高
め
よ
う
と
し
て
い
る
取
り
組
み
や
保
育
学
科
に
お
け
る
「
子
ど
も
の
い
る
キ
ャ
ン
パ
ス
」
や
「
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
」
な
ど
、
授
業
外
の
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
で
目
的
意
識
の

低
い
学
生
へ
の
動
機
付
け
を
図
っ
て
い
る
。

34
2

22
専
門
教
育
科
目
「
工
芸
」
で
は
、
萩
焼
と
い
う
伝
統
工
芸
を
体
験
す
る
機
会
が
あ
り
、
地
域
に
根
ざ
し
た
学
習
が
で
き
る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
る
。

34
3

22
平
成

19
年
度
に
「
○
○
大
学
教
育
開
発
機
構
」
を
設
立
し
、
研
修
会
、
研
究
授
業
な
ど
を
実
施
し
、
授
業
改
善
に
向
け
た
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
（
FD
）
活
動
を
全
学
的
に
行
っ
て
い
る
。

34
4

22
健
康
ス
ポ
ー
ツ
学
科
で
は
、
希
望
者
に
対
し
て
併
設
大
学
の
通
信
教
育
課
程
を
活
用
し
た
小
学
校
教
諭
二
種
免
許
状
の
取
得
を
促
し
、
主
体
的
な
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
導
い
て
い
る
。

34
5

22
専
門
教
育
科
目
は
、
コ
ー
ス
制
と
フ
ィ
ー
ル
ド
選
択
制
に
よ
り
学
生
の
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
、
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
に
沿
っ
て
選
択
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

34
6

22
共
通
基
礎
科
目
に
総
合
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
設
け
て
必
修
と
し
、
人
間
教
育
を
行
っ
て
い
る
。

34
7

22
入
学
時
プ
レ
ー
ス
メ
ン
ト
テ
ス
ト
を
導
入
し
て
習
熟
度
別
ク
ラ
ス
編
成
を
す
る
な
ど
、
学
生
の
実
態
に
応
じ
た
授
業
形
態
を
と
っ
て
い
る
。

34
8

22
夏
期
休
業
及
び
春
期
休
業
期
間
を
利
用
し
て
短
期
海
外
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
研
修
の
成
果
は
「
異
文
化
交
流
Ⅰ
」
、
「
異
文
化
交
流
Ⅱ
」
と
し
て
単
位
認
定
を
行
っ
て
い
る
。

34
9

22
教
養
教
育
科
目
と
し
て
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
を
設
置
し
て
い
る
。
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
成
果
に
対
し
て
、
報
告
書
と
、
そ
の
内
容
の
聞
き
取
り
に
よ
っ
て
単
位
認
定
を
行
っ
て
い
る
。

35
0

22
教
育
内
容
と
方
法
に
つ
い
て
は
、
実
習
の
打
ち
合
わ
せ
や
保
育
内
容
検
討
会
に
お
い
て
意
見
交
換
を
し
て
い
る
。
特
に
幼
児
教
育
研
究
会
に
み
ら
れ
る
各
学
生
の
得
意
分
野
（
一
芸
）
を
伸
ば
す
シ
ス
テ
ム
の
導
入
は
、
特
徴

的
な
取
り
組
み
で
あ
る
。

35
1

22
「
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
・
フ
ァ
ー
ス
ト
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
、
学
生
中
心
の
「
気
づ
き
」
を
大
切
に
す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
型
の
授
業
を
増
加
さ
せ
、
教
員
も
積
極
的
に
実
務
教
育
協
会
主
催
の
研
修
会
な
ど
に
参
加
し
、
そ

の
効
果
を
高
め
る
努
力
を
し
て
い
る
。

35
2

22
シ
ラ
バ
ス
は
多
く
の
項
目
か
ら
成
り
、
充
実
し
た
内
容
を
有
し
て
い
る
。
特
に
、
「
前
年
度
の
授
業
詳
細
」
の
項
目
で
は
、
前
年
度
の
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
（
FD
）
活
動
の
報
告
が
さ
れ
て
お
り
、
「
前
年
度
の
授
業
の

自
己
評
価
」
の
欄
で
は
教
員
の
感
想
・
意
見
等
が
記
載
さ
れ
、

FD
活
動
の
学
生
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
。

35
3

22
平
成

21
年
度
は
、
毎
学
期
す
べ
て
の
専
任
教
員
が
授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
そ
れ
ぞ
れ

1回
ず
つ
公
開
授
業
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
公
開
授
業
に
対
し
て
、
多
数
の
教
員
が
参
観
者
と
し
て
授
業
見
学
を
行
っ

て
い
る
。

35
4

22
歯
科
技
工
学
科
で
は
大
学
附
属
病
院
で
の
診
療
見
学
を
必
修
と
し
、
チ
ー
ム
歯
科
医
療
に
参
加
で
き
る
歯
科
技
工
士
養
成
の
た
め
の
実
践
的
な
教
育
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
歯
科
衛
生
学
科
で
は
高
齢
社
会
に

対
応
し
た
科
目
構
成
を
行
い
、
介
護
・
福
祉
関
係
の
資
格
を
取
得
さ
せ
、
地
域
社
会
で
活
躍
で
き
る
人
材
養
成
を
視
野
に
い
れ
た
教
育
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

35
5

22
学
生
が
意
欲
を
持
っ
て
履
修
で
き
る
よ
う
に
、
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
の
生
活
指
導
や
知
識
・
技
術
等
の
学
習
が
将
来
の
職
業
に
い
か
に
つ
な
が
っ
て
い
く
か
に
つ
い
て
授
業
の
中
で
説
明
し
、
学
業
の
意
味
を
考
え
さ
せ
て
い
る
。

35
6

22
シ
ラ
バ
ス
に
よ
る
文
字
情
報
伝
達
だ
け
で
は
な
く
、
各
授
業
の
初
回
に
は
担
当
者
か
ら
そ
の
講
義
内
容
と
成
績
評
価
法
に
つ
い
て
説
明
を
行
う
対
面
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
徹
底
し
て
い
る
。
ま
た
、
学
生
が
担
当
教
員
に
質
問

や
相
談
等
が
し
や
す
い
よ
う
に
シ
ラ
バ
ス
に
オ
フ
ィ
ス
・
ア
ワ
ー
を
記
載
し
て
い
る
。

35
7

22
学
生
に
よ
る
授
業
評
価
、
教
員
相
互
に
よ
る
授
業
観
察
及
び
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
等
が
熱
心
に
行
わ
れ
て
い
る
。
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特
に
優
れ
た
試
み
と
評
価
で
き
る
事
項
（
短
期
大
学
基
準
協
会
）

評
価
領
域
Ⅶ
　
社
会
的
活
動
（
H
1
7
～
H
2
2
)

N
o
評
価

年
度

（
1）
優
れ
た
試
み

1
17

社
会
福
祉
団
体
と
の
連
携
に
よ
る
訪
問
介
護
員
養
成
講
座
の
開
催
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
活
動
へ
の
協
力
、
外
国
人
留
学
生
に
対
す
る
日
本
料
理
の
紹
介
と
調
理
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

2
17

学
生
の
社
会
活
動
と
し
て
、
例
年
、
春
秋

2回
の
献
血
活
動
へ
の
協
力
（
毎
回
平
均

60
数
名
）
、
○
○
市
の
実
施
す
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
協
力
、
教
育
委
員
会
の
要
請
に
よ
る
就
学
時
検
診
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
ほ
か
、
教
員
引
率
に
よ
る
課
外
活
動
に
つ
い
て
は
単
位
認
定
を
行
っ
て
い
る
。

3
17

温
水
プ
ー
ル
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
の
設
置
等
地
域
住
民
の
利
用
も
考
え
た
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

4
17

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
全
学
的
に
取
り
組
み
、
全
学
生
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
手
帳
の
配
布
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
標
語
の
募
集
と
表
彰
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
デ
イ
（
年

4回
）
の
開
催
等
、
特
色
の
あ
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
。

5
17

大
学
祭
で
あ
る
「
○
○
祭
」
に
多
数
の
地
域
住
民
の
参
加
が
あ
り
、
地
域
の
活
性
化
に
寄
与
し
て
い
る
。

6
17

各
学
科
の
特
質
を
活
か
し
た
公
開
講
座
の
開
催
、
社
会
人
の
受
入
、
研
修
生
制
度
等
に
よ
る
卒
業
後
教
育
が
行
わ
れ
、
ま
た
学
生
有
志
に
よ
る
学
習
内
容
を
活
か
し
た
地
域
活
動
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
も
、
教
員
か

ら
の
指
導
・
助
言
を
受
け
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
。

7
17

国
際
交
流
の
一
環
と
し
て
、
看
護
学
科
で
は
フ
ラ
ン
ス
の
病
院
へ
の
研
修
旅
行
が
行
わ
れ
、
ま
た
複
数
の
教
員
が
、
内
外
の
国
際
機
関
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
、
韓
国
で
の
招
待
講
演
や
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
主
治
医
、

JI
CA
専
門
委
員
、
ベ
ト
ナ
ム
・
ラ
オ
ス
保
健
分
野
開
拓
調
査
団
団
長
等
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。
こ
の
他
、
研
究
を
中
心
と
し
た
国
際
会
議
へ
の
出
席
も
行
わ
れ
て
お
り
、
国
際
交
流
、
研
究
活
動
の
国
際
化
が
な
さ

れ
て
い
る
。

8
17

大
学
オ
ー
プ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
等
を
通
じ
て
、
教
育
と
研
究
の
成
果
を
地
域
社
会
に
還
元
す
る
一
方
、
新
た
な
教
育
と
研
究
の
課
題
を
見
出
し
、
新
た
な
教
育
成
果
を
生
み
だ
し
て
い
る
。

9
17

地
域
の
こ
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
｢
こ
ど
も
造
形
教
室
｣
は
過
去

12
年
間
に
わ
た
っ
て
優
れ
た
実
績
を
挙
げ
て
お
り
、
特
色
あ
る
大
学
教
育
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
特
色

G
P）
に
も
採
択
さ
れ
て
い

る
。

10
17

教
員
の
海
外
留
学
、
海
外
出
張
、
国
際
会
議
出
席
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
点
は
、
短
期
大
学
と
し
て
き
わ
め
て
優
れ
た
レ
ベ
ル
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

11
17

大
学
と
短
期
大
学
部
全
学
挙
げ
て
行
わ
れ
る
歴
史
と
伝
統
の
「
○
○
祭
」
（
延
べ
参
加
人
数
約

8万
人
）
は
単
な
る
イ
ベ
ン
ト
で
は
な
く
教
育
、
研
究
の
成
果
を
学
内
外
に
オ
ー
プ
ン
に
す
る
場
で
も
あ
る
。
準
備
へ
の

活
動
の
度
合
い
を
単
位
化
し
て
い
る
点
は
、
参
加
へ
の
積
極
的
な
意
欲
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

12
17

全
学
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
「
食
料
」
、
「
環
境
」
、
「
健
康
」
、
「
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
を
含
め
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
積
極
的
に
地
域
に
働
き
か
け
て
い
る
。

13
17

併
設
四
年
制
大
学
の
姉
妹
校
（

18
カ
国
）
を
中
心
に
短
期
大
学
部
学
生
の
海
外
派
遣
が
な
さ
れ
て
い
る
。

14
17

高
大
連
携
を
は
じ
め
、
湘
北
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
、
産
学
協
同
研
究
、
教
材
開
発
、
教
育
研
修
を
展
開
し
て
い
る
。

15
17

20
周
年
記
念
館
が
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
な
っ
て
、
地
域
社
会
の
教
育
文
化
の
拠
点
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

16
17

デ
ザ
イ
ン
美
術
科
の
特
色
を
生
か
し
、
地
域
社
会
か
ら
デ
ザ
イ
ン
関
係
の
委
託
業
務
を
数
多
く
受
託
し
て
い
る
。
ま
た
、
市
街
地
中
心
部
の
空
洞
化
に
対
し
て
、
街
お
こ
し
の
一
環
と
し
て
学
生
が
積
極
的
に
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
て
い
る
。

17
17

キ
ャ
ン
パ
ス
が
小
さ
な
公
園
の
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、
市
民
が
湧
き
水
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

18
17

平
成

13
年
に
「
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
、
担
当
教
員
と
専
任
職
員
を
配
置
し
、
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
講
座
、
学
内
授
業
の
公
開
講
座
、
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。

19
17

学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
系
サ
ー
ク
ル
が
多
く
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
。

20
17

複
数
の
海
外
教
育
機
関
と
相
互
派
遣
型
交
流
を
行
っ
て
い
る
。

21
17

地
域
社
会
と
の
共
存
を
目
標
に
掲
げ
、
継
続
性
を
も
っ
た
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
チ
ャ
ン
ド
ラ
ゴ
ー
ナ
・
キ
リ
ス
ト
教
病
院
の
子
ど
も
病
棟
支
援
活
動
は
、
教
育
課
程
と
支
援
活
動
が
一
体
と
な
っ
て
い
る
。

22
17

地
域
の
商
店
主
ら
が
相
談
に
訪
れ
た
学
園
祭
に
お
け
る
「
地
域
住
民
や
中
小
企
業
の
た
め
の
経
営
税
務
相
談
コ
ー
ナ
ー
」
は
、
専
門
性
を
活
か
し
た
試
み
で
あ
る
。

23
17

地
域
と
共
生
す
る
姿
勢
を
活
動
の
方
針
と
し
、
教
育
内
容
と
統
合
し
た
形
式
で
教
員
と
学
生
が
一
体
と
な
り
、
継
続
的
に
実
施
し
て
い
る
。
多
胎
児
子
育
て
支
援
や
保
育
所
で
の
子
育
て
支
援
、
不
登
校
児
童
生
徒
支

援
、
口
腔
保
健
指
導
を
通
じ
て
の
保
健
支
援
、
高
齢
者
施
設
に
お
け
る
介
護
支
援
等
学
科
・
コ
ー
ス
の
教
育
内
容
に
関
連
す
る
多
く
の
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
て
い
る
。

24
17

教
員
が
ベ
ン
チ
ャ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
主
催
し
て
自
治
体
や

N
PO
等
と
連
携
し
て
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
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特
に
優
れ
た
試
み
と
評
価
で
き
る
事
項
（
短
期
大
学
基
準
協
会
）

評
価
領
域
Ⅶ
　
社
会
的
活
動
（
H
1
7
～
H
2
2
)

N
o
評
価

年
度

（
1）
優
れ
た
試
み

25
17

商
工
会
議
所
と
の
講
演
会
、
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
山
陰
、
○
○
県
環
境
学
術
研
究
振
興
事
業
、
産
官
学
連
携
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
等
の
他
、
絣
研
究
所
、
北
東
ア
ジ
ア
文
化
総
合
研
究
所
の
設
置
等
、
幅
広
く
豊
か
な
活

動
が
行
わ
れ
て
い
る
。

26
17

学
生
の
保
育
所
等
の
施
設
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
さ
ら
に
地
域
の
園
児
・
児
童
を
対
象
と
し
た
社
会
的
活
動
が
積
極
的
に
推
進
さ
れ
て
い
る
点
は
、
「
人
間
関
係
力
養
成
」
の
学
習
成
果
の
確
認
と
し
て
も
評
価
で

き
、
学
習
成
果
が
そ
の
ま
ま
社
会
的
活
動
と
し
て
生
か
さ
れ
て
い
る
。

27
17

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ
」
と
し
て
、
「
幼
児
教
育
学
演
習
」
受
講
者
に
よ
る
「
こ
ど
も
劇
場
」
を
学
外
の
県
民
ホ
ー
ル
で
毎
年
開
催
し
、
延
べ

17
00
人
の
幼
児
が
参
加
し
て
い
る
。

28
17

教
員
の
地
域
社
会
活
動
が
意
欲
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。

29
17

学
生
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
。
こ
の
体
験
は
企
画
力
、
実
践
力
を
向
上
さ
せ
、
学
生
の
成
長
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

30
17

自
治
体
や
各
種
機
関
の
要
請
に
応
じ
て
、
多
数
の
教
員
が
専
門
的
知
識
･
技
術
を
発
揮
し
な
が
ら
地
域
社
会
に
貢
献
し
て
い
る
。

31
17

高
大
連
携
と
し
て
の
出
前
講
義
を
福
岡
県
内
だ
け
で
は
な
く
、
近
県

6県
を
対
象
に
展
開
し
て
お
り
、
実
績
も
上
げ
て
い
る
。

32
17

平
成

15
年
の
特
色
あ
る
大
学
教
育
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
特
色

G
P）
の
採
択
を
受
け
、
過
去
何
年
に
も
わ
た
る
地
域
高
齢
者
と
学
生
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
効
果
を
上
げ
、
教
員
や
学
生
に
も
好
影
響
を
も
た
ら
し
て

い
る
。

33
17

 「
鶴
鳴
ア
カ
デ
ミ
ア
」
を
は
じ
め
、
各
種
公
開
講
座
、
開
放
講
座
、
講
師
派
遣
等
の
積
極
的
活
動
に
よ
り
、
生
涯
学
習
を
推
進
し
て
い
る
。

34
17

県
立
養
護
学
校
の
｢
総
合
的
な
学
習
の
時
間
｣
と
幼
児
教
育
学
科
の
卒
業
研
究
ゼ
ミ
の
活
動
を
う
ま
く
一
致
さ
せ
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
教
育
課
程
の
中
に
取
り
込
ん
で
い
る
。

35
17

茶
道
文
化
活
動
、
交
通
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
、
多
彩
な
地
域
連
携
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

36
18

子
育
て
支
援
活
動
の
展
開
や
在
宅
心
身
障
害
児
（
者
）
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
授
業
の
一
環
と
し
て
の
学
生
の
海
外
研
修
の
実
施
は
特
記
さ
れ
る
取
組
み
で
あ
る
。

37
18

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
通
じ
て
、
地
域
社
会
に
貢
献
し
て
お
り
、
地
域
社
会
の
行
政
、
商
工
業
、
教
育
機
関
、
文
化
団
体
な
ど
と
効
果
的
な
交
流
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

38
18

平
成

4年
設
置
さ
れ
た
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
の
生
涯
学
習
拠
点
と
し
て
地
域
社
会
に
貢
献
し
て
い
る
。
本
事
業
は
平
成

15
年
度
文
部
科
学
省
の
特
色
あ
る
大
学
教
育
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
特
色

G
P）

（
題
名
「
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
設
置
と
公
開
講
座
の
継
続
実
施
」
）
に
採
択
さ
れ
た
。

39
18

全
学
生

1年
次
必
修
科
目
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ワ
ー
ク
」
に
も
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
建
学
の
精
神
に
基
づ
い
た
全
学
的
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ
り
地
域
社
会
に
貢
献
し
て
い
る
。

40
18

○
○
と
い
う
施
設
を
使
用
で
き
る
こ
と
は
学
生
、
教
員
の
国
際
交
流
を
推
進
す
る
上
で
評
価
で
き
る
。

41
18

学
園
に
付
属
す
る
総
合
研
究
所
と
の
提
携
お
よ
び
学
生
の
社
会
的
活
動
に
対
し
て
は
「

G
SP
（
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
ス
プ
ー
ン
・
プ
ラ
イ
ズ
）
制
度
」
に
基
づ
く
活
動
成
果
の
表
彰
を
通
じ
て
奨
励
と
定
着
を
は

か
っ
て
い
る
。

42
18

時
代
の
要
請
に
応
じ
た
テ
ー
マ
を
選
択
し
、

20
年
以
上
公
開
講
座
を
連
続
し
て
実
施
し
て
い
る
。

43
18

市
役
所
や
地
元
諸
組
織
と
強
い
協
力
関
係
を
築
い
て
い
る
。

44
18

学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
活
発
で
、
教
員
も
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
る
。

45
18

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
建
学
の
精
神
や
学
科
構
成
の
関
係
か
ら
非
常
に
活
発
に
行
わ
れ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
単
位
認
定
も
行
っ
て
い
る
。
そ
の
中
心
で
あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
セ
ン
タ
ー
は
専
従
ス
タ
ッ
フ

と
学
生
が
中
心
と
な
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
事
業
、
講
習
・
講
演
・
講
座
開
講
、
子
育
て
支
援
相
談
室
の
設
置
、
見
学
研
修
事
業
な
ど
を
実
施
し
、
延
べ

1,
22

9人
（
平
成

17
年
度
）
の
学

生
が
関
わ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
活
発
な
活
動
の
結
果
は
、
全
国
の
大
学
、
短
期
大
学
か
ら
視
察
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
。

46
18

学
生
の
社
会
的
活
動
へ
の
参
加
を
積
極
的
に
評
価
し
達
成
感
を
得
さ
せ
る
方
法
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
単
位
を
認
定
す
る
制
度
を
設
け
て
い
る
こ
と
は
有
意
義
な
こ
と
で
あ
り
、
学
生
の
社
会
的
活

動
に
対
す
る
意
識
を
継
続
的
に
高
め
る
こ
と
に
繋
が
る
と
と
も
に
、
今
後
の
参
加
人
数
の
増
加
へ
と
発
展
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
判
断
で
き
、
高
く
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

47
18

3H
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
、
全
学
の
組
織
と
し
て
、
地
域
と
の
連
携
協
力
を
果
た
す
べ
く
活
動
を
開
始
し
て
い
る
。
地
域
住
民
に
と
っ
て
、
短
期
大
学
の
窓
口
が
一
本
化
さ
れ
る
と
活
用
し
や
す
く
、

今
後
の
多
方
面
に
わ
た
る
活
躍
が
期
待
で
き
る
。
教
職
員
の
支
援
の
下
、
学
生
が
地
域
の
祭
り
に
出
展
す
る
こ
と
が

4年
間
継
続
さ
れ
て
い
る
。
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特
に
優
れ
た
試
み
と
評
価
で
き
る
事
項
（
短
期
大
学
基
準
協
会
）

評
価
領
域
Ⅶ
　
社
会
的
活
動
（
H
1
7
～
H
2
2
)

N
o
評
価

年
度

（
1）
優
れ
た
試
み

48
18

教
員
と
学
生
の
調
布
市
、
仙
川
地
区
へ
の
貢
献
度
は
高
い
。
音
楽
専
攻
で
、
恒
常
的
に

20
名
を
超
え
る
社
会
人
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
社
会
人
の
受
け
入
れ
が
、
正
規
の
学
生
の
意
欲
を
高
め
る
と
い
う
良
い

効
果
を
生
ん
で
い
る
。
社
会
的
活
動
は
、
芸
術
系
短
期
大
学
の
特
色
を
い
か
し
、
音
楽
専
攻
が
保
育
園
・
幼
稚
園
・
小
学
校
な
ど
で
「
読
み
聞
か
せ
コ
ン
サ
ー
ト
」
、
病
院
・
施
設
で
慰
問
演
奏
を
実
施
し
て

い
る
。
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
も
、
コ
ン
サ
ー
ト
や
演
奏
会
を
実
施
し
、
地
域
へ
貢
献
し
て
い
る
。
地
域
の
子
供
か
ら
高
齢
者
に
至
る
ま
で
、
地
域
の
人
々
に
対
し
て
、
様
々
な
貢
献
を
し
て
い
る
。
海
外
機
関
と

の
双
方
向
の
国
際
交
流
が
活
発
で
あ
る
。
「
日
本
音
楽
専
修
」
が
あ
る
こ
と
で
、
双
方
向
の
交
流
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
ゲ
ス
ト
・
ス
ピ
ー
カ
ー
の
招
聘
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
い
る
。

49
18

海
外
に
複
数
の
提
携
大
学
を
擁
し
て
い
る
。

50
18

デ
ン
マ
ー
ク
の
関
連
校
と
の
交
流
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

51
18

各
学
科
に
研
究
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
積
極
的
に
地
域
に
働
き
か
け
、
か
つ
実
践
し
て
い
る
。

52
18

教
員
に
よ
る
多
彩
な
公
開
講
座
や
、
学
生
に
よ
る
学
科
の
特
性
を
い
か
し
た
多
様
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
な
さ
れ
て
い
る
。

53
18

海
外
研
修
の
一
環
と
し
て
の
在
外
研
究
員
制
度
が
設
置
さ
れ
て
、
活
発
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

54
18

地
域
社
会
向
け
の
公
開
講
座
、
生
涯
教
育
講
座
な
ど
を
主
催
す
る
と
と
も
に
地
域
の
行
政
、
商
工
業
、
文
化
団
体
な
ど
と
の
交
流
活
動
を
活
発
に
行
っ
て
い
る
。

55
18

○
○
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
「
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
」
へ
運
営
協
力
を
し
、
社
会
的
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。

56
18

地
域
協
働
研
究
所
を
設
置
し
、
短
期
大
学
と
地
域
と
の
双
方
向
連
携
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

57
18

大
学
懇
話
会
、
「
岡
崎
市
民
カ
レ
ッ
ジ
」
サ
テ
ラ
イ
ト
・
オ
フ
ィ
ス
講
座
、
「

21
世
紀
交
流
サ
ロ
ン
・
葵
丘
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
社
会
と
の
交
流
活
動
を
活
発
に
行
っ
て
い
る
。

58
18

国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
加
者
に
渡
航
費
を
支
給
し
て
い
る
。

59
18

公
開
講
座
が
文
部
科
学
省
エ
ル
・
ネ
ッ
ト
「
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
」
に

2年
連
続
採
択
さ
れ
て
い
る
。

60
18

 「
環
境
管
理
活
動
」
（

IS
O

14
00

1認
証
取
得
を
含
む
諸
活
動
）
に
取
組
ん
で
お
り
、
環
境
管
理
推
進
委
員
会
の
委
員
に
学
生
も
参
加
し
、
エ
コ
活
動
に
熱
心
で
あ
る
。

61
18

県
教
育
委
員
会
後
援
の
「
高
校
生
英
語
オ
ー
ラ
ル
・
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ン
テ
ス
ト
」
、
建
学
の
精
神
に
基
づ
い
た
学
生
の
諸
分
野
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

62
18

○
○
院
の
設
立
に
よ
る
宗
門
学
校
の
伝
統
と
信
頼
に
こ
た
え
、
地
元
お
よ
び
諸
公
的
団
体
と
の
連
携
に
よ
る
社
会
的
活
動
に
積
極
的
で
あ
る
。

63
18

京
都
大
学
大
学
院
な
ど
の
留
学
生
を
含
む
、

20
カ
国
の
人
々
と
英
語
で
そ
れ
ぞ
れ
の
母
国
の
文
化
に
つ
い
て
語
り
合
い
、
交
流
し
て
い
る
。

64
18

地
域
の
特
性
を
い
か
し
た
様
々
な
形
態
の
公
開
講
座
を
開
催
し
て
い
る
。

65
18

地
域
社
会
（
商
店
街
）
の
活
性
化
な
ど
学
生
の
参
加
が
活
発
で
あ
る
。

66
18

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
設
立
や
、
地
域
社
会
（
宇
治
市
）
と
緊
密
に
連
携
し
た
社
会
活
動
は
、
地
域
の
研
究
・
教
育
活
動
の
拠
点
と
し
て
の
責
任
感
と
「
仏
教
に
基
づ
く
人
間
教
育
」
を
掲
げ
る
建

学
の
精
神
と
に
支
え
ら
れ
て
お
り
、
今
後
の
発
展
が
期
待
さ
れ
る
。

67
18

看
護
学
科
で
は
、
兵
庫
県
看
護
協
会
「
ま
ち
の
保
健
室
」
の
活
動
拠
点
と
し
て
活
動
し
て
い
る
こ
と
は
評
価
で
き
る
。

68
18

学
生
の
社
会
活
動
に
対
す
る
支
援
、
評
価
が
積
極
的
で
、
長
年
に
わ
た
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
実
績
が
あ
る
。

69
18

地
域
に
根
ざ
し
た
積
極
的
な
社
会
的
活
動
が
、
演
奏
会
、
公
開
講
座
、
市
民
参
加
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
な
ど
多
方
面
に
お
い
て
全
学
的
に
展
開
さ
れ
、
優
れ
た
実
績
を
あ
げ
て
い
る
。

70
18

広
島
市
と
の
官
学
共
同
活
動
や
地
域
と
の
連
携
と
し
て
復
元
バ
ス
事
業
に
関
わ
る
な
ど
、
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
姿
勢
が
み
ら
れ
る
。

71
18

演
奏
活
動
、
公
演
活
動
、
公
開
講
座
な
ど
を
通
し
て
市
民
と
の
幅
広
い
交
流
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

72
18

障
害
者
施
設
、
老
人
施
設
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
て
い
る

73
18

地
域
に
根
ざ
し
、
地
域
と
と
も
に
発
展
す
る
短
期
大
学
と
い
う
運
営
理
念
が
、
実
際
の
活
動
成
果
を
通
じ
て
充
分
に
読
み
取
れ
る
。

74
18

オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
は
、
内
容
、
開
催
回
数
と
も
に
充
実
し
て
お
り
、
地
域
社
会
に
対
す
る
貢
献
度
は
高
い
。

75
18

図
書
館
に
お
け
る
「
凌
霄
文
庫
」
の
存
在
は
、
地
域
文
化
に
貢
献
し
て
い
る
。
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特
に
優
れ
た
試
み
と
評
価
で
き
る
事
項
（
短
期
大
学
基
準
協
会
）

評
価
領
域
Ⅶ
　
社
会
的
活
動
（
H
1
7
～
H
2
2
)

N
o
評
価

年
度

（
1）
優
れ
た
試
み

76
18

社
会
人
向
け
に
造
形
芸
術
セ
ン
タ
ー
で

21
に
及
ぶ
公
開
講
座
を
開
講
し
て
い
る
。

77
18

在
学
す
る
留
学
生
に
対
し
て
は
、
九
州
産
業
大
学
の
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
と
連
携
を
図
り
、
日
本
の
伝
統
文
化
、
風
土
に
触
れ
る
機
会
を
多
く
得
ら
れ
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
る
。

78
18

保
育
科
授
業
の
成
果
と
し
て
発
表
し
て
い
る
オ
ペ
レ
ッ
タ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
市
民
に
広
く
定
着
し
、
好
評
を
得
て
い
る
。

79
18

社
会
的
な
活
動
と
し
て
「
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
に
加
え
て
各
学
科
、
専
攻
の
積
極
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
展
開
が
認
め
ら
れ
る
。

80
18

「
国
際
協
力
と
地
域
貢
献
」
の
理
念
の
も
と
、
周
辺
地
区
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、
ご
み
拾
い
と
い
う
身
近
の
社
会
活
動
を
は
じ
め
県
主
催
の
研
修
会
な
ど
に
も
協
力
し
、
積
極
的
に
地
域
貢
献
を
行
っ
て
い

る
。
国
際
交
流
に
お
い
て
も
多
く
の
学
生
が
交
流
協
定
校
と
相
互
訪
問
を
行
う
な
ど
実
績
を
あ
げ
て
い
る
。
ま
た
、
高
大
連
携
な
ど
、
ほ
か
の
教
育
機
関
と
の
連
携
面
で
の
活
発
な
社
会
貢
献
活
動
が
な
さ
れ

て
い
る
。

81
19

AE
L事
業
（
公
開
講
座
）
を
中
心
と
す
る
社
会
的
活
動
は
、
建
学
の
精
神
で
あ
る
「
地
域
に
開
か
れ
た
大
学
」
と
し
て
の
使
命
を
充
分
に
果
た
す
も
の
で
あ
る
。

82
19

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
、
様
々
な
社
会
的
活
動
へ
の
取
組
み
が
極
め
て
積
極
的
に
推
進
さ
れ
て
い
る
。
「

O
O

JC
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
」
や
「
サ
テ
ラ
イ
ト
教
室
−
あ
お
ぞ
ら
−
」
の
他
に
も
「
生
涯
学

習
講
座
」
で
多
く
の
講
座
を
開
催
し
、
し
か
も
多
数
の
受
講
者
を
集
め
好
評
を
得
て
い
る
。

83
19

「
社
会
的
活
動
は
学
生
に
と
っ
て
貴
重
な
学
び
の
場
」
と
い
う
理
念
の
下
、
幅
広
い
分
野
の
数
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
・
地
域
活
動
・
地
域
貢
献
を
、
積
極
的
、
日
常
的
に
支
援
し
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど

の
学
生
が
自
主
的
に
参
加
し
て
い
る
。

84
19

地
域
に
開
か
れ
た
短
期
大
学
と
し
て
、
行
政
や
各
種
団
体
な
ど
と
の
連
携
、
交
流
に
努
め
、
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
や
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
な
ど
を
通
し
て
、
地
域
と
の
共
生
や
高
大
連
携
へ
の
努
力
が
な
さ
れ
て

い
る
。

85
19

地
域
文
化
の
研
究
・
継
承
と
し
て
は
、
ア
イ
ヌ
文
化
事
業
の
推
進
、
地
域
振
興
へ
の
協
力
を
行
っ
て
い
る
。
特
に
ア
イ
ヌ
文
化
事
業
で
あ
る
ア
イ
ヌ
文
化
の
研
究
は
、
文
部
科
学
省
の
補
助
金
を
受
け
て

8年
間
に
わ
た
り
そ
の
成
果
を
出
版
す
る
も
の
で
あ
り
、
全
学
科
の
正
規
科
目
で
あ
る
「
ア
イ
ヌ
語
」
お
よ
び
「
ア
イ
ヌ
伝
承
」
の
教
育
と
も
連
動
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
ア
イ
ヌ
研
究
の
研
究
員
を

2
名
雇
用
し
、
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
な
ど
で
の
講
師
を
担
当
し
て
い
る
。
ア
イ
ヌ
語
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
金
田
一
京
助
博
士
の
記
念
文
庫
に
は
貴
重
な
記
録
や
文
献
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
ア
イ
ヌ
語
文
化

研
究
と
そ
の
知
的
資
産
の
社
会
へ
の
還
元
は
、
独
自
の
も
の
で
あ
る
。

86
19

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
多
数
の
公
開
講
座
、
地
方
自
治
体
な
ど
と
連
携
し
て
行
う
「
提
携
講
座
」
な
ど
が
開
催
さ
れ
、
地
域
社
会
の
文
化
・
教
育
・
生
活
等
の
活
性
化
へ
の
取
組
み
や
同

セ
ン
タ
ー
で
発
行
し
て
い
る
月
刊
「
酪
農
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
は
高
い
貢
献
度
が
認
め
ら
れ
る
。

87
19

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
デ
ー
を
設
定
し
、
学
生
全
員
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
て
い
る
。

88
19

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
・
民
話
交
流
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
地
域
社
会
と
の
活
発
な
交
流
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

89
19

学
生
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
盛
ん
で
、
短
期
大
学
と
し
て
も
学
生
の
活
動
を
熱
心
に
支
援
・
促
進
し
て
お
り
、
地
域
社
会
に
幅
広
く
貢
献
し
て
い
る
。

90
19

思
春
期
の
高
校
生
を
対
象
と
し
た
学
生
に
よ
る
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

91
19

五
つ
の
担
当
組
織
を
も
つ
「
地
域
交
流
委
員
会
」
を
設
置
し
、
積
極
的
に
地
域
貢
献
や
外
部
へ
の
情
報
発
信
に
努
め
て
い
る
。

92
19

独
自
の
社
会
貢
献
へ
の
取
組
み
と
し
て
、
ク
ラ
ブ
に
よ
る
「
出
前
公
演
」
が
あ
り
、
主
に
和
太
鼓
や
ダ
ン
ス
部
な
ど
が
地
域
の
福
祉
施
設
や
自
治
体
で
活
動
し
て
い
る
。

93
19

町
の
後
援
を
得
て
、
毎
年
「
世
界
レ
ン
ゲ
祭
」
に
参
加
す
る
ほ
か
、
ク
リ
ス
マ
ス
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
、
地
域
の
行
事
に
参
加
し
、
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
文
化
的
活
動
の
一
端
を
担
っ
て
い

る
。

94
19

留
学
生
を
受
け
入
れ
た
り
、
学
生
を
海
外
系
列
校
へ
の
短
期
留
学
や
海
外
実
習
に
派
遣
し
た
り
す
る
こ
と
を
教
育
の
一
環
と
し
て
取
組
ん
で
い
る
。

95
19

「
嘉
悦
杯
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」
を

20
年
間
に
わ
た
り
開
催
し
て
い
る
。
本
事
業
は
地
域
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
み
な
ら
ず
、
女
性
の
向
上
心
を
高
め
、
建
学
の
精
神
に
も
沿
っ
た
も
の
で
あ

る
。

96
19

稲
城
市
の
子
育
て
支
援
事
業
や
稲
城
市
以
外
の
近
隣
地
域
の
教
育
・
子
育
て
へ
の
支
援
な
ど
、
幅
広
く
地
域
社
会
へ
貢
献
し
て
い
る
。

97
19

地
域
社
会
と
の
交
流
活
動
と
し
て
、
当
該
短
期
大
学
が
地
元
自
治
体
や
各
種
団
体
と
連
携
し
て
専
門
分
野
を
い
か
し
た
取
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
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特
に
優
れ
た
試
み
と
評
価
で
き
る
事
項
（
短
期
大
学
基
準
協
会
）

評
価
領
域
Ⅶ
　
社
会
的
活
動
（
H
1
7
～
H
2
2
)

N
o
評
価

年
度

（
1）
優
れ
た
試
み

98
19

「
子
育
て
広
場
」
の
取
組
み
を
通
じ
て
、
行
政
機
関
や
福
祉
施
設
な
ど
の
協
力
要
請
に
も
よ
く
対
応
し
、
地
域
社
会
に
貢
献
し
て
い
る
。

99
19

幼
児
教
育
科
に
お
い
て
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
行
わ
れ
、
多
く
の
学
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
経
験
し
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
住
民
が
参
加
で
き
る
講
演
会
、
研
修
会
、
講
座
が
開
催

さ
れ
て
い
る
。

10
0

19
短
期
・
長
期
を
含
め
て
、
海
外
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
豊
富
で
充
実
し
、
単
位
化
も
な
さ
れ
て
い
る
。

10
1

19
授
業
と
の
関
連
で
ク
ラ
ス
ご
と
に
分
担
を
決
め
て
通
学
路
や
公
園
の
掃
除
を
行
っ
て
い
る
こ
と
は
、
地
域
の
中
に
あ
る
短
期
大
学
に
と
っ
て
有
意
義
な
こ
と
で
あ
る
。

10
2

19
教
育
研
究
所
の
公
開
講
座
を
は
じ
め
、
目
白
学
園
学
生
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
託
児
所
、
子
ど
も
学
科
の
「
飼
育
栽
培
実
習
」
な
ど
、
地
域
の
生
涯
学
習
や
地
域
交
流
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
。

10
3

19
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
社
会
的
活
動
で
あ
る
と
と
も
に
、
保
育
者
養
成
の
教
育
の
一
環
と
し
て
奨
励
・
推
進
さ
れ
て
い
る
。
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
支
援
す
る
た
め
に
実
習
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
、
専
門
の
学
習
と
実
習
や
就
職
に
つ
な
が
っ
て
、
質
の
高
い
保
育
者
養
成
教
育
と
な
っ
て
い
る
。

10
4

19
保
育
学
科
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
事
前
・
事
後
講
義
を
重
視
し
、
学
生
個
々
に
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
ノ
ー
ト
」
を
作
成
し
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
教
育
的
成
果
の
上
で
意
義
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。

10
5

19
特
色

G
P家
庭
教
師
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
継
続
の
た
め
、
経
費
や
安
全
面
の
方
策
を
講
じ
、
教
職
員
全
員
で
学
生
の
支
援
体
制
を
取
っ
て
い
る
。

10
6

19
歯
科
医
療
従
事
者
と
し
て
、
好
ま
し
い
対
人
関
係
や
保
健
医
療
の
職
業
観
を
育
む
た
め
に
、
地
域
貢
献
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
授
業
科
目
に
取
入
れ
て
活
動
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
に
も
学
生
の
自

主
的
参
加
に
よ
る
活
動
を
多
数
企
画
し
て
い
る
。

10
7

19
地
域
社
会
と
協
力
し
て
、
「
フ
ル
ー
ツ
王
国
・
長
野

in
清
泉
」
や
「
研
究
交
流
会

 読
書
と
文
化
」
な
ど
の
地
域
学
習
支
援
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
し
、
地
域
で
の
学
習
活
動
を
積
極
的
に
推
進
・
支
援
し

て
い
る
。

10
8

19
長
野
県
教
育
委
員
会
、
長
野
市
教
育
委
員
会
と
の
連
絡
懇
談
会
を
定
期
的
に
開
催
し
、
学
習
チ
ュ
ー
タ
ー
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
、
長
野
市
立
高
校
と
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
連
携
な
ど
に

よ
り
地
方
教
育
行
政
に
積
極
的
に
協
力
し
て
い
る
。

10
9

19
平
成

13
年
度
よ
り
同
一
法
人
内
の
高
校
と
高
大
連
携
教
育
を
実
施
し
、
高
校

3年
生
を
対
象
に
英
語
・
国
語
・
保
育
の

3コ
ー
ス
を
開
設
し
て
い
る
。
ま
た
、
平
成

14
年
度
よ
り
、
受
講
生
徒
を
「
科
目
等
履

修
生
徒
」
と
し
、
日
本
語
日
本
文
学
科
お
よ
び
英
語
英
文
科
に
入
学
後
は
、

1単
位
を
認
定
す
る
協
定
書
を
取
り
交
わ
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
平
成

17
年
度
か
ら
は
保
育
コ
ー
ス
で
高
校

1年
生
を
対
象
に
授

業
を
実
施
し
て
い
る
。

11
0

19
海
外
派
遣
に
つ
い
て
は
、
約

5ヶ
月
間
の
「
認
定
留
学
制
度
」
が
あ
り
、
協
定
校
か
ら
の
成
績
に
基
づ
い
た

15
単
位
ま
で
の
単
位
認
定
や
一
部
の
学
生
に
授
業
料
半
額
免
除
お
よ
び
奨
学
金
授
与
を
行
い
、
留

学
制
度
の
推
進
に
努
め
て
い
る
。

11
1

19
多
く
の
教
員
が
地
域
団
体
の
委
員
な
ど
と
し
て
貢
献
し
て
お
り
、
社
会
的
活
動
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
と
貢
献
度
は
高
い
。
特
に
平
成

18
年
度
は
、
現
代

G
Pに
採
択
さ
れ
た
「
食
を
テ
ー
マ
と
し
た
地
域
活

性
化
」
に
関
連
し
て
、
短
期
大
学
部
全
体
で
地
域
貢
献
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

11
2

19
学
生
も
多
く
の
地
域
の
行
事
に
参
加
す
る
な
ど
、
地
域
活
動
に
積
極
的
に
取
組
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
、
学
長
賞
の
表
彰
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
一
つ
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
地
域
へ
の
積
極
的
な
貢
献
が
含

ま
れ
て
い
る
。

11
3

19
地
域
が
求
め
る
人
材
供
給
に
的
確
に
応
じ
地
域
社
会
へ
の
貢
献
を
果
た
し
て
い
る
。
地
元
自
治
体
と
の
包
括
協
定
締
結
、
構
内
図
書
館
施
設
に
は
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
、
地
域
貢
献
セ
ン
タ
ー
が
整
備
さ
れ
て

い
る
。

11
4

19
地
域
社
会
と
の
交
流
の
一
環
と
し
て
、
当
該
短
期
大
学
の
施
設
、
具
体
的
に
は
ク
リ
ス
タ
ル
ホ
ー
ル
、
葵
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
調
理
実
習
室
な
ど
の
貸
出
し
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。

11
5

19
高
校
生
と
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
や
ク
ッ
キ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
当
該
短
期
大
学
の
教
育
内
容
を
高
校
生
に
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。

11
6

19
地
域
の
幼
児
・
児
童
・
保
護
者
対
象
の
、
学
生
自
身
に
よ
る
企
画
・
製
作
・
運
営
・
発
表
の
活
動
と
し
て
、
授
業
「
保
育
内
容
指
導
法
―実
践
研
究
―」
の
最
終
発
表
の
場
で
も
あ
る
「
り
ゅ
う
じ
ょ
う
子
ど

も
フ
ェ
ス
タ
」
を
実
施
し
て
い
る
。

11
7

19
当
該
短
期
大
学
の
専
門
性
を
い
か
し
て
、
講
演
会
、
公
開
講
座
、
学
生
に
よ
る
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
地
域
活
動
に
積
極
的
に
取
組
ん
で
い
る
。
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特
に
優
れ
た
試
み
と
評
価
で
き
る
事
項
（
短
期
大
学
基
準
協
会
）

評
価
領
域
Ⅶ
　
社
会
的
活
動
（
H
1
7
～
H
2
2
)

N
o
評
価

年
度

（
1）
優
れ
た
試
み

11
8

19
併
設
さ
れ
た
仏
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
・
育
児
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
が
、
地
域
社
会
に
対
し
て
各
種
講
座
を
開
催
し
、
企
業
や
自
治
体
と
の
共
同
企
画
、
共
催
に
よ
る
講
師
派
遣
や
講
座
を
開
催
し
、
学
習
の

機
会
を
提
供
し
て
い
る
。

11
9

19
平
成

15
年
か
ら
学
生
が
自
主
的
に
取
組
む
地
域
住
民
と
学
生
の
安
全
を
守
る
地
域
安
全
部
会
｢
セ
ー
フ
テ
ィ
た
か
だ
｣
は
、
地
元
密
着
型
で
学
生
主
体
に
よ
る
地
域
貢
献
で
あ
り
、
内
容
的
に
も
充
実
し
て
い

る
。

12
0

19
近
隣
自
治
体
や
併
設
大
学
と
共
催
で
、
音
楽
専
門
教
育
機
関
の
特
性
を
最
大
限
に
い
か
し
た
演
奏
会
や
公
開
講
座
が
地
域
社
会
に
向
け
て
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。

12
1

19
学
生
の
社
会
的
活
動
に
対
し
「
音
楽
社
会
活
動
賞
」
の
褒
賞
制
度
を
設
定
し
、
社
会
的
活
動
を
積
極
的
に
評
価
す
る
た
め
に
「
社
会
活
動
特
別
実
習
」
と
し
て
単
位
認
定
制
度
を
設
け
る
な
ど
、
促
進
策
を

と
っ
て
い
る
。

12
2

19
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
主
体
と
し
た
、
募
金
活
動
、
ホ
ー
ム
レ
ス
の
人
た
ち
へ
の
救
済
支
援
な
ど
、
建
学
の
精
神
・
教
育
理
念
に
立
脚
し
た
活
動
が
先
輩
諸
姉
の
過
去
の
活
動
か
ら
継
続
し
て
い
る
。

12
3

19
学
内
に
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
を
常
設
し
て
、
地
域
の
人
々
の
学
習
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
教
養
、
趣
味
、
技
能
の
向
上
、
資
格
取
得
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ジ
ャ
ン
ル
に
お
い
て
種
々
の
講
座
を
開
設
し
て
、
多
く
の

参
加
者
の
も
と
に
長
期
間
に
わ
た
っ
て
実
施
し
て
い
る
。

12
4

19
保
育
学
科
の
学
生
を
中
心
と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
「
た
ん
ぽ
ぽ
」
は
、
地
元
行
政
か
ら
も
評
価
さ
れ
、
補
助
金
も
受
け
て
お
り
、
そ
の
活
動
実
績
は

10
年
を
超
え
て
い
る
。

12
5

19
大
手
前
大
学
と
の
協
同
活
動
で
あ
る
「

VI
O
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
イ
ン
大
手
前
」
が
伊
丹
市
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
セ
ン
タ
ー
に
加
入
し
、
障
害
者
ス
ポ
－
ツ
大
会
の
支
援
な
ど
に
積
極
的
に
活

動
し
て
い
る
。

12
6

19
地
域
の
一
般
市
民
の
た
め
の
公
開
講
座
の
開
講
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た
短
期
大
学
と
し
て
の
使
命
を
果
た
し
て
い
る
。
こ
ど
も
学
科
と
い
う
専
門
を
い
か
し
た
「
音
楽
リ
サ
イ
タ
ル
」
と
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
た
「
パ
ソ
コ
ン
講
座
」
は
、
社
会
活
動
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

12
7

19
昭
和

43
年
か
ら
の
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
で
の
泊
り
込
み
の
奉
仕
活
動
を
は
じ
め
、
様
々
な
社
会
的
活
動
は
当
該
短
期
大
学
の
建
学
の
精
神
に
基
づ
く
も
の
で
、
学
生
は
教
員
の
指
導
支
援
の
下
に
身
を

も
っ
て
そ
の
精
神
を
具
現
化
し
、
地
域
社
会
に
貢
献
し
て
い
る
。

12
8

19
市
町
村
や
企
業
か
ら
の
依
頼
に
よ
る
、
道
路
沿
い
の
巨
大
壁
画
の
制
作
や
古
代
遺
跡
で
の
オ
ブ
ジ
ェ
の
制
作
な
ど
、
地
域
に
向
け
た
積
極
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

12
9

19
ス
ペ
イ
ン
の
大
学
と
の
学
生
の
訪
問
や
そ
の
作
品
の
相
互
展
示
な
ど
の
交
流
を
行
っ
て
い
る
。

13
0

19
公
開
講
座
の
中
に
「
奈
良
の
食
文
化
」
や
「
正
倉
院
文
書
を
読
む
」
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
地
域
に
開
か
れ
、
地
域
に
育
ま
れ
て
き
た
当
該
短
期
大
学
の
社
会
貢
献
、
成
果
の
地
域
社
会
へ
の
還
元
と
し
て

い
る
。

13
1

19
学
生
の
自
発
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
教
育
の
中
に
積
極
的
に
取
入
れ
て
い
こ
う
と
す
る
姿
勢
が
み
ら
れ
る
。

13
2

19
平
成

13
年
度
に
「
順
正
短
期
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
が
設
置
さ
れ
、
専
任
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
高
梁
市
と
密
接
な
連
携
を
と
り
つ
つ
地
域
に
開
か
れ
た
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

13
3

19
大
学
・
短
期
大
学
に
地
域
生
活
研
究
所
を
設
置
し
て
、
「
都
市
エ
リ
ア
産
学
官
連
携
促
進
事
業
委
託
研
究
資
金
」
を
獲
得
し
て
い
る
。
そ
の
活
動
に
よ
り
製
品
開
発
に
つ
な
が
る
具
体
的
成
果
が
数
多
く
生
ま

れ
て
い
る
。

13
4

19
複
数
の
教
員
が
○
○
市
の
審
議
会
委
員
に
加
わ
り
、
地
域
貢
献
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
は
高
い
。

13
5

19
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
置
、
単
位
認
定
科
目
の
開
講
、

M
AS
賞
な
ど
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
奨
励
支
援
す
る
施
策
が
と
ら
れ
て
い
る
。

13
6

19
平
成

11
年
度
よ
り
開
講
し
て
い
る
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
を
通
し
て
、
積
極
的
に
当
該
短
期
大
学
を
社
会
に
開
放
し
て
教
育
と
研
究
の
成
果
を
地
域
に
還
元
し
て
い
る
。
受
講
者
は
毎
年

80
0名
近
く
に
な
り
、

豊
富
な
内
容
の
講
座
を
提
供
し
て
い
る
。

13
7

19
学
生
自
治
会
が
主
体
と
な
っ
て
昭
和

30
年
か
ら
現
在
に
わ
た
っ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続
け
て
お
り
、
地
域
社
会
へ
貢
献
し
て
い
る
。
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特
に
優
れ
た
試
み
と
評
価
で
き
る
事
項
（
短
期
大
学
基
準
協
会
）

評
価
領
域
Ⅶ
　
社
会
的
活
動
（
H
1
7
～
H
2
2
)

N
o
評
価

年
度

（
1）
優
れ
た
試
み

13
8

19
教
養
教
育
科
目
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ワ
ー
ク
Ⅰ
で
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
（

N
PO
）
な
ど
か
ら
外
部
講
師
を
招
き

15
回
の
講
義
を
行
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ワ
ー
ク
Ⅱ
で
は
、

30
時
間
の
体
験
学
習
を
学

生
自
ら
計
画
し
て
実
践
し
て
い
る
。
こ
の
科
目
が
、
学
生
が
積
極
的
に
社
会
活
動
を
行
う
基
盤
と
な
り
、
学
校
全
体
に
お
け
る
社
会
的
活
動
の
活
性
化
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

13
9

19
地
域
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
が
、
地
域
観
光
の
事
業
と
相
応
し
て
お
り
、
研
究
室
制
度
が
有
機
的
に
働
い
て
い
る
の
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
地
域
社
会
に
対
し
て
数
多
く
の
公
開
講
座
を
開
講
し
、

3,
00

0人
近
い
住
民
を
受
け
入
れ
、
地
域
へ
の
還
元
を
行
っ
て
い
る
。

14
0

19
平
成

16
年
度
の
地
域
参
画
推
進
事
業
の
学
外
拠
点
施
設
と
し
て
の
信
愛
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
リ
リ
ウ
ム
の
設
置
と
活
動
に
対
し
て
、
「
地
方
都
市
に
お
け
る
地
域
参
画
型
短
期
大
学
教
育
」
と
し
て
文

部
科
学
省
の
「
特
色
あ
る
大
学
教
育
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
特
色

G
P）
」
の
採
択
を
受
け
て
い
る
。

14
1

19
図
書
館
の
地
域
開
放
を
平
成

2年
か
ら
行
い
、
学
生
と
同
一
条
件
で
貸
出
・
閲
覧
を
さ
せ
、
か
な
り
の
利
用
実
績
が
あ
る
。

14
2

19
地
域
密
着
型
短
期
大
学
の
一
つ
の
在
り
方
と
し
て
、
当
該
短
期
大
学
独
自
で
「
小
学
校
英
語
教
育
活
動
」
の
支
援
を
し
て
い
る
。

14
3

19
長
年
に
わ
た
り
短
期
・
長
期
留
学
を
積
極
的
に
行
い
学
生
の
英
語
能
力
の
向
上
に
努
め
て
い
る
。
半
年
間
の
単
位
認
定
留
学
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
準
備
の
た
め
の
教
育
課
程
も
整
備
さ
れ
、
高
い
英
語
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
も
つ
学
生
の
養
成
に
役
立
っ
て
い
る
。

14
4

20
「
地
域
社
会
の
文
化
の
向
上
と
福
祉
へ
の
貢
献
」
と
い
う
教
育
理
念
を
実
現
す
る
た
め
、
生
涯
教
育
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
年
間

10
講
座
、

35
講
義
の
公
開
講
座
を
開
設
し
て
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
を
図

る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

14
5

20
図
書
館
の
地
域
開
放
を
行
っ
て
お
り
、
ま
た
、
当
該
短
期
大
学
周
辺
地
域
の
月
寒
地
区
に
お
い
て
、
町
内
会
や
商
店
街
と
連
携
し
て
新
聞
作
り
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
作
成
な
ど
の
協
力
を
行
っ
て
い
る
。

14
6

20
地
元
小
学
校
の
児
童
英
語
教
育
に
対
し
て
教
員
や
英
文
学
科
学
生
の
協
力
体
制
を
築
き
、
実
践
し
て
い
る
。

14
7

20
地
域
に
公
開
す
る
「
農
業
セ
ミ
ナ
ー
」
や
「
保
育
セ
ミ
ナ
ー
」
、
全
学
科
あ
げ
て
の
「
総
合
芸
術
（
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
活
動
）
」
は
長
年
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
て
お
り
、
学
生
の
教
育
研
究
活
動
に
寄
与
す
る

と
と
も
に
、
地
域
に
も
定
着
し
市
民
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

14
8

20
キ
リ
ス
ト
教
に
基
づ
い
た
教
育
理
念
の
具
現
化
の
場
と
し
て
①
キ
リ
ス
ト
教
の
理
解
、
②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
③
平
和
の
実
現
、
④
地
域
社
会
と
の
連
携
、
と
い
う
四
つ
の
柱
を
定
め
、
全
学
的
に
認
知
さ
れ
た

活
動
を
行
っ
て
い
る
ス
ミ
ス
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
機
能
さ
せ
、
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
社
会
的
活
動
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
シ
ス
テ
ム
作
り
が
さ
れ
、
活
発
な
活
動
が
展

開
さ
れ
て
い
る
。

14
9

20
認
知
症
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
教
員
と
学
生
に
よ
る
劇
団
「
あ
ど
は
だ
り
」
を
結
成
し
、
学
内
外
に
お
い
て
演
劇
に
よ
る
公
演
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

15
0

20
高
齢
者
介
護
に
お
け
る
高
齢
者
の
言
葉
の
理
解
の
た
め
、
介
護
実
習
指
導
の
授
業
の
中
で
「
津
軽
こ
と
ば
講
座
」
を
設
け
、
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
目
的
と
し
て
津
軽
弁
の
知
識
を
教
育
し
て
い

る
。

15
1

20
現
職
の
幼
稚
園
教
諭
・
保
育
士
の
た
め
の
リ
カ
レ
ン
ト
講
座
を
開
講
し
て
お
り
、
地
域
社
会
に
貢
献
し
て
い
る
。

15
2

20
仙
台
市
教
育
委
員
会
と
締
結
し
た
覚
書
に
よ
り
、
平
成

20
年
度
よ
り
希
望
し
た
学
生
を
仙
台
市
立
学
校
に
教
育
補
助
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
派
遣
し
て
い
る
。

15
3

20
地
元
自
治
体
か
ら
委
託
さ
れ
た
サ
テ
ラ
イ
ト
・
キ
ャ
ン
パ
ス
事
業
と
し
て
「
ま
ち
な
か
子
育
て
支
援
事
業
」
を
行
い
、
預
か
り
保
育
や
高
齢
者
・
障
が
い
者
ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ
、
子
育
て
や
介
護
の
個
別
相
談
な

ど
を
毎
週
実
施
し
、
そ
れ
ら
に
学
生
も
多
数
参
加
し
て
い
る
。

15
4

20
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
や
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
併
設
四
年
制
大
学
と
合
わ
せ
て
年
間

10
0講
座
程
度
の
公
開
講
座
や
、
卒
業
生
対
象
の
管
理
栄
養
士
国
家
試
験
対
策
・
リ
カ
レ
ン
ト
教
育

な
ど
を
実
施
す
る
な
ど
意
欲
的
で
あ
る
。
ま
た
、
水
戸
市
を
始
め
近
辺
の
市
と
協
定
を
結
ん
だ
り
、
茨
城
県
教
育
委
員
会
と
の
「
茨
城
ゆ
う
ゆ
う
カ
レ
ッ
ジ
」
や
「
高
大
連
携
事
業
」
な
ど
、
行
政
と
連
携
し

て
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

15
5

20
平
成

18
年
度
に
は
高
等
学
校
側
か
ら
の
要
請
を
受
け
て
特
定
の
高
等
学
校
と
連
携
校
の
提
携
を
結
び
、
平
成

19
年
度
に
は
年
間
合
計

8日
間
（
出
張
講
義

2日
、
当
該
短
期
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
で

6日
間
）
講
義

や
実
習
を
行
っ
て
い
る
。
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特
に
優
れ
た
試
み
と
評
価
で
き
る
事
項
（
短
期
大
学
基
準
協
会
）

評
価
領
域
Ⅶ
　
社
会
的
活
動
（
H
1
7
～
H
2
2
)

N
o
評
価

年
度

（
1）
優
れ
た
試
み

15
6

20
公
開
講
座
に
は
、
コ
ー
ラ
ス
、
陶
芸
入
門
、
臨
床
心
理
学
、
日
常
英
会
話
、
パ
ソ
コ
ン
入
門
な
ど
、
教
育
内
容
を
十
分
に
発
揮
し
た
多
彩
な
講
座
が
設
け
ら
れ
、
所
沢
市
、
狭
山
市
な
ど
近
隣
地
域
の
市
民

53
0人
（
平
成

19
年
度
）
が
参
加
し
高
い
評
価
を
得
て
お
り
、
地
域
に
密
着
し
た
高
等
教
育
機
関
の
社
会
的
活
動
と
し
て
大
き
な
実
績
を
あ
げ
て
い
る
。

15
7

20
国
語
国
文
専
攻
に
設
け
ら
れ
た
国
語
国
文
学
会
の
活
動
に
積
極
的
に
学
生
を
、
活
動
に
参
加
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
、
英
語
英
文
専
攻
に
お
い
て
は
、
卒
業
生
や
地
域
の
社
会
人
な
ど
を
対
象
に
し
た
「
小
学
校

英
語
指
導
者
養
成
講
座
」
を
土
曜
日
に
開
講
す
る
な
ど
、
地
域
・
行
政
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

15
8

20
市
町
村
と
の
一
般
的
な
協
力
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
元
吉
見
町
と
取
り
交
わ
し
た
｢
地
域
連
携
に
関
す
る
協
定
書
｣
に
基
づ
き
人
的
・
知
的
資
源
の
交
流
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
の
教
員
が
社
会
的
な
活

動
に
従
事
し
、
教
育
研
究
を
通
じ
て
地
域
社
会
へ
の
貢
献
を
果
た
し
て
い
る
。

15
9

20
狭
山
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
と
連
携
し
て
、
教
職
員
や
学
生
が
取
材
し
た
も
の
に
専
門
家
が
手
を
加
え
た
番
組
を
制
作
し
、
そ
れ
ら
が
年
間
を
通
し
て
毎
日
放
送
（
毎
週
木
曜
日
更
新
）
さ
れ
て
い
る
。

16
0

20
派
遣
奨
学
生
と
し
て
留
学
か
ら
帰
国
し
た
学
生
を
外
国
人
ゲ
ス
ト
と
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
参
加
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
は
、
在
学
生
た
ち
の
み
な
ら
ず
参
加
の
地
域
住
民
に
対
し
て
も
当
該
短
期
大

学
の
評
価
を
高
め
て
い
る
。

16
1

20
「
芸
術
の
ま
ち
づ
く
り
」
構
想
と
し
て
、
地
域
社
会
の
行
政
と
連
携
し
て
行
わ
れ
て
い
る
交
流
活
動
と
、
そ
れ
が
今
後
更
に
拡
大
す
る
状
況
に
あ
る
。

16
2

20
「
専
任
教
員
海
外
研
修
規
程
」
に
よ
り
専
任
教
員
の
海
外
研
修
制
度
が
あ
る
。

16
3

20
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
短
期
大
学
の
行
事
と
同
様
の
も
の
と
み
な
し
、
そ
の
活
動
を
奨
励
す
る
体
制
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
学
生
の
専
門
能
力
の
向
上
と
社
会
的
活
動
の
支
援
を
第
一
義
と
し
た
支
援
が
効
果

的
に
行
わ
れ
て
い
る
。

16
4

20
高
等
学
校
教
育
へ
の
支
援
活
動
、
生
涯
学
習
支
援
活
動
、
行
政
や
公
的
機
関
な
ど
か
ら
の
専
門
委
員
へ
の
委
嘱
を
受
け
る
な
ど
、
地
域
と
の
交
流
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
の

育
成
に
心
が
け
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
積
極
的
に
評
価
し
指
導
し
て
い
る
。

16
5

20
社
会
的
活
動
の
位
置
付
け
が
明
確
で
あ
り
、
社
会
人
の
受
け
入
れ
、
公
開
講
座
や
正
規
授
業
の
開
放
、
地
域
と
の
連
携
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
立
に
よ
る
国
際
的
な
支
援
活
動
な
ど
に
も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

16
6

20
昭
和

30
年
よ
り
地
域
文
化
振
興
行
事
と
し
て
、
正
眼
寺
と
の
共
催
で
「
正
眼
寺
夏
期
講
座
」
を
開
催
し
地
域
に
密
着
し
た
活
動
を
行
い
、
一
連
の
活
動
は
地
域
か
ら
も
信
頼
さ
れ
て
い
る
。

16
7

20
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
あ
そ
び
の
森
」
は
、
「
子
育
ち
親
育
ち
・
学
生
の
心
の
育
成
」
を
合
言
葉
に
未
就
学
児
、
親
に
遊
び
を
提
供
す
る
も
の
で
、
学
生
も
授
業
の
一
環
と
し
て
参
加
す
る
も
の
で
あ
る
。

地
域
社
会
へ
の
貢
献
と
学
生
教
育
が
合
致
し
た
好
事
例
で
あ
る
。

16
8

20
社
会
人
の
受
け
入
れ
を
促
進
さ
せ
る
た
め
、
授
業
料
半
額
免
除
の
特
別
優
遇
制
度
を
設
置
し
、
卒
業
生
リ
カ
レ
ン
ト
制
度
も
導
入
し
て
、
経
済
的
な
支
援
を
含
め
社
会
人
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
制
度
が
整

備
さ
れ
て
い
る
。

16
9

20
通
学
路
の
清
掃
活
動
や
豊
橋
商
工
会
議
所
が
主
催
す
る
エ
コ
テ
ク
ノ
レ
ー
ス
車
検
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
派
遣
な
ど
、
地
域
と
か
か
わ
り
を
持
つ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
継
続
し
て
実
施
し
て
い
る
。

17
0

20
保
育
科
を
中
心
に
運
営
し
て
い
る
「
保
育
子
育
て
研
究
所
」
の
活
動
や
豊
明
市
教
育
委
員
会
と
の
提
携
、
公
開
講
座
が
学
内
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。
平
成

19
年
度
か
ら
は
名
古
屋
市
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

主
催
に
よ
る
大
学
連
携
講
座
に
参
加
し
て
い
る
。

17
1

20
平
成

14
年
よ
り
、
乳
幼
児
総
合
研
究
所
で
、
地
域
子
育
て
支
援
事
業
と
し
て
「
す
み
れ
が
ー
で
ん
」
を
開
始
し
、
地
域
の
母
親
と
未
就
園
の
子
ど
も
が
参
加
し
、
学
生
へ
の
教
育
活
動
も
含
め
、
地
域
の
子
育

て
支
援
に
貢
献
し
て
い
る
。
過
去

3ヶ
年
の
状
況
は
登
録
児
数

30
数
人
～

60
数
人
と
な
っ
て
い
る
。

17
2

20
滋
賀
県
内

13
大
学
・
短
期
大
学
が
協
定
を
結
ぶ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
（
環
び
わ
湖
大
学
連
携
推
進
事
業
）
が
機
能
し
、
滋
賀
県
特
有
の
科
目
（
「
滋
賀
の
食
事
」
な
ど
）
を
設
定
す
る
一
方
、
学
生
の
多
様
な
受

講
な
ど
単
位
互
換
な
ど
が
有
効
に
行
わ
れ
て
い
る
。

17
3

20
学
生
と
教
員
に
よ
る
、
足
の
不
自
由
な
人
の
た
め
の
京
都
散
策
福
祉
情
報
地
図
「
は
ー
と
ふ
る
ま
っ
ぷ
」
の
作
成
は
、
地
道
で
継
続
的
な
社
会
福
祉
活
動
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。

17
4

20
海
外
の
提
携
大
学
に
お
け
る
長
期
語
学
留
学
制
度
が
あ
り
、
毎
年
学
生
を
派
遣
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
特
に
多
様
な
資
格
や
進
路
を
目
指
す
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
科
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と
で
あ
る
。

17
5

20
公
開
講
座
「
土
曜
サ
ロ
ン
」
を
開
講
し
地
域
交
流
を
推
進
し
て
い
る
。
ま
た
、
毎
年
、
卒
業
生
を
対
象
と
し
た
管
理
栄
養
士
国
家
試
験
対
策
講
座
を
行
い
、
確
実
に
合
格
者
を
輩
出
し
、
顕
著
な
成
果
を
あ
げ

て
い
る
。
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特
に
優
れ
た
試
み
と
評
価
で
き
る
事
項
（
短
期
大
学
基
準
協
会
）

評
価
領
域
Ⅶ
　
社
会
的
活
動
（
H
1
7
～
H
2
2
)

N
o
評
価

年
度

（
1）
優
れ
た
試
み

17
6

20
全
学
園
的
な
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
専
用
の
施
設
に
お
い
て
地
域
連
携
を
深
め
、
短
期
大
学
の
教
職
員
も
こ
れ
に
積
極
的
に
参
画
し
て
い
る
。

17
7

20
茨
木
市
及
び
茨
木
商
工
会
議
所
と
の
産
官
学
協
定
の
締
結
や
近
隣
都
市
と
の
提
携
講
座
の
開
催
な
ど
、
地
域
社
会
と
の
交
流
・
提
携
に
積
極
的
で
あ
る
。

17
8

20
社
会
人
入
学
の
前
段
階
と
し
て
、
託
児
付
モ
ニ
タ
ー
聴
講
生
制
度
を
設
置
し
て
い
る
。

17
9

20
地
域
の
幼
児
と
そ
の
保
護
者
に
対
す
る
図
書
館
開
放
や
読
み
聞
か
せ
・
紙
芝
居
な
ど
の
企
画
は
評
価
に
値
す
る
。

18
0

20
地
元
商
店
と
共
同
し
て
、
実
際
の
菓
子
商
品
「
橘
の
珠
依
姫
」
開
発
が
実
現
し
て
い
る
。

18
1

20
近
隣
の
県
立
高
等
学
校
と
の
間
に
高
大
連
携
協
定
を
結
び
、
高
校

1年
生
の
必
修
科
目
と
し
て
、
夏
季
休
業
期
間
前
の

1週
間
、
大
学
生
活
を
体
験
さ
せ
て
い
る
。

18
2

20
学
生
の
学
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
あ
る

G
BA
（

G
IR

LS
 B

E 
AM

BI
TI

O
U

S）
の
地
域
社
会
を
巡
回
し
て
の
公
演
活
動
（
地
域
の
保
育
所
、
公
民
館
、
児
童
館
な
ど
を
巡
回
し
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
、
ブ
ラ
ッ

ク
シ
ア
タ
ー
、
創
作
オ
ペ
レ
ッ
タ
な
ど
）
は
、
教
育
を
実
践
の
場
に
生
か
し
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
て
い
る
。
特
に
「
備
前
地
域
子
育
て
キ
ャ
ラ
バ
ン
事
業
」
は
学
生
の
ニ
ー
ズ
に
見
合
っ
た
活
動
と
し
て

も
注
目
さ
れ
る
。

18
3

20
地
域
社
会
に
対
し
て
開
か
れ
た
短
期
大
学
と
し
て
の
自
覚
あ
る
活
動
が
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
公
開
講
座
の
内
容
は
魅
力
的
で
あ
る
。

18
4

20
平
成

12
年
度
に
開
設
し
た
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
が
当
該
短
期
大
学
の
知
的
資
源
を
始
め
と
す
る
様
々
な
講
座
を
開
設
し
、
地
域
に
も
定
評
を
得
て
多
数
の
受
講
者
を
迎
え
入
れ
て
い
る
。

18
5

20
学
生
の
学
習
成
果
を
地
域
に
還
元
す
る
取
り
組
み
が
複
数
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
演
劇
放
送
フ
ィ
ー
ル
ド
は
筑
後
市
の
ホ
ー
ル
「
サ
ザ
ン
ク
ス
筑
後
」
と
連
携
し
、
地
域
文
化
の
振
興
に
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
。

18
6

20
平
成

16
年

4月
か
ら
会
員
制
の
筑
紫
女
学
園
大
学
・
短
期
大
学
部
サ
テ
ラ
イ
ト
・
ス
タ
デ
ィ
オ
「
み
ん
な
塾
」
を
開
設
し
、
主
に
子
育
て
支
援
活
動
と
子
育
て
学
習
の
機
会
の
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

18
7

20
特
別
支
援
学
校
な
ど
を
定
期
的
に
訪
問
し
、
実
際
に
障
が
い
者
と
の
係
わ
り
を
体
験
す
る
こ
と
か
ら
、
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
と
し
て
の
資
質
を
高
め
よ
う
と
努
力
し
て
い
る
。

18
8

20
地
域
住
民
と
学
園
の
信
頼
関
係
を
築
き
、
相
互
理
解
を
深
め
る
た
め
に
自
治
体
関
係
者
、
町
内
会
役
員
、
当
該
短
期
大
学
教
職
員
、
学
生
代
表
か
ら
構
成
さ
れ
る
「
キ
ャ
ン
パ
ス
サ
ミ
ッ
ト
」
が

2ヶ
月
ご
と

に
、

10
年
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
、
多
大
な
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
ま
た
、
平
成

17
年
度
に
は

N
PO
法
人
「
大
学
・
地
域
交
流
ま
ち
づ
く
り
実
行
委
員
会
」
を
立
ち
あ
げ
て
、
教
職
員
・
学
生
も
地
域
社

会
に
幅
広
く
貢
献
し
て
い
る
。

18
9

20
平
成

19
年
度
に
は
文
部
科
学
省
の
委
託
事
業
「
社
会
人
の
学
び
直
し
ニ
ー
ズ
対
応
教
育
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
よ
る
教
育
研
究
資
源
を
活
用
し
た
実
践
的
教
育
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
「

eビ
ジ
ネ
ス
で
活

躍
す
る
た
め
の

W
eb
デ
ザ
イ
ン
学
び
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
採
択
さ
れ
て
い
る
。

19
0

20
音
楽
科
音
楽
療
法
コ
ー
ス
は
、
「
音
楽
療
法
学
生
会
」
を
組
織
し
、
地
域
の
高
齢
者
か
ら
児
童
ま
で
を
対
象
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
（
音
楽
療
法
活
動
）
を
年
間

30
回
程
度
実
施
し
て
い
る
。

19
1

20
地
域
密
着
型
の
短
期
大
学
と
し
て
、
公
開
講
座
の
開
催
や
「
高
等
教
育
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
熊
本
」
の
加
盟
校
と
し
て
高
大
連
携
、
子
育
て
支
援
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
の
各
種
事
業
で
の
活
動
な
ど
、
学

生
と
教
員
に
よ
る
地
域
活
動
、
地
域
貢
献
が
行
わ
れ
て
い
る
。

19
2

20
平
成

14
年
度
よ
り
中
津
市
の
委
嘱
を
受
け
て
「
中
津
市
愛
育
研
究
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
た
り
、
長
年
に
わ
た
り
「
チ
ャ
イ
ル
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
し
た
り
す
る
な
ど
、
地
域
貢
献
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
る
。

19
3

20
伝
統
的
に
地
域
活
動
に
熱
心
で
、
学
科
の
特
色
を
生
か
し
た
「
卒
業
制
作
料
理
試
食
会
」
、
「
子
ど
も
の
た
め
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
カ
ー
ニ
バ
ル
」
、
「
高
齢
者
の
逆
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」
を
始
め
各
種
行
事
に
取

り
組
ん
で
い
て
地
域
社
会
の
評
価
も
高
い
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
、
日
本
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

bj
リ
ー
グ
開
催
中
の
託
児
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
、
短
期
大
学
主
催
の
行
事
に
福
祉
施
設
関
係
者
や
保

育
園
児
な
ど
を
招
待
し
て
い
る
。

19
4

20
地
域
社
会
に
向
け
、
活
発
に
継
続
的
に
多
様
な
公
開
講
座
を
開
講
し
て
い
る
。
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特
に
優
れ
た
試
み
と
評
価
で
き
る
事
項
（
短
期
大
学
基
準
協
会
）

評
価
領
域
Ⅶ
　
社
会
的
活
動
（
H
1
7
～
H
2
2
)

N
o
評
価

年
度

（
1）
優
れ
た
試
み

19
5

20
地
域
と
の
密
着
度
の
高
い
当
該
短
期
大
学
の
特
徴
が
発
揮
さ
れ
て
お
り
、
全
学
的
に
も
、
学
科
・
専
攻
単
位
で
も
、
当
該
短
期
大
学
の
使
命
で
あ
る
教
育
・
研
究
・
地
域
貢
献
の
中
で
、
地
域
貢
献
が
十
分
に

実
現
さ
れ
て
い
る
。

19
6

21
地
域
社
会
に
対
し
て
充
実
し
た
公
開
講
座
を
開
催
し
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
伴
い
、
更
に
講
座
数
を
増
加
さ
せ
て
い
る
。

19
7

21
地
域
社
会
と
の
密
接
な
関
係
を
築
く
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
局

FM
ラ
ジ
オ
講
座
へ
の
教
員
派
遣
や
、
地
域
住
民
を
対
象
に
し
た
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
積
極
的
に
実
施
し
て
い
る
。

19
8

21
○
○
市
教
育
委
員
会
と
○
○
市
内

4大
学

2短
期
大
学
と
が
連
携
し
て
行
っ
て
い
る
大
学
開
放
市
民
講
座
「
ふ
る
さ
と
江
別
塾
」
、
社
団
法
人
○
○
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
要
請
に
応
じ
て
運
営
さ
れ
る

「
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
講
習
」
、
子
ど
も
の
運
動
能
力
・
体
力
向
上
を
目
的
と
し
て
札
幌
市
の
区
民
体
育
館
で
展
開
す
る
教
室
「
げ
ん
き
キ
ッ
ズ
」
等
の
試
み
が
継
続
的
に
地
域
貢
献
し
、
市
民
に
受
け
入
れ
ら

れ
て
い
る
。

19
9

21
○
○
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
を
窓
口
に
し
、
正
規
授
業
「
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
概
論
」
「
人
間
関
係
論
」
を
開
放
し
、
聴
講
生
と
し
て
毎
年
数
人
受
け
入
れ
て
い
る
。
平
成

20
年
度
か
ら
出
前
講
座
を
始
め
、
全
教

員
が
講
座
を
担
当
し
実
施
し
て
い
る
。
派
遣
要
請
の
あ
っ
た
保
育
所
・
小
学
校
・
介
護
施
設
等
に
出
向
い
て
い
る
。

20
0

21
「
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
演
習
」
で
は

3日
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
義
務
付
け
、
「
学
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
時
間
割
に
位
置
付
け
、
小
学
校
で
の
英
語
指
導
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
「
子
ど
も
英
語
指
導
実

習
」
と
関
連
さ
せ
る
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
授
業
科
目
等
と
の
関
連
を
図
っ
て
い
る
。

20
1

21
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
が
設
け
ら
れ
、
各
種
留
学
制
度
を
完
備
し
て
、
学
生
の
留
学
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
や
中
国
に
姉
妹
校
が

3校
あ
り
、
中
国
の
姉
妹
校
と
は
、
交
換
留
学
制

度
を
実
施
し
、
学
生
の
留
学
、
大
学
責
任
者
・
教
員
同
士
の
双
方
向
の
訪
問
を
行
っ
て
い
る
。
姉
妹
校
へ
は
毎
年

1人
教
員
を
派
遣
し
て
い
る
。

20
2

21
岩
手
県
知
的
障
害
養
護
学
校
長
会
か
ら
依
頼
を
受
け
、
イ
ベ
ン
ト
「

Tr
yス
ポ
ー
ツ
」
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
幼
児
教
育
科
学
生
が
約

30
名
、
毎
年
参
加
し
て
い
る
。

20
3

21
教
育
施
設
や
教
育
の
知
識
・
技
術
を
地
域
社
会
へ
還
元
す
る
こ
と
に
積
極
的
で
あ
り
、
全
学
的
・
組
織
的
に
社
会
活
動
に
取
り
組
み
、
地
域
の
拠
点
に
も
な
っ
て
い
る
。

20
4

21
全
学
的
に
社
会
的
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
学
生
も
全
員
が
主
体
的
な
取
り
組
み
を
み
せ
、
結
果
と
し
て
社
会
福
祉
主
事
任
用
資
格
を
取
得
し
て
い
る
。

20
5

21
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
経
験
を
文
集
と
し
て
ま
と
め
、
図
書
館
に
配
架
し
公
開
し
て
お
り
、
社
会
活
動
へ
の
動
機
付
け
や
、
体
験
の
全
学
的
な
共
有
を
行
っ
て
い
る
。

20
6

21
地
方
自
治
体
や
商
工
業
界
、
教
育
機
関
か
ら
「
伝
統
食
品
活
用
研
究
事
業
」
、
「
先
端
技
術
を
活
用
し
た
農
林
・
水
産
研
究
（
地
場
産
小
麦
の
麺
へ
の
適
性
解
明
）
」
、
「
市
中
心
街
活
性
化
推
進
委
員
会
」

の
依
頼
に
対
し
て
、
教
員
を
積
極
的
に
派
遣
し
、
教
員
の
専
門
性
を
生
か
し
た
地
域
貢
献
が
行
わ
れ
て
い
る
。

20
7

21
福
島
市
、
福
島
県
の
要
請
と
支
援
を
受
け
て
開
設
さ
れ
た
福
島
駅
前
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
公
開
講
座
、
生
涯
学
習
授
業
の
ほ
か
、
正
規
授
業
を
社
会
人
に
無
料
で
公
開
す
る
「
無
料
公
開
授
業
」
を
併
設
四
年

制
大
学
と
と
も
に
実
施
し
て
い
る
。

20
8

21
当
該
学
校
法
人
と
地
域
の
産
・
官
が
提
携
し
た
「
人
材
寄
付
講
座
」
は
、
産
・
官
か
ら
無
料
で
講
師
を
招
き
、
各
種
の
講
座
を
市
民
に
無
料
で
開
講
す
る
も
の
で
、
平
成

18
年
度
以
降
平
成

20
年
度
ま
で
毎

年
34
～

38
回
の
講
座
が
開
講
さ
れ
て
い
る
。

20
9

21
地
域
社
会
へ
の
公
開
講
座
の
開
催
、
高
校
生
を
対
象
と
し
た
出
前
講
座
、
市
教
育
委
員
会
と
連
携
し
て
の
市
民
大
学
講
座
、

N
H

K
宇
都
宮
支
局
と
連
携
し
て
の

N
H

K
文
化
セ
ン
タ
ー
講
座
と
活
発
に
社
会
的

活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

21
0

21
校
舎
外
に
「
教
育
セ
ン
タ
ー
」
を
建
設
し
、
数
多
く
の
公
開
講
座
や
短
歌
教
室
を
開
設
し
、
種
々
の
企
画
展
示
を
開
催
し
て
、
地
域
と
の
交
流
・
連
携
を
図
っ
て
い
る
。

21
1

21
「
九
里
総
合
福
祉
文
化
研
究
所
」
を
設
置
し
、
専
門
家
で
あ
る
教
員
と
社
会
･
地
域
と
の
実
務
的
な
接
続
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
い
る
が
、
こ
の
存
在
・
活
動
が
社
会
人
受
け
入
れ
に
大
き
く
寄
与
し
て
い

る
。
ま
た
、
こ
の
研
究
所
の
活
動
に
よ
っ
て
、
教
員
や
学
生
が
社
会
と
の
接
点
を
持
ち
有
効
な
社
会
的
活
動
の
展
開
が
継
続
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。
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特
に
優
れ
た
試
み
と
評
価
で
き
る
事
項
（
短
期
大
学
基
準
協
会
）

評
価
領
域
Ⅶ
　
社
会
的
活
動
（
H
1
7
～
H
2
2
)

N
o
評
価

年
度

（
1）
優
れ
た
試
み

21
2

21
学
生
の
社
会
的
活
動
を
支
援
す
る
た
め
に
当
該
短
期
大
学
で
は
、
平
成

19
年
度
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
斡
旋
す
る
た
め
の
窓
口
な
ど
の
組
織
を
作
り
、
ま
た
教
養
科
目
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
科
目
等
を
開
設
し
、

単
位
認
定
と
関
連
を
持
た
せ
な
が
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
推
進
し
て
い
る
。

21
3

21
短
大
会
を
始
め
と
す
る
各
種
団
体
が
年

4回
、

3日
間
に
わ
た
り
大
学
周
辺
及
び
大
学
か
ら
最
寄
り
駅
ま
で
の
道
筋
の
清
掃
と
ご
み
拾
い
を
行
う
な
ど
、
地
域
に
貢
献
し
て
い
る
。

21
4

21
子
育
て
支
援
事
業
と
し
て
、
公
開
講
座
「
め
い
ト
ー
ク
保
育
講
座
」
、
養
成
講
座
「
子
育
て
支
援
ス
タ
ッ
フ
養
成
講
座
」
、
勉
強
会
「
子
育
て
支
援
ス
タ
ッ
フ
研
究
会
」
を
定
期
的
に
開
催
し
、
ま
た
、
千
葉

県
民
間
保
育
振
興
会
研
修
委
員
会
と
共
催
で
保
育
実
践
研
究
会
を
開
催
し
て
い
る
。
特
に
、
平
成

10
年
に
始
ま
っ
た
地
域
の
親
子
の
た
め
の
遊
び
の
教
室
「
親
子
教
室
」
を
展
開
し
て
、

17
年
度
に
、
「
保

育
者
養
成
に
お
け
る
子
育
て
支
援
・
教
育
モ
デ
ル
～
育
ち
合
い
の
ひ
ろ
ば
『
ほ
っ
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
親
子
』
～
」
と
し
て
特
色
あ
る
大
学
教
育
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
特
色

G
P）
に
選
ば
れ
た
。

21
5

21
「
○
○
大
学
・
短
期
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
講
座
を
開
講
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
し
て
い
る
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
通
し
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
や
、
地
域
社
会
に
向
け
た
授
業
や
講
座
と
し
て
、
「
共
立
ア
カ
デ
ミ
ー
」
と
共
同
で
毎
年
テ
ー
マ
を
決
め
公
開
講
座
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
地
域
社
会
と
の
交
流
・
連
携
活
動
に
つ
い
て

も
、
文
部
科
学
省
、
千
代
田
区
、
越
谷
市
、
神
保
町
な
ど
と
教
員
だ
け
で
な
く
多
数
の
学
生
が
か
か
わ
り
を
も
っ
て
活
躍
し
て
い
る
。

21
6

21
「
特
色
あ
る
大
学
教
育
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
（
特
色

G
P）
に
も
採
択
さ
れ
た
「
ヒ
ー
リ
ン
グ
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
平
成

4年
よ
り
取
り
組
み
、
こ
れ
ま
で
に

30
箇
所
以
上
の
施
設
で
実
践
さ
れ
て
い

る
。

21
7

21
併
設
大
学
と
協
力
し
た
女
子
美
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
セ
ン
タ
ー
は
、
「
公
開
講
座
」
、
「
市
民
大
学
」
、
「
女
子
美
ア
ー
ト
・
セ
ミ
ナ
ー
」
、
「
臨
床
美
術
士
認
定
試
験
講
座
」
な
ど
専
門
性
を
生
か
し
た
講

座
を
多
彩
に
開
講
し
、
地
域
住
民
や
卒
業
生
の
生
涯
学
習
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

21
8

21
公
開
講
座
や
地
域
と
の
交
流
な
ど
社
会
的
活
動
が
活
発
に
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
社
会
的
活
動
を
学
生
の
重
要
な
人
間
育
成
の
場
と
と
ら
え
、
病
院
や
高
齢
者
施
設
な
ど
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
積
極

的
に
参
加
さ
せ
て
い
る
。

21
9

21
イ
タ
リ
ア
や
タ
イ
の
海
外
教
育
機
関
と
連
携
し
て
多
様
な
国
際
交
流
を
行
っ
て
い
る
。

22
0

21
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
フ
支
援
セ
ン
タ
ー
」
は
、
長
年
に
わ
た
り
培
っ
て
き
た
家
政
学
等
専
門
分
野
の
知
的
資
源
を
、
地
域
社
会
に
還
元
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
例
え
ば
学
生
た
ち
が
レ
シ
ピ
を
開
発
し
て
配

布
す
る
な
ど
、
社
会
で
の
実
践
教
育
の
在
り
方
を
試
行
す
る
場
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

22
1

21
地
元
の
八
王
子
市
を
中
心
と
す
る
地
域
社
会
に
お
け
る
公
開
講
座
な
ど
に
つ
い
て
、
美
容
技
術
や
介
護
福
祉
技
術
を
実
践
し
な
が
ら
、
例
え
ば
「
た
の
し
い
美
容
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
や
八
王
子
市
主
催
の

「
い
ち
ょ
う
塾
」
へ
の
参
加
や
、
そ
の
他
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

22
2

21
韓
国
・
台
湾
・
香
港
な
ど
東
ア
ジ
ア
地
域
の
諸
大
学
等
と
交
流
協
定
を
締
結
し
、
国
際
交
流
・
協
力
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
国
際
理
解
教
育
と
し
て
、
全
学
的
に

9日
間
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
研

修
旅
行
を
実
施
し
て
い
る
。

22
3

21
生
涯
学
習
セ
ミ
ナ
ー
に
よ
る
高
齢
者
の
口
腔
ケ
ア
、
学
生
に
よ
る
文
化
祭
で
の
無
料
歯
科
検
診
な
ど
、
専
門
の
学
科
の
特
色
を
生
か
し
た
、
地
域
の
保
健
活
動
へ
の
貢
献
は
社
会
的
意
義
が
高
い
。

22
4

21
保
育
セ
ン
タ
ー
が
地
方
自
治
体
と
の
協
力
に
よ
る
、
現
役
保
育
者
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
の
場
に
指
定
さ
れ
地
域
社
会
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

22
5

21
「
地
域
文
化
研
究
会
」
を
設
置
し
、
そ
の
機
能
の
一
つ
で
あ
る
「
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
」
と
協
働
し
て
、
地
域
へ
の
研
究
成
果
の
還
元
あ
る
い
は
支
援
事
業
等
の
企
画
、
実
施
に
向
け
て
の
努
力
が
み
み
ら

れ
、
ま
た
教
育
指
針
で
あ
る
「
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
地
域
と
の
か
か
わ
り
を
重
視
し
て
い
る
。

22
6

21
学
生
た
ち
の
社
会
的
活
動
は
有
意
義
な
学
習
体
験
と
し
て
と
ら
え
、
積
極
的
に
押
し
進
め
て
お
り
、
そ
の
成
果
は
、
公
立
図
書
館
等
で
の
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
紙
芝
居
」
の
上
演
や
、

N
PO
法
人
「
ち
び
っ
こ
は

う
す
」
主
催
の
「
子
育
て
サ
ー
ク
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
へ
の
協
力
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

22
7

21
地
域
連
携
を
教
育
活
動
の
柱
と
し
て
掲
げ
、
社
会
連
携
委
員
会
を
設
置
し
、
社
会
人
向
け
の
開
放
講
座
の
開
設
や
地
元
諸
機
関
と
の
連
携
セ
ミ
ナ
ー
、
社
会
人
の
資
格
取
得
支
援
講
座
等
の
開
講
に
積
極
的
に

取
り
組
む
と
同
時
に
、
地
域
の
教
材
化
の
研
究
な
ど
に
意
欲
的
に
取
り
組
み
、
平
成

18
年
度
に
は
学
内
に
「
佐
久
地
域
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、
地
域
連
携
を
図
っ
て
い
る
。

22
8

21
幼
児
教
育
学
科
が
、
地
域
社
会
に
対
し
て
積
極
的
に
研
修
会
、
研
究
大
会
、
実
践
講
座
を
実
施
し
て
い
る
。
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特
に
優
れ
た
試
み
と
評
価
で
き
る
事
項
（
短
期
大
学
基
準
協
会
）

評
価
領
域
Ⅶ
　
社
会
的
活
動
（
H
1
7
～
H
2
2
)

N
o
評
価

年
度

（
1）
優
れ
た
試
み

22
9

21
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
各
団
体
や
イ
ベ
ン
ト
と
の
連
携
が
定
着
し
て
お
り
、
相
互
に
年
間
計
画
に
位
置
付
け
ら
れ
安
定
的
な
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

23
0

21
地
元
小
学
校
・
中
学
校
で
の
調
理
実
習
授
業
、
地
元
市
へ
の
支
援
事
業
、
あ
る
い
は
幼
稚
園
・
保
育
所
、
児
童
養
護
施
設
、
知
的
障
が
い
者
施
設
の
催
事
へ
の
参
加
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

23
1

21
長
期
・
短
期
の
留
学
制
度
が
整
備
さ
れ
て
い
る
上
に
、
四
年
制
の
外
国
語
大
学
が
併
設
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
学
内
に
お
い
て
も
外
国
人
留
学
生
と
の
交
流
の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
た
り
、
授
業

に
外
国
か
ら
の
留
学
生
を
招
い
た
り
す
る
な
ど
、
学
生
が
様
々
な
面
で
国
際
交
流
を
実
施
し
て
い
る
。

23
2

21
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
科
の

1、
2年
生
す
べ
て
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
が
地
域

FM
で
放
送
番
組
を
担
当
す
る
な
ど
の
活
動
を
通
し
て
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
意
識
す
る
体
験
が
在
学
中
に
で
き
る
と
い
う
貴
重
な

試
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。
今
後
、
「
名
駅
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
」
で
も
、
こ
れ
ら
を
地
域
に
浸
透
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

23
3

21
学
科
・
専
攻
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
生
か
し
た
地
域
社
会
と
の
多
彩
な
連
携
・
交
流
活
動
へ
の
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
お
り
、
「
総
合
科
学
研
究
所
」
で
は
、
「
開
か
れ
た
地
域
貢
献
事
業
」
が
行
わ
れ
て
い

る
。

23
4

21
地
域
社
会
・
地
域
産
業
界
か
ら
の
要
請
に
こ
た
え
る
た
め
に
、
地
域
住
民
対
象
の
「

IT
講
習
会
」
「
留
学
生
語
学
講
座
」
「
け
い
た
ん
留
学
生
交
流
会
」
「
教
育
と
地
域
社
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
な
ど
の
実

施
、
「
社
会
活
動
認
定
制
度
」
の
正
課
科
目
へ
の
導
入
な
ど
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
「
洛
西
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
ま
ち
づ
く
り
検
討
会
」
な
ど
、
地
域
と
の
連
携
に
も
努
力
し
て
い
る
。

23
5

21
調
理
製
菓
学
科
で
は
「
平
野
幼
稚
園
食
育
講
座
」
、
「
卒
業
記
念
バ
ン
ケ
ッ
ト
」
が
、
幼
児
教
育
・
保
育
科
で
は
「
子
ど
も
シ
ア
タ
ー
」
、
「
坂
の
上
の
音
楽
会
」
、
「
ア
ソ
ビ
と
造
形
展
」
な
ど
、
教
育
成

果
を
外
部
に
公
表
す
る
取
り
組
み
が
実
施
さ
れ
、
地
域
社
会
と
密
接
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。

23
6

21
地
域
と
連
携
し
、
施
設
を
開
放
す
る
こ
と
や
生
涯
学
習
室
を
整
備
し
、
公
開
講
座
を
開
催
す
る
な
ど
、
開
か
れ
た
短
期
大
学
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

23
7

21
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
論
、
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ス
タ
デ
ィ
を
通
し
て
、
神
と
人
に
仕
え
る
と
い
う
建
学
の
精
神
に
つ
な
が
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。

23
8

21
日
韓
三
大
学
美
術
デ
ザ
イ
ン
交
流
展
に
毎
年
参
加
、
日
中
交
流
作
品
展
に
隔
年
で
参
加
、
大
阪
芸
術
大
学
グ
ル
ー
プ
と
の
間
で
毎
年
、
ミ
ラ
ノ
イ
ン
ス
テ
ィ
チ
ュ
ー
ト
（
学
生
作
品
の
交
流
展
）
を
開
催
す
る

な
ど
海
外
教
育
機
関
等
と
の
双
方
向
的
交
流
を
し
て
い
る
。

23
9

21
広
報
学
科
・
デ
ザ
イ
ン
美
術
学
科
が
学
科
の
特
色
を
生
か
し
て
、
毎
年
、
伊
丹
市
内
の
市
立
中
学
校
に
て
「
ト
ラ
イ
や
る
ウ
ィ
ー
ク
（
兵
庫
県
発
表
事
業
）
」
と
し
て
絵
画
・
粘
土
・
陶
芸
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
な
ど
の
制
作
教
室
を
行
い
、
地
域
の
中
学
校
と
効
果
的
な
交
流
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

24
0

21
ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和
国
の
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
立
幼
児
師
範
学
校
（
現
在
の
サ
イ
ゴ
ン
大
学
）
と
の
間
に
「
学
術
交
流
協
定
」
を
締
結
し
、
教
員
・
研
究
者
の
交
流
、
学
生
の
交
流
等
、
国
際
交
流
を
双
方
向

で
進
め
て
い
る
。
将
来
、
外
務
省
の
協
力
を
得
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。
国
際
交
流
を
充
実
さ
せ
る
意
欲
が
う
か
が
え
る
。

24
1

21
障
が
い
者
を
理
解
し
、
障
が
い
者
と
の
交
流
を
深
め
る
た
め
に
、
学
生
食
堂
の
運
営
と
清
掃
業
務
を
社
会
福
祉
法
人
「
コ
ス
モ
ス
」
及
び
「
い
ず
み
野
福
祉
会
」
の
障
が
い
者
作
業
所
に
委
託
し
て
い
る
。
学

生
が
、
在
学
時
代
か
ら
障
が
い
者
を
理
解
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
教
育
目
標
に
標
ぼ
う
し
て
い
る
「
地
域
協
力
」
、
「
人
権
教
育
」
の
実
践
の
一
例
と
な
っ
て
い
る
。

24
2

21
附
属
「
福
祉
実
践
研
究
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、
ケ
ア
ワ
ー
ク
研
究
大
会
、
常
設
の
研
究
会
、
キ
ャ
リ
ア
・
ア
ッ
プ
支
援
、
地
域
支
援
活
動
、
調
査
・
出
版
活
動
等
を
行
っ
て
い
る
。
学
生
の
卒
業
後
の
キ
ャ

リ
ア
形
成
の
支
援
に
よ
り
、
卒
業
生
・
地
域
と
の
連
携
を
深
め
、
学
び
直
し
の
実
践
、
教
育
の
継
続
、
地
域
貢
献
へ
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

24
3

21
全
学
的
に
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
が
高
く
、
平
成

20
年
度
に
は
「
女
子
学
生
の
た
め
の
地
域
活
動
力
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
新
た
な
社
会
的
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
学
生
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
学
生
支
援

G
P）
に
採
択
さ
れ
、
学
生
が
地
域
に
積
極
的
に
か
か
わ
っ
て
い
く
取
り
組
み
を
教
職
員
と
学
生
が
一
丸
と
な
っ
て
行
っ
て
い
る
。

24
4

21
平
成

20
年
よ
り
実
施
し
て
い
る
藤
井
寺
市
と
の
連
携
が
学
生
に
も
教
職
員
に
も
良
い
刺
激
と
な
り
、
教
育
効
果
や
学
生
指
導
に
か
か
わ
る
創
意
工
夫
を
多
様
に
生
み
出
し
て
い
る
。
地
域
の
子
育
て
支
援
活
動

と
し
て
地
域
子
育
て
支
援
研
究
所
を
設
置
し
、
定
期
的
に
研
究
所
で
行
わ
れ
る
研
究
・
教
育
活
動
に
は
全
学
的
な
人
的
リ
ソ
ー
ス
が
使
わ
れ
、
学
外
の
研
究
者
も
参
加
し
て
い
る
。

24
5

21
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
サ
ー
ク
ル
活
動
の
一
つ
で
も
あ
り
、
学
生
の
社
会
的
活
動
・
社
会
貢
献
を
教
育
の
一
環
と
し
て
と
ら
え
、
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
。

-
 3

4
 -



特
に
優
れ
た
試
み
と
評
価
で
き
る
事
項
（
短
期
大
学
基
準
協
会
）

評
価
領
域
Ⅶ
　
社
会
的
活
動
（
H
1
7
～
H
2
2
)

N
o
評
価

年
度

（
1）
優
れ
た
試
み

24
6

21
留
学
生
を
多
く
受
け
入
れ
て
い
る
と
い
う
当
該
短
期
大
学
の
特
性
を
生
か
し
、
留
学
生
と
地
域
住
民
の
そ
れ
ぞ
れ
が
互
い
の
文
化
を
理
解
す
る
、
双
方
向
的
交
流
が
行
わ
れ
て
い
る
。

24
7

21
奈
良
県
内
の
教
育
関
係
者
を
対
象
と
し
た
「
国
際
交
流
教
育
研
究
協
議
会
」
は
、
文
化
の
相
互
理
解
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
ほ
か
、
海
外
研
修
ツ
ア
ー
の
現
地
ガ
イ
ド
に
卒
業
生
を
あ
て
、
卒
業
後
の
関
係

の
維
持
も
図
っ
て
い
る
。

24
8

21
建
学
の
精
神
・
教
育
理
念
に
基
づ
き
社
会
的
活
動
へ
の
取
り
組
み
が
積
極
的
に
推
進
さ
れ
て
お
り
、
特
に
地
域
社
会
（
行
政
、
商
工
業
、
教
育
機
関
、
文
化
団
体
等
）
と
連
携
し
た
地
域
貢
献
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
7つ
実
施
さ
れ
て
い
る
。

24
9

21
全
専
任
教
員
に
高
大
連
携
可
能
な
科
目
テ
ー
マ
、
講
義
概
要
、
時
間
等
調
査
を
行
い
、
講
義
デ
ー
タ
バ
ン
ク
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
県
内
の
高
等
学
校
と
連
携
協
力
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
、
様
々
な
支

援
を
行
っ
て
い
る
。

25
0

21
地
域
の
高
等
学
校
が
参
加
す
る
電
動
カ
ー
ト
性
能
評
価
会
、
四
国

EV
ラ
リ
ー
へ
の
会
場
提
供
、
民
間
企
業
か
ら
の
外
部
委
託
試
験
の
協
力
、
公
開
講
座
な
ど
、
当
該
短
期
大
学
の
特
長
を
生
か
し
た
地
域
貢

献
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。
継
続
的
に
留
学
生
を
受
け
入
れ
る
な
ど
国
際
交
流
の
取
り
組
み
が
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。

25
1

21
社
会
人
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
お
り
、
平
成

21
年
度
で
は
、
職
業
訓
練
実
施
校
で
も
あ
る
県
立
高
等
技
術
専
門
校
よ
り
養
成
の
委
託
を
受
け
た
学
生
を
含
め
る
と

3割
に
の
ぼ
る
。
大
学
全
体
と
し
て
地
方

自
治
体
等
と
協
力
し
な
が
ら
地
域
と
連
携
し
た
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
ま
た
、
教
員
は
各
自
の
専
門
性
を
生
か
し
た
専
門
委
員
や
講
師
等
、
地
域
に
根
ざ
し
た
貢
献
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。

25
2

21
各
学
科
の
専
門
性
と
関
連
し
た
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
地
域
の
様
々
な
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
授
業
科
目
と
し
て
設
定
し
、
学
生
の
学
び
や
育
ち
の

機
会
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
。

25
3

21
外
国
人
留
学
生
の
受
け
入
れ
に
関
し
て
意
欲
的
で
あ
り
、
数
多
く
の
留
学
生
在
籍
者
が
い
る
。
入
学
後
の
サ
ポ
ー
ト
も
組
織
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
学
生
国
際
交
流
協
力
事
業
会
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
等

が
留
学
生
を
支
援
し
、
地
域
に
と
け
こ
む
体
制
を
整
備
し
て
い
る
。

25
4

21
平
成

18
年
度
に
、
短
期
大
学
内
に
カ
タ
リ
ナ
子
育
て
支
援
広
場
「
ぽ
け
っ
と
」
を
立
ち
上
げ
、
地
域
の
子
育
て
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

25
5

21
地
域
社
会
と
連
携
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
積
極
的
に
行
い
、
学
生
の
社
会
へ
の
参
画
能
力
を
高
め
、
地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
、
「
ジ
レ
ッ
ト
賞
」
と
い
う
学
生
の
表
彰
制
度
な

ど
を
通
し
て
、
学
内
外
を
問
わ
ず
、
奉
仕
活
動
を
す
る
学
生
の
活
動
を
活
性
化
し
て
い
る
。

25
6

21
地
域
の
子
育
て
サ
ー
ク
ル
で
あ
る
「
ふ
た
ご
の
会
」
や
「
み
な
み
ち
ゃ
い
る
ど

N
ET
」
の
子
ど
も
達
に
短
期
大
学
を
開
放
し
て
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な
ど
の
上
演
に
よ
る
子
育
て
支
援
を
し
て
い
る
。

25
7

21
高
等
学
校
と
の
高
大
連
携
を
は
じ
め
、
高
校
生
に
短
期
大
学
の
授
業
を
体
験
さ
せ
る
な
ど
、
進
路
教
育
に
貢
献
す
る
試
み
を
し
て
い
る
。

25
8

21
「
こ
く
ら
ハ
ロ
ー
ズ
グ
ル
メ
マ
ッ
プ
」
の
制
作
、
「
ハ
ン
ド
ベ
ル
ク
ワ
イ
ヤ
ー
」
の
取
り
組
み
は
、
社
会
へ
の
貢
献
の
み
な
ら
ず
、
学
生
に
対
す
る
教
育
効
果
も
期
待
で
き
る
。

25
9

21
生
活
創
造
学
科
に
お
い
て
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
演
習
」
を
必
修
科
目
と
し
、
専
任
教
員
の
専
門
領
域
に
近
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
設
定
し
て
い
る
。

26
0

21
「
地
域
資
源
開
発
」
の
講
座
に
よ
り
地
域
と
連
携
し
て
地
域
の
活
性
化
を
課
題
と
し
た
人
材
育
成
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
の
取
り
組
み
は
教
育

G
Pの
採
択
を
受
け
て
い
る
。

26
1

21
食
物
栄
養
学
科
で
は
、
平
成

19
年
度
よ
り
、
生
涯
学
習
、
キ
ャ
リ
ア
養
成
構
想
の
一
環
と
し
て
社
会
人
を
対
象
と
し
た
「
管
理
栄
養
士
国
家
試
験
対
策
講
座
」
を
開
講
し
て
い
る
。
直
近
の
講
座
の
受
講
生
は

76
人
で
、
開
講
回
数
は

45
回
で
あ
っ
た
。

26
2

21
小
規
模
短
期
大
学
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
市
民
市
場
へ
の
出
店
、
園
芸
に
関
す
る
公
開
講
座
、
毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験
対
策
講
座
、
園
芸
療
法
公
開
講
座
、
電
話
な
ど
に
よ
る
園
芸
相
談
、
地
元
紙
へ
の

園
芸
記
事
の
掲
載
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
出
演
等
、
積
極
的
に
各
種
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

26
3

21
「
ピ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
」
、
「
他
者
に
仕
え
る
」
と
い
う
建
学
の
精
神
に
基
づ
き
、
幅
広
い
地
域
貢
献
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
実
践
さ
れ
て
お
り
、
中
で
も

W
LO
（

W
e 

Lo
ve

 O
ki

na
w

a）
サ
ー
ク
ル
に
よ

る
清
掃
活
動
は
、
環
境
問
題
に
対
す
る
意
識
向
上
、
地
域
と
の
連
携
・
協
力
に
貢
献
し
て
い
る
。

26
4

21
近
隣
の
小
学
校
へ
の
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
那
覇
市
教
育
委
員
会
、
南
城
市
教
育
委
員
会
と
提
携
し
た
小
学
校
の
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
は
教
師
を
目
指
す
学
生
に
と
っ
て
も
現
場
か
ら
吸
収
す
る

も
の
は
大
き
く
、
教
員
養
成
機
関
と
し
て
今
後
も
継
続
し
て
い
き
た
い
取
り
組
み
で
あ
る
。

26
5

22
短
期
大
学
と
し
て
積
極
的
に
社
会
的
活
動
に
か
か
わ
る
責
任
と
理
念
が
明
確
に
な
っ
て
お
り
、
各
学
科
の
特
性
を
生
か
し
た
取
り
組
み
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
平
成

17
年
度
か
ら
継
続
的
に
行
わ
れ
て
い
る
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
「
ん
ぐ
ま
ー
ま
」
で
の
活
動
は
、
地
域
に
溶
け
込
ん
で
い
る
。
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特
に
優
れ
た
試
み
と
評
価
で
き
る
事
項
（
短
期
大
学
基
準
協
会
）

評
価
領
域
Ⅶ
　
社
会
的
活
動
（
H
1
7
～
H
2
2
)

N
o
評
価

年
度

（
1）
優
れ
た
試
み

26
6

22
地
域
社
会
と
の
交
流
・
連
携
等
に
関
す
る
、
学
生
や
教
職
員
の
取
り
組
み
は
、
特
に
学
生
に
と
っ
て
学
内
の
学
習
の
み
で
は
得
ら
れ
な
い
経
験
や
視
野
の
広
が
り
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
音
楽
科
で
は
併
設
大
学
と
の
共
同
開

催
に
よ
る
演
奏
会
や
公
開
授
業
を
行
っ
て
お
り
、
ま
た
、
美
術
科
で
は
産
学
官
の
連
携
に
よ
る
活
動
、
高
等
学
校
と
の
連
携
に
よ
る
企
画
を
行
っ
て
い
る
。

26
7

22
北
海
道
な
ら
で
は
の
行
事
、
｢世
界
ラ
リ
ー
選
手
権
・
ラ
リ
ー
ジ
ャ
パ
ン
」
及
び
「
ラ
リ
ー
北
海
道
」
に
、
毎
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
･オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
と
し
て
学
生
が
参
加
し
て
い
る
。

26
8

22
当
該
短
期
大
学
の
学
生
と
し
て
専
攻
や
コ
ー
ス
の
学
習
内
容
を
生
か
し
、
青
森
ね
ぶ
た
祭
り
へ
の
参
加
、
文
化
祭
で
の
ね
ぶ
た
資
料
展
示
な
ど
、
地
域
社
会
の
交
流
活
動
を
通
し
て
地
域
文
化
興
隆
に
貢
献
し
て
い
る
。

26
9

22
教
職
員
の
教
育
研
究
を
社
会
に
還
元
す
る
と
同
時
に
、
社
会
の
要
望
に
こ
た
え
た
教
育
研
究
活
動
の
必
要
性
か
ら
、
「
地
域
文
化
研
究
室
」
を
設
置
し
て
、
社
会
的
活
動
を
積
極
的
に
推
し
進
め
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

27
0

22
「
自
由
活
動
旬
間
」
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
地
域
の
自
然
と
文
化
を
知
る
取
り
組
み
や
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
企
画
し
実
践
し
て
い
る
。

27
1

22
盛
岡
北
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
に
参
加
し
、
地
域
だ
け
で
な
く
、
国
際
的
に
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
積
極
的
に
進
め
て
い
る
。

27
2

22
「
子
ど
も
の
た
め
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催
」
、
「
中
尊
寺
『
花
祭
り
』
へ
の
参
加
」
、
「
知
的
障
害
者
更
生
施
設
及
び
知
的
障
害
児
施
設
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
な
ど
年
間

20
回
実
施
し
て
い
る
実
績
が
あ

る
。

27
3

22
地
元
の
地
方
自
治
体
（
一
関
市
）
が
主
催
す
る
「
地
方
産
業
祭
り
・
商
工
祭
」
に
参
加
し
、
学
外
実
習
と
し
て
位
置
付
け
支
援
協
力
を
行
っ
て
い
る
。

27
4

22
併
設
大
学
と
の
共
同
活
動
以
外
に
、
独
自
の
公
開
講
座
や
地
元
企
業
と
の
共
同
研
究
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い
る
こ
と
は
、
当
該
地
域
に
お
け
る
当
該
短
期
大
学
の
重
要
性
を
強
く
自
覚
し
た
も
の
で
あ
り
、
評
価
で
き
る
。

27
5

22
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
キ
リ
ス
ト
教
系
の
特
徴
を
生
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
、
地
域
住
民
と
の
交
流
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
学
生
が
東
京
・
山
谷
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
支
援
活
動
に
参
加
し
て
い
る
。

27
6

22
特
別
支
援
教
育
を
推
進
す
る
た
め
に
、
「
障
害
児
保
育
研
究
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、
障
が
い
児
教
育
の
相
談
・
支
援
活
動
に
お
い
て
優
れ
た
成
果
を
あ
げ
地
域
に
貢
献
し
て
い
る
。

27
7

22
全
国
の
女
子
高
生
を
対
象
に
、
韻
文
部
門
、
散
文
部
門
の

2部
門
で
「
茨
女
国
文
」
文
学
賞
を
運
営
し
、
高
校
生
の
文
学
振
興
を
図
っ
て
い
る
。
入
選
作
品
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
に
掲
載
す
る
ほ
か
、
国
文
科
の
専
門
誌
「
茨

女
国
文
」
に
も
掲
載
し
て
い
る
。

27
8

22
地
域
の
要
請
に
応
じ
る
社
会
的
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
に
毎
年
当
該
短
期
大
学
の
教
員
が
講
師
と
し
て
貢
献
で
き
る
講
義
内
容
の
一
覧
を

40
前
後
の
生
涯
学
習
機
関
へ
送
付
し
、
派
遣
依
頼
に
応

ず
る
活
動
が
あ
る
。

27
9

22
平
成

19
年
度
以
来
、
近
隣
の
幼
稚
園
や
保
育
所
、
小
学
校
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
「
う
つ
の
み
や
百
景
と
風
景
を
描
く
子
ど
も
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
開
催
し
、
そ
の
中
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
学
生
も
参
加
す
る
な
ど
、
学
科
の

専
門
性
を
生
か
し
た
地
域
貢
献
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

28
0

22
地
域
に
開
か
れ
た
短
期
大
学
を
目
指
し
、
公
開
講
座
や
地
域
子
育
て
支
援
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
で
、
社
会
に
知
的
財
産
を
還
元
す
る
機
会
を
設
け
て
い
る
。

28
1

22
生
活
科
学
科
で
は
、
み
ど
り
市
に
暮
ら
す
高
齢
者
の
方
々
へ
手
作
り
弁
当
を
提
供
す
る
「
シ
ル
バ
ー
ラ
ン
チ
」
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
、
十
数
年
に
わ
た
っ
て
続
い
て
い
る
。

28
2

22
ア
ー
ト
・
デ
ザ
イ
ン
学
科
で
は
、
わ
た
ら
せ
峡
谷
鉄
道
の
列
車
内
で
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
な
ど
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
に
学
生
が
参
加
協
力
し
、
桐
生
市
や
み
ど
り
市
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
の
制
作
も
行
っ
て
い

る
。

28
3

22
専
任
の
事
務
職
員
を
配
置
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
学
生
に
対
す
る
支
援
を
組
織
的
に
行
う
こ
と
で
、
群
馬
県
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
や
あ
そ
か
会
祭
り
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
全
学
生
が
積
極
的
に

参
加
し
、
社
会
に
貢
献
し
て
い
る
。

28
4

22
子
ど
も
・
家
族
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
親
子
ふ
れ
あ
い
教
室
や
ベ
ビ
ー
ク
ラ
ス
を
通
し
て
地
域
住
民
の
子
育
て
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
園
・
学
校
生
活
に
お
け
る
不
適
応
（
発
達
障
が
い
等
を
含
む
）
な
ど
の
問
題
を
持
っ
た

子
ど
も
を
持
つ
母
親
に
対
し
て
、
小
児
科
医
、
精
神
科
医
、
精
神
保
健
福
祉
士
、
保
育
士
な
ど
の
有
資
格
者
が
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
、
ま
た
学
生
た
ち
が
総
合
演
習
の
一
環
と
し
て
か
か
わ
る
な
ど
、
社
会
的
活
動
を
推
進
し
て

い
る
。

28
5

22
「
教
育
モ
ッ
ト
ー
」
に
の
っ
と
っ
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を
た
だ
説
く
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
貢
献
・
地
域
交
流
活
動
を
実
践
し
、
学
生
一
人
ひ
と
り
の
心
に
根
付
く
努
力
を
し
て
い
る
。

28
6

22
学
校
近
隣
の
福
祉
施
設
や
児
童
館
な
ど
へ
、
土
・
日
曜
日
や
長
期
休
暇
中
に
学
生
を
派
遣
す
る
な
ど
、
専
攻
の
専
門
性
を
生
か
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

28
7

22
ア
ジ
ア
唯
一
の
ハ
ー
プ
コ
ン
ク
ー
ル
で
あ
る
「
国
際
ハ
ー
プ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
草
加
市
、
日
本
ハ
ー
プ
協
会
及
び
当
該
短
期
大
学
・
併
設
大
学
で
共
催
し
、
当
該
短
期
大
学
の
学
生
も
出
演
し
て
い
る
。

28
8

22
語
学
試
験
優
秀
者
の
留
学
参
加
に
対
し
、
学
費
の
一
部
を
免
除
す
る
奨
学
金
制
度
を
作
り
、
目
的
意
識
が
高
く
て
も
経
済
的
理
由
で
留
学
が
困
難
な
学
生
を
支
援
し
て
い
る
。

28
9

22
地
域
の
子
育
て
支
援
施
設
の
管
理
運
営
に
当
た
り
、
教
員
に
よ
る
特
別
講
座
や
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
を
中
心
に
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。
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特
に
優
れ
た
試
み
と
評
価
で
き
る
事
項
（
短
期
大
学
基
準
協
会
）

評
価
領
域
Ⅶ
　
社
会
的
活
動
（
H
1
7
～
H
2
2
)

N
o
評
価

年
度

（
1）
優
れ
た
試
み

29
0

22
平
成

21
年
度
の
公
開
講
座
等
は
、
多
く
の
講
座
、
多
数
の
参
加
者
を
集
め
、
内
容
の
充
実
と
と
も
に
、
地
域
社
会
へ
の
研
究
成
果
の
発
信
が
学
園
の
大
き
な
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
。
併
設
大
学
・
当
該
短
期
大

学
の
共
同
開
催
講
座
と
し
て
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
度
が
高
い
。

29
1

22
当
該
短
期
大
学
の
教
育
理
念
に
基
づ
き
、
「
港
区
芝
地
区
総
合
支
所
と
戸
板
女
子
短
期
大
学
と
の
連
携
協
力
に
関
す
る
基
本
協
定
書
」
を
締
結
し
、
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。

29
2

22
学
生
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
病
院
で
演
奏
会
を
行
う
ほ
か
、
各
種
演
奏
会
、
オ
ペ
ラ
公
演
、
音
楽
教
室
等
を
行
っ
て
地
域
社
会
に
貢
献
し
て
い
る
。

29
3

22
研
究
目
的
に
よ
る
海
外
出
張
や
研
修
の
ほ
か
、
体
育
大
学
と
い
う
特
性
上
、
国
際
大
会
へ
の
海
外
派
遣
が
多
い
。
ま
た
、
高
大
連
携
に
つ
い
て
は
、
教
育
交
流
に
よ
り
相
互
の
教
育
内
容
等
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
と
中
等
・

高
等
教
育
の
活
性
化
を
目
的
に
、
併
設
大
学
と
合
同
で
五
つ
の
中
学
校
・
高
等
学
校
と
協
定
を
締
結
し
て
、
要
望
に
応
じ
て
教
員
が
出
張
授
業
を
行
っ
て
い
る
。

29
4

22
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
学
生
の
「
ク
リ
ー
ン
清
掃
活
動
」
は
地
域
住
民
か
ら
も
感
謝
さ
れ
て
お
り
、
更
な
る
活
動
の
活
発
化
を
図
っ
て
い
る
。

29
5

22
学
生
が
参
加
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
地
域
貢
献
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
飯
山
市
の
和
紙
文
化
や
産
業
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
る
。

29
6

22
海
外
に
学
術
教
育
協
定
校
が

3校
あ
り
、
相
互
交
流
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科
の
教
員
が
平
成

21
年
度
イ
タ
リ
ア
・
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
国
際
絵
本
原
画
展
に
入
選
し
た
。

29
7

22
教
員
は
地
域
社
会
へ
積
極
的
に
か
か
わ
り
、
保
育
所
の
相
談
員
や
幼
稚
園
に
お
け
る
保
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
役
割
を
担
い
貢
献
し
て
い
る
。

29
8

22
学
生
の
福
祉
施
設
へ
の
年
末
プ
レ
ゼ
ン
ト
活
動
は
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
で
あ
り
、
学
生
全
員
に
よ
る
共
同
参
加
活
動
「
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
ー
」
の
時
間
等
を
使
っ
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
製
作
し
て
い
る
。

29
9

22
近
年
の
理
工
系
離
れ
を
く
い
止
め
て
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
の
要
望
に
こ
た
え
て
積
極
的
に
出
張
授
業
を
実
施
し
て
い
る
。

30
0

22
「
北
陸
学
院
大
学
地
域
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
」
に
お
い
て
、
併
設
大
学
と
連
携
し
た
公
開
講
座
等
を
開
催
し
、
周
辺
住
民
の
生
涯
学
習
や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に
貢
献
し
て
い
る
。

30
1

22
原
子
力
施
設
の
立
地
地
域
に
お
け
る
地
域
連
携
を
図
る
た
め
に
、
高
等
学
校
に
出
前
授
業
（
原
子
力
安
全
学
・
人
間
安
全
学
・
産
業
安
全
学
）
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
若
い
世
代
に
原
子
力
リ
テ
ラ
シ
ー
を
高
め
、
今

日
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
あ
り
方
を
多
面
的
に
考
え
る
力
を
培
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

30
2

22
駅
前
商
店
街
通
り
に
地
域
交
流
の
学
外
拠
点
「
カ
レ
ッ
ジ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
敦
賀
屋
」
を
置
き
、
授
業
内
容
と
つ
な
が
る
形
で
在
学
生
と
卒
業
生
、
教
職
員
の
地
域
活
動
・
交
流
を
推
進
し
、
短
期
大
学
の
情
報
発
信
・
情
報
収
集
の

場
と
し
て
役
立
て
て
い
る
。

30
3

22
教
育
環
境
は
整
備
さ
れ
、
図
書
館
を
は
じ
め
運
動
場
、
体
育
館
等
の
施
設
・
設
備
を
地
域
の
一
般
市
民
に
開
放
し
て
い
る
。

30
4

22
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
重
視
し
支
援
す
る
た
め
に
、
教
育
課
程
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
科
目
を
設
定
し
て
い
る
。
学
生
は
地
域
に
お
い
て
積
極
的
に
活
動
し
て
い
る
。

30
5

22
卒
業
生
や
介
護
施
設
の
介
護
職
員
を
対
象
と
し
た
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
支
援
研
修
会
は
、
受
講
希
望
者
が
多
く
内
容
も
充
実
し
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
中
学
生
を
対
象
と
し
た
介
護
講
習
会
も
行
っ
て
い
る
。

30
6

22
「
介
護
の
質
を
高
め
る
会
」
な
ど
介
護
学
科
主
催
の
公
開
講
座
及
び
地
域
社
会
と
の
交
流
事
業
「
ふ
れ
あ
い
健
康
教
室
」
「
お
と
ぎ
祭
（
血
圧
測
定
・
健
康
相
談
）
」
な
ど
は
、
高
齢
者
の
多
い
地
域
と
う
ま
く
結
び
つ
い
て
い
る
。

30
7

22
当
該
短
期
大
学
主
催
の
「
夏
季
大
学
」
、
「
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
は
共
に

30
回
を
超
え
て
い
る
。
夏
期
大
学
は
毎
回
、
学
生
や
教
職
員
の
積
極
的
な
参
加
の
下
、
現
場
の
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
や
一
般
市
民
も
多
数

参
加
し
て
い
る
。

30
8

22
二
つ
の
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
サ
ー
ク
ル
が
、

20
年
以
上
に
わ
た
り
、
浜
松
市
内
の
障
が
い
者
施
設
や
知
的
障
が
い
者
の
施
設
で
環
境
設
定
か
ら
遊
び
の
サ
ポ
ー
ト
ま
で
行
い
信
頼
を
得
て
い
る
。

30
9

22
地
域
社
会
と
の
密
接
な
関
係
を
築
い
て
い
る
。
歯
科
衛
生
を
通
し
て
地
域
住
民
の
健
康
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

31
0

22
実
習
施
設
の
老
人
保
健
施
設
「
ア
ウ
ン
」
と
の
交
流
会
、
当
該
短
期
大
学
に
お
い
て
認
知
症
高
齢
者
の
機
能
向
上
及
び
自
立
を
目
指
し
て
開
催
し
た
運
動
会
に
学
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
す
る
な
ど
看
護
短
期
大

学
と
い
う
特
徴
を
生
か
し
た
地
域
社
会
へ
の
貢
献
を
行
っ
て
い
る
。

31
1

22
禁
煙
講
演
会
等
を
開
催
し
、
地
域
社
会
の
健
康
づ
く
り
へ
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。
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特
に
優
れ
た
試
み
と
評
価
で
き
る
事
項
（
短
期
大
学
基
準
協
会
）

評
価
領
域
Ⅶ
　
社
会
的
活
動
（
H
1
7
～
H
2
2
)

N
o
評
価

年
度

（
1）
優
れ
た
試
み

31
2

22
大
学
独
自
の
公
開
講
座
に
加
え
、
地
元
の
自
治
体
・
高
等
教
育
機
関
及
び
商
工
会
議
所
と
連
携
し
た
公
開
講
座
の
開
催
な
ど
地
域
社
会
や
産
業
の
発
展
に
向
け
た
社
会
的
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

31
3

22
「
愛
知
大
学
短
期
大
学
部
と
高
等
学
校
と
の
連
携
に
関
す
る
要
綱
」
を
定
め
、
地
元
の
高
等
学
校
と
「
連
携
に
関
す
る
覚
書
」
を
締
結
し
授
業
提
供
を
す
る
な
ど
、
長
期
的
・
定
期
的
な
高
大
連
携
に
努
め
て
い
る
。

31
4

22
地
域
貢
献
推
進
部
が
設
置
さ
れ
、
社
会
的
活
動
の
位
置
付
け
が
明
確
に
さ
れ
て
い
る
。
地
域
貢
献
推
進
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
指
針
）
が
作
成
さ
れ
、
多
く
の
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

31
5

22
社
会
活
動
、
環
境
改
善
運
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
の
全
学
生
へ
の
奨
励
、
学
生
及
び
教
員
に
よ
る
継
続
し
た
数
多
く
の
活
動
実
績
は
地
域
貢
献
度
が
高
い
。

31
6

22
鈴
鹿
市
と
の
間
で
官
学
連
携
に
関
す
る
協
定
書
を
締
結
し
た
。
三
重
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
「
み
え
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー
」
へ
の
平
成

16
年
度
か
ら
の
参
加
、
保
育
園
連
盟
の
研
修
会
、
地
域
企
業
と
の
交
流
、
セ
ミ

ナ
ー
講
師
担
当
等
、
積
極
的
に
地
域
社
会
と
の
交
流
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

31
7

22
地
元
自
治
体
や
商
工
会
議
所
と
包
括
協
定
を
結
ん
で
、
組
織
的
に
地
域
社
会
と
の
交
流
を
深
め
て
い
る
。

31
8

22
地
元
自
治
体
と
協
力
を
し
て
地
域
住
民
と
学
生
が
受
講
で
き
る
講
座
を
開
講
し
て
い
る
。

31
9

22
短
期
大
学
を
地
域
の
生
涯
学
習
拠
点
と
位
置
付
け
、
湖
国
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
の
公
開
講
座
を
開
講
し
て
い
る
。
毎
年
多
数
の
受
講
者
が
あ
り
、
高
齢
者
等
、
広
く
地
域
社
会
に
教
育
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
地

域
に
開
か
れ
た
短
期
大
学
と
し
て
貢
献
し
て
い
る
。

32
0

22
図
書
館
司
書
講
習
を
平
成

8年
度
か
ら
実
施
し
、
平
成

21
年
度
ま
で
に

82
0人
の
修
了
者
を
輩
出
し
て
い
る
。
こ
の
地
域
の
図
書
館
司
書
の
養
成
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

32
1

22
京
都
三
大
祭
の
ひ
と
つ
「
祗
園
祭
」
の
中
心
地
で
あ
る
立
地
を
生
か
し
、

1年
次
の
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
ゼ
ミ
」
の
内
容
と
し
て
「
鶏
鉾
・
曳
き
初
め
」
に
参
加
し
、
各
鉾
の
保
存
会
に
よ
る
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
、
地
域
住
民
と
の
交

流
を
図
っ
て
い
る
。

32
2

22
平
成

18
年
度
よ
り
「
地
域
連
携
推
進
室
」
が
設
置
さ
れ
、
「
む
ろ
ま
ち
ア
ー
ト
コ
ー
ト
」
、
「
化
粧
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
」
と
と
も
に
地
域
と
の
交
流
・
連
携
に
対
し
て
組
織
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
京
都
市
の
「
大
学
地
域
連
携
モ

デ
ル
創
造
支
援
事
業
」
に
対
し
、
平
成

19
年
度
に
「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
メ
イ
ク
」
、
平
成

20
年
度
に
「
京
町
屋
の
坪
庭
、
前
栽
の
植
生
調
査
」
が
採
択
さ
れ
て
、
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。

32
3

22
京
都
市
教
育
委
員
会
が
行
っ
て
い
る
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
で
の
学
内
サ
ポ
ー
ト
事
業
「
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
や
、
観
光
都
市
京
都
と
い
う
地
域
性
を
生
か
し
た
課
外
活
動
団
体
が
行
う
外
国
人
観
光
客
へ
の
英
語

ガ
イ
ド
活
動
に
対
し
て
、
大
学
の
支
援
を
行
い
、
単
位
化
さ
れ
て
い
る
。

32
4

22
正
規
授
業
に
高
大
連
携
教
育
交
流
協
定
校
（
併
設
高
等
学
校
）
の
高
校
生
を
受
け
入
れ
実
質
的
な
高
大
連
携
を
図
っ
て
い
る
。

32
5

22
特
色
あ
る
取
り
組
み
と
し
て
「
キ
ャ
ン
パ
ス
保
育
授
業
」
が
、
毎
週
土
曜
日
、
学
内
で
行
わ
れ
て
い
る
。
地
域
の
親
子
が
授
業
に
参
加
す
る
も
の
で
、
学
生
と
地
域
の
保
育
力
ア
ッ
プ
を
狙
っ
て
い
る
。
学
生
は
、
子
ど
も
だ
け
で

な
く
親
と
向
き
合
う
こ
と
で
、
保
育
者
に
は
何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
を
知
り
、
学
生
の
実
践
力
向
上
と
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
つ
か
む
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

32
6

22
授
業
の
一
環
と
し
て
、
東
大
阪
つ
ど
い
の
広
場
「
き
ら
り
っ
こ
」
へ
学
生
を
派
遣
し
て
い
る
。
幼
児
教
育
学
科
の
学
生
が
地
域
と
の
交
流
を
深
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
学
生
の
資
質
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。
短
期
大

学
の
建
学
の
精
神
で
あ
る
「
萬
物
感
謝
・
質
実
勤
労
・
自
他
敬
愛
」
の
精
神
を
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
践
で
体
得
し
、
教
育
者
、
社
会
人
と
し
て
の
素
養
を
培
っ
て
い
る
。

32
7

22
「
高
槻
市
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業
ひ
ろ
ば
型
」
運
営
施
設
と
し
て
学
内
に
「
ど
ん
ぐ
り
の
森
」
を
開
設
し
て
い
る
こ
と
は
、
地
域
に
開
か
れ
た
大
学
と
し
て
の
位
置
付
け
を
明
確
に
し
て
い
る
。
学
生
と
利
用
者
が
交
流
す
る

機
会
と
な
っ
て
い
る
。

32
8

22
地
域
の
行
政
や
商
工
団
体
、
周
辺
の
大
学
等
や
各
種
協
議
会
等
を
通
じ
て
積
極
的
な
交
流
を
行
い
、
地
元
企
業
の
特
性
に
配
慮
し
た
実
効
性
の
あ
る
地
域
貢
献
を
行
っ
て
い
る
。

32
9

22
「
幼
児
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
て
、
地
域
社
会
で
の
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
、
共
同
研
究
、
情
報
発
信
等
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
。

33
0

22
社
会
的
活
動
の
取
り
組
み
は
、
公
開
講
座
、
生
涯
学
習
授
業
の
開
放
、
コ
ン
サ
－
ト
の
開
催
、
子
育
て
広
場
、
相
談
広
場
、
大
阪
府
・
奈
良
県
教
育
委
員
会
後
援
の
公
開
講
座
、
教
員
免
許
更
新
講
習
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ

て
地
域
社
会
に
貢
献
し
て
い
る
。

33
1

22
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
充
実
の
た
め
「
子
育
て
支
援
実
践
実
習
」
を
開
設
・
単
位
化
し
て
、
「
こ
っ
こ
ス
ク
ー
ル
」
、
「
親
子
ふ
れ
あ
い
広
場
」
な
ど
の
活
動
を
実
践
し
て
い
る
。
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特
に
優
れ
た
試
み
と
評
価
で
き
る
事
項
（
短
期
大
学
基
準
協
会
）

評
価
領
域
Ⅶ
　
社
会
的
活
動
（
H
1
7
～
H
2
2
)

N
o
評
価

年
度

（
1）
優
れ
た
試
み

33
2

22
社
会
的
貢
献
活
動
を
地
方
に
生
き
る
短
期
大
学
の
責
務
で
あ
る
と
位
置
付
け
、
「
特
別
講
義
」
、
「
学
問
と
人
間
の
探
求
」
で
そ
の
意
義
を
説
明
し
た
後
、
全
学
生
に
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
参
加
証
明
カ
ー
ド
」
を
配
布
し
、
そ

の
記
録
を
実
習
選
択
や
進
路
選
択
時
の
参
考
資
料
と
し
て
活
用
さ
せ
る
な
ど
組
織
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

33
3

22
保
育
科
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
後
に
、
活
動
記
録
と
レ
ポ
ー
ト
の
提
出
を
義
務
付
け
る
な
ど
、
学
生
の
社
会
的
活
動
を
単
位
と
し
て
評
価
し
て
い
る
。

33
4

22
地
域
で
か
わ
い
が
ら
れ
る
留
学
生
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
留
学
生
教
育
を
実
施
し
て
い
る
。
十
数
年
の
歳
月
を
経
て
、
地
元
自
治
体
か
ら
留
学
生
に
種
々
の
派
遣
依
頼
が
来
る
ま
で
に
至
っ
て
い
る
。

33
5

22
組
織
的
な
社
会
的
活
動
が
学
園
の
生
涯
学
習
研
究
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
行
わ
れ
て
い
る
。
学
生
や
地
域
の
人
々
に
多
様
な
学
習
の
機
会
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
大
学
に
お
け
る
生
涯
学
習
に
関
す
る
研
究
を
発
展
さ
せ

つ
つ
、
地
域
に
お
け
る
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
を
図
っ
て
い
る
。

33
6

22
国
際
交
流
・
協
力
へ
の
取
り
組
み
は
、
短
期
海
外
研
修
や
海
外
教
育
機
関
と
の
交
流
が
あ
り
、
実
績
を
あ
げ
て
い
る
。

33
7

22
生
涯
学
習
及
び
子
育
て
支
援
を
目
的
と
し
て
、
地
域
に
開
か
れ
た
公
開
講
座
を
行
っ
て
お
り
、
多
く
の
地
域
住
民
が
参
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
幼
稚
園
等
の
他
の
教
育
機
関
に
積
極
的
に
出
向
き
、
交
流
を
深
め
て
い
る
。
学

生
は
幼
児
教
育
研
究
会
を
通
し
て
、
様
々
な
地
域
行
事
に
積
極
的
に
参
加
す
る
な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
活
発
に
行
っ
て
い
る
。

33
8

22
福
岡
県
内
の
女
子
高
校
生
対
象
の
「
英
語
暗
誦
コ
ン
テ
ス
ト
」
な
ど
、
地
域
に
対
し
長
く
地
道
な
貢
献
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

33
9

22
建
学
の
精
神
に
基
づ
く
「
心
の
教
育
」
の
実
践
の
場
と
し
て
多
く
の
公
開
講
座
を
開
講
し
、
地
域
の
生
涯
学
習
の
拠
点
と
な
る
努
力
を
続
け
て
い
る
。
ま
た
、
学
生
の
地
域
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
積
極
的
に
行
わ
れ
て

い
る
。

34
0

22
大
学
間
提
携
や
留
学
生
の
受
け
入
れ
等
、
国
際
交
流
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
。

34
1

22
当
該
短
期
大
学
で
は
、
「
尚
絅
公
開
講
座
」
と
教
員
免
許
更
新
講
習
を
開
催
し
て
お
り
、
地
域
社
会
に
向
け
た
社
会
的
活
動
と
し
て
幅
広
い
市
民
層
か
ら
の
参
加
が
み
ら
れ
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
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